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プロローグ







「彼かの女じよの名前は『波なみ乱だれ』遊ゆう陽ひ。ボクらの『世界』とは完全に隔かく絶ぜつされた鏡合わせの『世界』からやってきた、まったく別人のもうひとりの【波乱烈れつ火か】だ」




「もうひとりの……俺おれ？」

　未来の響ひびきによって明かされたユーヒ――波乱遊陽の正体に、俺は驚きよう愕がくする。

　遊陽が……もうひとりの【俺】？

「えっと……それは、『未来の俺』とは違ちがうのか？」

『全ての戦争オールオブウオー』が始まった直後から行方ゆくえ不明という、未来の【波乱烈火】。

　その未来の俺が、目の前の遊陽だというのか？

　しかし、俺の疑問に響は首を横に振ふる。

「違う。彼女とボクの知る波乱烈火は別人だ」

「じゃあ、遊陽はいったい……？」

「さっきも言っただろう？　彼女は鏡合わせの世界から来たのさ」

　響はそう言って、視線を遊陽にやる。

「……」

　遊陽は無言で俺たちを睨にらみつけている。

　俺なんかはともかく、これだけの数の『ヒロイン』に囲まれて、まるで怯ひるみもしていない。

　それは恐おそれを知らないからというより。

（退けない理由がある……って感じの表情だな）

　覚かく悟ごが決まった人間の顔とも言う。

　その種の表情は、この数すうヶか月げつ間で何度か見てきた。

　少なくとも、生半可な気持ちでこれだけのことをしでかしたわけではなさそうだ。

　まあ……生半可であろうがなかろうが、『全ての戦争オールオブウオー』を起こしたのが本当に遊陽なら、よほどのことがない限り許すことなんてできないだろうが。

　特に、この未来に生きる『ヒロイン』たちには。

　一方で、遊陽が『ゲンガーの緋ひ石せき』を使って操あやつっていた俺の――つまりこの時間軸じくから見た過去の――『ヒロイン』たちは、何がなんだか分からないという顔だ。

　彼女たちは洗脳が解けたばかりなので、なぜ自分たちがこんな場所にいるのかも分かっていないだろう。

「烈火」

「烈火さん」

　過去の皐さ月つきやハリッサたちが俺のところへ集まってくる。

　彼女たちにもこうなった事情を話したいところだが、生あい憎にくと今はそんな場面でもない。

　俺たちと遊陽の睨み合あいは続いたままだ。

　しかし、いつまでもこうしていては埒らちが明かない。

「えーと、響」

「何だい？」

「遊陽が来た世界――鏡合わせの世界ってのが何なのか、焦あせらさずに教えてくれよ」

「……」

　俺が質問すると、響は少し目を丸くして、軽く驚おどろいた表情になった。

「何だよ？」

「いや、【烈火】に質問をされるなんて久しぶりでね。そういえば、昔の君は結構ボクを頼たよってくれてたんだなあ」

　響は懐なつかしむように頷うなずく。

　いや、何が感かん慨がい深ぶかいのか知らんけど……。

「おーい？」

「ああ、ごめんごめん。鏡合わせの世界についてだったね」

　響は気を取り直して話を続ける。

「まあ分かりやすく言うとパラレルワールドだよ」

「パラ、レ？」

「えっと、知らない？　烈火の好きな漫まん画がとかでもたまにある設定だと思うけど」

「いや、聞いたことがあったようななかったような」

「まあいいや。説明するよ」

　響の説明によると、パラレルワールドというのは、文字通り鏡合わせのように「この世界とよく似た世界」のことらしい。

　たとえば「鏡に映った向こう側の世界」には地球や火星と同じか、限りなく似た星がある。

　ただ限りなく同じ世界ではあるが、「ほんの少しだけ違う点」もあるのがパラレルワールドの特とく徴ちようらしい。

　そう、それこそたとえば【波乱烈火の性別】とか。

「つまり……遊陽はパラレルワールドに生きる【女の波乱烈火】ってことか？」

「大おお雑ざつ把ぱに言うとそういうことだね」

　俺のとんでもなく大味な理解を響は肯こう定ていする。

　まあとりあえずその理解で問題ないなら話を進めよう。

「で？　何でそのパラレルワールドの遊陽おれがここにいるんだよ？」

「さあ？　そこまではボクも調べられなかった」

　俺の質問に響は肩かたを竦すくめる。

「それは当の本人に訊きくしかない」

「……」

　遊陽は相変わらず険しい表情で無言だ。

　だが表情が険しいのは彼女だけではない。

「……」

「……」

「……」

　未来ヒロインたちはいずれも遊陽のことを睨みつけていた。

　さっきの博士のセリフが尾おを引いている。

　波乱遊陽こそが『全ての戦争オールオブウオー』を引き起こした張本人なのではないか？

『全ての戦争オールオブウオー』の引き金となった大銀河連れん邦ぽう中心議会テロ事件。

　それ以前の、『ヒロイン』同士の不和を煽あおる数々の事件。

　未来の波乱烈火の失しつ踪そう事件。

（その全てに遊陽が関かん与よしている？）

　確かに彼女の持つ異能消去能力なら、皐月の森羅の大だい魔ま法ほうから逃のがれ、様々な謀はかりごとを巡めぐらせることができる。

　また彼女が首領を務めていた〝強きよう硬こう派は〟。

　その建前は過去の【波乱烈火俺】を殺して『全ての戦争オールオブウオー』を終結させるというものだったが……。

（よく考えると、博士は『全ての戦争オールオブウオー』を止められるのは、俺みたいな特異な運命力の持ち主じゃなけりゃ不可能だって言ってたんだよな）

　だとしたら。

〝強硬派〟の首領である遊陽の目的は……。

（本当は、俺を殺して『全ての戦争オールオブウオー』が絶対に終わらないようにするつもりだった？　いや、けど俺を殺すと未来の俺も死ぬのか？）

　そうしたら未来の俺を『ヒロイン』が奪うばい合う『全ての戦争オールオブウオー』が起こることもなくなる？

　あれ？

　……いかん、頭が混乱してきた。

　ダメだ。

　俺が勝手にひとりで考え込んでいても埒が明かない。

「おい、遊陽」

　結局、彼女に直接話を聞くのが一番だ。

「本当にお前が全ての元げん凶きようなのか？」

「……」

「黙だまってちゃ分からねーっての」

「答える必要はない」

「なら答える必要が出てくれば話すのか？」

　おそらく、今のような拮きつ抗こう状態は二度と作れない。

　遊陽はここから逃にげる算段をしているだろうし、未来の『ヒロイン』たちは彼女を逃がさないか、あるいは恨うらみをぶつけるつもりかもしれない。

　少なくとも、この場に未来のイリスが来たらこの拮抗状態は崩くずれるだろう。

　彼女は全てのはじまりの時に父親を亡なくしている。

　もし遊陽が全ての元凶であるなら、彼女は仇かたきだ。

　そして、俺の知るイリスの性格なら、まず確実に感情の昂たかぶりを抑おさえられないだろう。

「……？」

　ここにも俺の『ヒロイン』の――つまり過去のイリスがいるが、彼女は何も知らないので、今の状じよう況きように対してハテナマークを浮うかべている。

　だが彼女も目の前の遊陽が、未来の父親を殺すと聞けば、今すぐ飛びかかっていくだろう。

　それはむしろ当然のことだと思う。

　だが、場合によっては遊陽を問いただす機会――全てを知る機会を一生失うことになりかねない。

　今ここで全てを明らかにする。

　その必要があると、俺の中の何かが訴うつたえている。

「ねぇ、烈火。いい加減、ここがどこなのか教えてよ」

「あー……」

　さて遊陽を問いただそうというところでイリスに肩を揺ゆすられる。

　けど確かに、いい加減彼女たちにも現状を教えるべきか。

　だがしかし、俺が遊陽から目を離はなすのもな……。

「あー、エル。ちょっと過去から来た皐月たちに、今の状況を説明しておいてくれ。ああ、でも危ないところはぼかしてくれよ？」

「何それ？　ぼかすって、どこを？」

「えーと……」

　具体的にはイリスの父親が亡くなった部分をぼかして欲ほしいのだが、目の前にイリスがいる状態で上う手まくエルに伝えるのが難しい。

　と、そこで。

「それについては本官が説明しておきましょう」

「アール？　でもお前、俺以外に見えないだろ？」

「いえいえ、もうみなさんに見えてますよ」

「え？」

　驚いて振り返かえると、確かに俺と喋しやべるアールにみんながピントを合わせている。

「烈火。その子誰だれ？」

「浮いてる？」

「何なん歳さい？」

　みんなの口から次々とアールに関する質問が飛んでくる。

　どうやら本当に見えているようだ。

「おい、どういうことだ？」

「どうも遊陽さんに改造された時に、その辺の偽ぎ装そう処理関連の機能が取り除かれてしまったみたいですね。まぁ、今は好都合ということにしておきましょう」

　そう言ってアールは皐月たちに、ことの経けい緯いを説明しに行く。

　まあ、こいつになら任せて大だい丈じよう夫ぶだろう。

「さて、ではみなさんにこの数ヶ月の間、本官が烈火さんにしか見えないのをいいことに、彼かれにどんなことをされてきたかご説明をば」

　……大丈夫じゃない気がしてきた。

　いや、まあいつものおふざけだろう。信じるぞこの野や郎ろう。

　俺は思わず聞き耳を立てそうになる後方の会話から無理やり意識をはずし、遊陽の方に向き直る。

「……」

　遊陽は相変わらずの鉄仮面で、感情が読めなかった。

　ただ相変わらず、その瞳ひとみの奥おくに強い意志を感じる。

　薄うすっぺらい悪でない『何か』。

　それはやっぱり。

「遊陽」

「何だ？」

　俺は直感で、言う。

「お前、いったい誰のどんな『物語』に巻き込まれてるんだ？」

「!?」

　俺の言葉に未来の『ヒロイン』たちはハッとする。

　その可能性は考えていなかったという顔だ。

　唯ゆい一いつ表情が変わらなかったのは響くらいか。

　彼女は遊陽を「もうひとりの【波乱烈火】」と言っていた。

　だから、彼女の具体的な動機までは分からずとも、ある程度は予想していたのかもしれない。

「ちょっと待って」

　その時、未来の皐月が声を上げる。

「じゃあ何？　その遊陽は、誰かの『物語』を解決するために『全ての戦争オールオブウオー』を起こしたっていうの!?」

　それはヒドく納なつ得とくがいかないという声こわ音ねだった。

　未来の彼女たちからすれば、今俺の言った推理はトンデモナイことだ。

「意味が分からない」

「いやまぁ、俺もあんまり信じられないけど……」

　俺は頭を掻かく。

「けど、遊陽が俺と同じだっていうなら、その行動原理はやっぱりこの『体質』と『物語』にあるんだと思うんだ」

　とはいえ、じゃあ遊陽がどんな『物語』に巻き込まれたのかは想像つかない。

　いったいどんな因果がどう絡からまれば、『全ての戦争オールオブウオー』を起こさなければならないような状況が発生するのか？

　それはやっぱり遊陽に訊かなければ分からないが。

「で、どうなんだ遊陽？」

「……それを聞いてどうする？」

「やっと返事したか。で、その質問か」

　俺はため息をつく。

「お前が【俺】なら分かるだろ」

「……」

　遊陽は無言で表情を険しくした。

「何だ、お前は」

「何だと言われてもな」

「時間軸が違うだけでここまで大おお幅はばに変わるものなのか……？」

　遊陽はブツブツと独り言みたいなことを呟つぶやいている。

　変わる？　何が？

　まあ、それはいいか。

　大事なのは、ようやく遊陽が俺との会話に興味を示してくれたことだ。

　俺は、言う。

「遊陽が巻き込まれたのがどんな『物語』か知らないが、そいつの解決に俺も力を貸してやる」

「……」

　遊陽はまた無言になる。

　だが、その代わりに。

「烈火……そいつを助けるつもりなの？」

「皐月？」

　未来の皐月が、複雑な表情で俺を見つめてくる。

　他の『ヒロイン』も同じ表情だ。

　彼女たちの言いたいことは、分かる。

「もちろん、条件がある」

　俺は皐月たちと、遊陽に向かって話しかける。

「もし無事にその『物語』を解決できたら、遊陽に『全ての戦争オールオブウオー』を止めるのを協力してもらう」

「そんなこと、できるの？」

「遊陽が『波乱』で、しかもことの発ほつ端たんだっていうなら、時空渡と航こう装置で過去に戻もどって歴史を変えることはできるはずだろ？」

　後半は遊陽に向けて尋たずねる。

　少なくとも俺は『ちりかの物語』や『ニャニャンの物語』の時、それができた。

　彼女も『波乱』なら、運命を変える力を持つ――博士の言うところの分ぶん岐き点てん保持者であるはず。

　彼女がその力で、この未来世界の運命を『全ての戦争オールオブウオー』が起こる方向へと強ごう引いんにねじ曲げたなら、その逆も可能なはずだ。

　もはや全世界全宇宙全次元へ広がった戦火は、誰かが何かをした程度では消せない規模だ。

　博士たちが俺に求めたように、とにかく全ての根本的原因を取り除く以外に術すべはない。

　遊陽はまさしくその「根本的原因」の根っこにいる人物だ。

　彼女の協力を得られれば、忌いまわしい過去を変え、狂くるった運命に落ちた未来世界を救うこともできるはず……だと思う。

　そして肝かん心じんの、遊陽の返答は。

「無理だ」

「えぇぇ!?」

　まさかの返答に、俺はおおいに慌あわてる。

　が。

「お前に俺の抱かかえた『物語』を解決することは不可能だ」

「あ、そっち」

　ふぅー焦ったぁ。

　遊陽に『全ての戦争オールオブウオー』を止めることはできないという意味かと思った。

「無理かどうかは話してみなくちゃ分からないだろ。いいから話せよ」

「……随ずい分ぶんと強引だな」

「この半年で鍛きたえられたからな。それに」

　俺は少し遊陽のことを睨む。

「言っとくけど、俺だってお前にはムカついてるんだ。少しくらい荒あらっぽくもなる」

「フンッ……まぁ、俺たちは聖人君子じゃないからな」

「そりゃそうだ」

　俺だって別に、遊陽が誰かの『物語』に巻き込まれ、そのせいで『全ての戦争オールオブウオー』を起こしていたのだとしても、だからってその行動を許しているわけじゃないのだ。

　未来の『ヒロイン』たちを苦しめたこと。

　未来の世界を『全ての戦争オールオブウオー』に陥おとしいれたこと。

　到とう底てい許せるものじゃない。

　だが、ここで遊陽を殴なぐっても問題は解決しない。

　それどころか彼女の協力がなければ、きっと『全ての戦争オールオブウオー』にまつわる全ての問題は解決しない。

　そう考えているからこそ、怒いかりを抑えているだけだ。

「いい加減、話せ」

　俺は再三の要求を遊陽に伝える。

　彼女はただひたすらに不ふ機き嫌げんそうに。

「そこまで言うなら、聞かせてやる」

　と、端はなから何も期待していないとでも言いたげな態度で話し始めた。




「俺が巻き込まれたのは『女め神がみの物語』だ」




「女〝神〟……？」

　俺はしばし呆あつ気けに取られる。

「女神って……神様か？」

「当たり前だ」

　遊陽は肯定する。

　いや、だって神様って……。

　思いのほか規模がデカくて少しビビる。

　未来の『ヒロイン』たちや、アールから現状の説明を聞き終えた俺の『ヒロイン』たちも皆みな一様に目を白黒させている。

　だが……あるいは『ひとつの世界を巻き込む物語』ともなれば、その『ヒロイン』は神レベルの存在であって当然なのかもしれない。

「コホンッ、ま、まぁとりあえず神様が『ヒロイン』ってのは分かった」

　俺は咳せき払ばらいをして気を取り直す。

「それで、その『神様の物語』ってのは、いったいどんな『物語』なんだ？」

「世界と世界を賭かけたゲームだ」

「ゲームぅ？」

　またまた思わぬ単語に俺は首を傾かしげる。

「ゲームって……いや、ていうかゲームってことは、その神様は誰かとゲームで対戦してるのか？」

　ひとり用ゲームなんて物もあるが、「賭けて」いるということは、「その神様と誰かが世界を賭けて戦っている」と考える方が自然だ。

「なるほど。つまりその対戦相手のせいで神様がピンチってことか……で、その対戦相手は誰なんだ？」

「もうひとりの女神だ」

「えっ？　もうひとり？」

「神はひとりではない」

「神様が複数……少なくともふたりいるってことか？」

「少なくとも、俺はふたり知っている。片方は、俺の世界の神、もうひとりは烈火たちの世界の神だ」

「？？？」

「さっき、そちらの響が俺を「鏡合わせの世界から来た」と言っただろう」

　混乱する俺の表情を見て、遊陽は補足説明を始める。

「『俺の生まれた世界』は、これもそこの響が言った通り、『烈火たちの世界』とは完全に隔絶された『世界』だ」

「それは……ハリッサやコロナのいた異世界とは違うのか？」

「違う。ここで言う『世界』は、大きな箱のような物だと思え」

「箱？」

「たとえばこの『波乱烈火が住む宇宙せかい』や、そこにいる『ハリッサ・ホウプが住む宇宙せかい』、『ザイア・ガルディンドゥス・コロナが住む宇宙せかい』は、全て『同じ世界はこ』に収まっていて、それぞれの宇宙せかいは箱の中で仕切り板パーテイシヨンによって区切られているだけに過ぎない」

「……」

　俺たちが異世界異世界と呼んでいた場所も、『世界』という枠わくで見れば同じ箱の中にあるというわけか。

　そして、遊陽のいた『世界』だけが箱の外にある？

「今言ったのが正しい『世界』の単位だ。そして、その『世界はこ』ひとつひとつに、その『世界』を創つくった神様がひとりずついる」

「それが……『俺たちの住む世界を創った神様』と『遊陽の住む世界を創った神様』、ってことか？」

「その通りだ」

　遊陽は頷く。

「なるほどな」

　とりあえず、『世界』の数え方と、その有り様については理解した。

「……ん？」

　そこで俺は気づく。

「あれ……もしかして、遊陽の世界の神様がピンチなのって……？」

「お前の世界の神のせいだ」

「……マジか」

　そう言われると、急に罪悪感が湧わいてくる。

「ちょっと待ってください！　そんなの、その神様たちが悪いんじゃないですか。レッカ様のせいじゃありません！」

　その時、過去のハリッサがプンスカ怒おこった口調で言う。

　どうやら過去の『ヒロイン』たちもアールの説明を聞いて、現状の把は握あくを終えたようだ。

「俺も別に烈火のせいと言った覚えはない」

「じゃあ、この世界のせいだとでも言うつもりですか？」

　今度は未来のハリッサが口を開く。

　……ていうか、分かりづらいな。

　勝手だが、俺の『ヒロイン』たちは普ふ通つうに、未来時間軸の『ヒロイン』たちは頭に「未来～～」とつけて呼ばせてもらおう。

　未来ハリッサは続けて問う。

「その神様たちのゲームとどういう因果関係があるのか知りませんが、あなたはなぜウチらの『世界』で『全ての戦争オールオブウオー』なんて物を起こしたんですか？」

「そうだな……なら、次はその〝ゲーム〟について話そう」

　遊陽は眉み間けんにシワを寄せる。

　ただ思い出して話すだけでも怒りを覚えることなのかもしれない。

「まず……何に喩たとえるべきか、神にとって『世界』というのは、いわば自分だけの箱庭なんだ」

「箱庭？」

「そうだ。『世界』という限りなく広い箱の中に、好きなように物を創り、手を加え、その成長を見守る遊ゆう戯ぎ」

「箱庭ゲームみたいなもんか」

　俺はあまりその手のゲームはやらないが、そういうジャンルがあることは知っている。

　牧場やらお店やら遊園地やらを作って、そこで牛を育てたり、メニューを考えたり、アトラクションを作ったり、いろいろなことをやって、それらが育って大きくなっていくのを見て楽しむゲーム。

「……てことは、俺も俺たちの世界を創った神様にとっては『キャラクター』のひとりってことか」

「そうだな。その方が理解しやすいかもしれない」

　俺の嫌いやそうな呟きに、遊陽は肩を竦めて頷く。

　俺たちの生きる世界が、神様にとっての箱庭。

　そういうものなのかもしれないが、実際にそうだと言われると微び妙みような気分になるな。

「……まぁいいや。で、この世界が神様の箱庭ゲームの産物ってのはいいとして、それが結局現状とどう関かかわってくるんだ？」

「これは俺も『俺の世界の神』から聞いた話だが」

　遊陽は続きを話し始める。

「ある日、『俺の世界の神』……シスは『烈火の世界の神』マインから、退たい屈くつしのぎに勝負を持ちかけられたらしい」

「例のゲームって奴やつか」

「そうだ。その内容は、どちらの創っている世界の方が『幸せ』か、というものだった」

「どちらの世界が幸せか……？」

　上手く俺がかみ砕くだけずにいると、遊陽が説明してくる。

　どうも神様の視点では、それぞれの世界の『幸福量』という物を計ることができるらしい。

　シスとマイン――ふたりは姉妹神らしい――は、お互たがいの世界の『幸福量』を比べ合い、どちらがより幸せな世界が創れるか勝負を始めたそうだ。

「ふたつの『世界』の『幸福量』に一定以上の差がつくと決着というルールだが、勝負に期限はなく、数千年という単位で続けられてきた」

「何だってそんなことを……？」

「人間だって自分と他人をよく比べるだろう。それと同じだ」

　箱庭ゲームなんて比べ合う物じゃないと思うが……。

　しかし、自分が上手く創れた箱庭があれば、同じゲームをやっている誰かに自じ慢まんしたくなるものなのかもしれない。

　これも俺は明るくないが、ひとり用の育成ゲームをやっているクラスメイトたちが、お互いの育てた（あれは確か猫ねこを育てるアプリだったか？）キャラクターを自慢し合っていた気がする。

　その神様同士のゲームも、要するにそういうことか。

「それでそのゲームと遊陽の巻き込まれた女神……『シスの物語』がどう関わってくるんだ？」

「そこから先は単純な話だ」

　遊陽は気持ちを抑えるように腕うで組ぐみをする。

「そのゲームに負けた方は自分の世界を失う。そして、シスとシスの世界は今まさに敗北の危機にあるというだけだ」

「……!?」

　サラリと告げられたが、それがトンデモナイことだと遅おくれて理解する。

　ゲームに負けた神は自分の世界を失う。

　それはつまり、遊陽の世界が消しよう滅めつするということだ。

「って、ちょっと待って」

　そこで博士が話に割り込んでくる。

「負けそうになってるのはあなたの世界なの？　私たちの世界じゃなくて？」

「！」

　博士の指し摘てきはもっともだ。

　世界の『幸福量』が勝敗を分けるなら、『全ての戦争オールオブウオー』によって文字通り『世界中』で悲劇が続く俺おれたちの世界――あるいはその創造主であるマイン――が負けそうになっているという方がしっくりくる。

「あなたは自分の世界と女神を勝たせるために、こっちの世界で『全ての戦争オールオブウオー』を起こしたんじゃ……」

「それは因果が逆だ」

　博士の言葉に遊陽は小さく首を横に振ふる。

「先に『世界の幸福量』に差をつけられて負けそうになったのは『シスの世界』であり、俺は彼かの女じよの『物語』に巻き込まれてその事実を知った。そして、ゲームを拮抗状態に戻すために、この『世界』で『全ての戦争オールオブウオー』を起こし、世界全体を不幸にした」

「……それは」

　俺は口を開きかけたが、やめた。

　遊陽がやったのは、俺や、この世界にとって、到底許せることじゃない。

　だが彼女がやったのは同時に、自分の世界を救うための行動だ。

『全ての戦争オールオブウオー』なんてものを起こすためにイリスの父親を死なせるなんて、全ての黒幕は最低最悪の敵だと思っていた。

　けれど、極ごく悪あく人にんじゃなかった。

（俺は遊陽を見て、固い決意を秘ひめた瞳だと思ったけど）

　今は逆に、自分の意志を固く強く凝こり固めていないと。

　たちまち砕けてしまいそうな瞳に映る。

「理解できたか、波乱烈火。お前の『世界』を不幸にし続けない限り、俺の『世界』も『物語』は救えない」

「……」

　俺は胸の辺りを強く握にぎり締しめる。

　遊陽は……。

　遊陽は、今どんな気持ちでそんなことを言ったんだろうか。

　世界を滅ほろぼすドラゴンやラスボスのつもりで？

　そんなバカな。

　アイツが俺と同じなら。

　波乱遊陽だって普通だったはずだ。

　ただ少し人と違ちがう『血』を引いてるだけの。

　普通の少女だったはずなのに。

　何だってこんなヒデェ話になってんだよ……。

「世界を救うために世界を滅ぼす物語か」

「……」

「遊陽には選せん択たく肢しがなかったんだな」

「……そうだ。だから」

「でも、今は俺がいる」

「……！」

　遊陽は軽く目を見開く。

　俺はその場にいる全員の視線が集まるのを感じていた。

　だが不思議と緊きん張ちようはない。

　遊陽の口から語られた『物語』は強大で。

　俺は結局ただの普通の人間だ。

　だけど、それでも、俺は多くの『物語』を救ってきた。

　これが。

　これが、俺の半年の。

　いや、俺がこの『血』に目覚め、最初に巻き込まれた『アールの物語』の。

　その総決算。

　俺は隣となりに浮かぶ青あお髪がみの少女を見上げる。

「何ですか、烈火さん？」

　これがコイツと俺の『物語』が決着へ向かうための『ストーリー』なら。

　俺がこの決断をするのは、きっと出会った時から決まっていたのだろう。

　俺は遊陽と、アールと、みんなに向けて、言う。

「俺が世界を救ってやる」







第七章　パラレルワールドへ







「世界を救う……だと」

　遊ゆう陽ひは鋭するどく目を細める。

「それは、どっちのだ？」

「どっちもだ」

　俺は答える。

〝強硬派〟の本ほん拠きよ地ちで対たい峙じしながら、俺はまっすぐ遊陽の瞳を見つめる。

　彼女も俺を見つめてきた……かなり鋭い視線でだが。

「そんなことは……」

「不可能だったのはお前の話だろ、遊陽」

「……っ」

　あえて俺が強い口調で言うと、遊陽は言葉に詰つまる。

「遊陽が『全ての戦争オールオブウオー』以外に『シスの物語』の解決法を思いつかないなら、俺が代わりに考えてやる。だから力を貸せ、波なみ乱だれ遊陽」

「お前に何ができる？」

　遊陽は厳しい口調で俺に問う。

「この未来時間軸じくのお前は、確かに凄すさまじい能力の持ち主だった。だが、過去時間軸のお前は数あま多たの『物語』を経へても何の力も得てこなかった。無力なお前に何が」

「なら力があれば何でも解決できたのか？」

「……」

「俺には何の力もないが、困難を解決する方法なら知ってる――みんなの力を合わせることだ」

　俺が出会ってきた『ヒロイン』たちも、多くが特別な力を持っていた。

　だけど、彼女たちはひとりでは自分の『物語』を解決できなかった。

「お前が別の世界の俺だって言うが、俺から見れば他の『ヒロイン』と同じだ。自分の力じゃ解決しきれない『物語』に殺されそうになってやがる。だったら俺がお前を助けてやる」

「俺は……違う」

　遊陽は唇くちびるをかみ、はじめて下を向く。

「俺は『波乱』だ。俺は俺の世界で、たくさんの人たちを助けてきた。俺が諦あきらめたらいけないんだ。俺が諦めたら、『世界ものがたり』が終わる」

「知ってるよ、その重圧は……責任も、けど、だからってお前ひとりで背せ負おうこともないだろうが！」

　俺は叫さけぶ。

「自分じゃ無理だって気づいて、人の力を借りることは「諦める」ってことなのか!?　違うだろ!?　今までたくさん人を、『物語』を助けたからって、それが何だってんだ!?」

「ちょっ、烈れつ火か!?」

　皐さ月つきが止めるのも聞かず、俺は遊陽に向かって歩を進めた。

「！」

　遊陽もその行動は予想外だったのか、驚おどろいた顔をする。

　彼女が敵なら、俺の行動は無む謀ぼうだろう。

　でも俺にはもう、この少女を、助けてやらなきゃならない気がして仕方がない。

　俺より強く。

　俺よりバカな。

　余計な意地を突つっ張ぱったラスボス。

「お前が「救う側の人間」だからって、お前が誰かに救われちゃならないなんて理由にはならないだろうが！」

　俺は距きよ離りを詰める。

　遊陽の顔が目と鼻の先に迫せまるくらいに。

「……」

　やはり、鏡の向こう側の世界から来たというもうひとりの俺は。

　鏡に映った俺のようによく似ていた。

　俺と同じ瞳が、俺を見返す。

「助けを求めろよ、波乱遊陽」

　遊陽にとって『この世界』は敵地で、俺たちは敵にしか見えないのかもしれない。

　世界の命運を背負う恐きよう怖ふが、瞳に映る他者を信じるのを阻はばむのかも知れない。

「俺もお前も『波乱』だ。俺たちに運命を覆くつがえす力が互いにそなわっているなら、俺とお前がお互いを助け合った時、俺たちには何もかも救えるのが道理だろう？」

　だが俺にできるのはたったこれだけだ。

　俺は遊陽の言う通り無力で、弱い。

　力を貸してもらわなきゃ何もできない。

　まずは相手に信じてもらわなきゃならない。

　今いま更さらやさしい言葉でほだされるような遊陽ではないだろう。

　だから、強く言う。

　救われる道はあるのだと言ってやる。

　お前はもうこんなツラい戦いをしなくていいと言ってやる。

　俺が何とかしてやると、言ってやる。

「……」

　遊陽は頑かたくなに唇を結んでいる。

　その拳こぶしが、ゆっくりと握られる。

　俺を殴ろうと思えば、一いち撃げきで仕留められるだろう。

　で、そのあとは？

　そのあとはどうする？

　この場にいる『ヒロイン』全員を相手にして、逃にげ切きるのか、倒たおすのか。

　そのあとはどうする？

　逃げ切ったとしても、おそらく〝強きよう硬こう派は〟は失われる。

　またどこかに隠かくれ潜ひそんで、『全ての戦争オールオブウオー』を裏で操あやつるのか？

　この『世界』に不幸をバラ撒まき続けて。

　それで？

　そのまま、この『世界』が不幸のどん底にまで落ちて、遊陽の世界の神がゲームに勝つまでやりきるのか？

　……本当にそれがこの『物語』のハッピーエンドか？

　俺たちにとって。

　遊陽にとって。

（本当にそれでいいと思ってるのか？　波乱遊陽）

　遊陽が別世界の俺だというなら、彼女も同じことを考えているはずだ。

　何なん遍べんも、何遍も。

　これでいいのかと。

　そしてその答えは決まっている。

「こんなやり方、本当は間ま違ちがってるって自分でも気づいてんだろ！」

　俺は焦じれったい遊陽の胸むな倉ぐらを掴つかむ。

「もしお前にまだ『波乱』としての矜きよう恃じがあるなら、俺と一いつ緒しよに最強無敵のハッピーエンドを目指せ！　誰だれにも憚はばかることのない、全員で笑える、本物の幸せな結末を！　その覚かく悟ごもできないってんなら……」

「……できないなら、どうする？」

「決まってる！」

　俺はキッパリと断言する。

「仕方ないからお前のことはふん縛しばって、俺が勝手にみんなと何もかもを救いに行く。遊陽には何の手て柄がらもやらん」

「……」

　俺のセリフに、遊陽は一いつ瞬しゆんポカンとする。

「おい、それが何の脅おどしになるんだ？」

「充じゆう分ぶん脅しになるさ」

「？」

「お前がふん縛られて転がされている間に、もし俺が何もかも解決してきたら、お前はお前を許すことができるのか？」

「……！」

　遊陽の表情が変わる。

　彼女がこの『世界』に振り撒いた傷きず跡あとはあまりに深い。
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　それでも『遊陽の世界』を救うためだと思えば、折れそうになる心を奮い立たせることもできただろう。

　だがもし、それが全部徒労だったなら？

　ほかに解決の道はあり。

　しかもその解決に、遊陽自身がまったく関かん与よしていなかったら？

　あとに残るのはしでかした罪の重さだけだ。

「……バカバカしい。こうすると決めた時から、俺は」

「どっちにしろ最初から死ぬつもりだったって？　やっぱりバカはお前だ」

　やっぱり遊陽はラスボスになれないただの少女だ。

　この調子じゃ、仮に自分の『世界』が救えたとしても、俺たちの『世界』を滅ぼした罪を悔くやんで自殺でもしていただろう。

「命懸かける根こん性じようあるなら、違う方向で根性出だせ」

「烈火さん、いつになく女性に対して辛しん辣らつですね？」

「さっき言っただろアール。同情はしてるが、遊陽にはムカついてもいるんだ」

　遊陽には選択肢がなかったんだと思う。

　それはきっと本当だ。

　だけど、本当か？

　ただ遊陽ひとりでは無理だから、無理だと決めつけたんじゃないのか？

　もし、彼女が最初から誰かに助けを求めていたら。

　恐怖に打ち勝って、誰かに救いの手を伸のばしていたら。

　こんなことにはならなかったんじゃないのか？

「エルを送り込んだり、〝強硬派〟の黒幕なんてやってたんだ、俺のやってきたことは、ある程度把は握あくしてるんだろ？」

「ああ……」

「だったら判断材料は充分だな。俺を信じるか、また誰も信じないのか、いい加減に観念して、決めろ」

　もう、言葉と態度で示せる物は全て示した。

　これで遊陽の信用を勝ち取れないなら、俺の負けだ。

　もちろん、俺なんかが負けた程度で、全てを投げ出だすつもりはない。

　俺の世界も遊陽の世界も救ってみせる。

　だがきっと、遊陽のことは救えなくなるだろう。

　彼女はさっきも言ったように、自分のことを許せなくなる。

　それを俺には止められない。

　皐月たちに救われ、響ひびきを救った日に誓ちかった「全てを救う」という誓いを守れなくなる。

　その過あやまちは俺を一生苛さいなむかもしれない。

　でも、いい。

　本当にこれ以上語るべきことはない。

　あとは遊陽の決断を待つだけだ。

　俺は胸倉を掴んでいた手を放す。

　彼女の拳は握られたままだ。

　俺たちの持つ最初で最後の唯ゆい一いつの武器。

　それを使って戦うか、逃げるか、彼女の好きにしたらいい。

　その時は、俺も追うし、戦う。

　けれどこの一瞬の決断は、遊陽のものだ。

　彼女だけが決められる。

　俺たちの世界の命運と。

　彼女の世界の行方ゆくえと。

　この『物語』の結末を。

　遊陽は、拳を強く握り締める。

「俺は……」

　その拳が震ふるえる。

　感情を抑おさえるように、彼女は拳を強く強く握っている。

　彼女は拳を握って、握って、握って。

　力を入れて、入れて、入れすぎて。

　握りすぎた拳はその痛みに悲鳴を上げて……解ほどけた。

「本当に……全てを救えるというのか？」

　遊陽は小さな声で問うてくる。

　そこで、アールが。

「ご安心を。こう見えて烈火さんは『物語』解決率百パーセントの凄すごいお人ですから、新しい『ヒロイン』さん」

　そう言って、遊陽が俺の『ヒロイン』になったことを告げた。





▽






　遊陽の世界を救い、俺たちの世界も救う。

　俺が広げた大おお風ぶ呂ろ敷しきに、未来『ヒロイン』たちはやや複雑な表情、過去『ヒロイン』たちは「またか」という呆あきれた表情を浮うかべた。

「本当に烈火はもう、本当に」

　特に皐月は頭を抱かかえ、呻うめくように呆れ返かえっていた。

「あのね烈火、本当にやる気？」

「ああ」

「そのパラレルワールドっていうのは、この『世界』の外……つまり、私の魔ま法ほうでも何も分からない場所なのよ？」

　皐月の持つ森羅の大魔法は、世界の全てが記されたアカシックレコードにアクセスする魔法だ。

　未来以外のことなら何でも分かる凄い魔法だが、それはあくまでこの『世界』内の話。

　遊陽の言う『シスの世界』については何も分からないらしい。

「だから、今の話がどこまで本当かなんて……」

「皐月の心配はありがたいけど、俺は遊陽を信じるよ」

　俺を信じろと言ったんだ。

　なのに俺が向こうを信じないのは筋が通らない。

　俺は遊陽に向き直る。

「で、例の神様のゲームの内容をまとめると、ふたつの世界の『幸福量』に大きな差が生まれると、片方の『世界』が消滅しちまうんだよな？」

「そうだ」

　遊陽はまだみんなからやや距離を取ったまま頷うなずく。

「その勝負に引き分けはないのか？」

「ない」

　遊陽はキッパリと答えた。

「シスとマインはゲームを始める前に、勝負のルールを決めたらしい。その中で、引き分けを定義するルールは何も定めなかったそうだ」

「それで数千年もゲームを続けてたってのか……気が長いというか」

「神だからな。人間とは時間感覚が違う」

「そういうもんか」

　俺は腕組みをして天てん井じようを振り仰あおぐ。

「なら……あとはゲームそのものの中止を頼たのむしかないか」

　引き分けがダメなら根本的な原因の除去。

　しかしそれも。

「だがゲームの中止にはシスとマイン双そう方ほうの同意が必要だろう」

「それが？」

「負けそうなシスはともかく、勝っているマインにはやめる理由がない」

「でも、一回頼んでみるくらい試ためしてみてもいいんじゃないか？」

　俺の世界の神――マインがどんな性格か知らないが、妹の創った世界を壊こわして愉ゆ悦えつに浸ひたるような外げ道どうとは思いたくない。

「……だが頼むと言っても、どうやって神に会う？」

「遊陽は遊陽の世界の神様にどうやって会ったんだ？」

「俺の場合は神の試練を越こえて会いに行った」

「試練？」

「まあ……神というのはこの『世界』そのものより上位の存在だ。それに会うには相応の手続きが必要ということだ」

「ふむ……」

　手続き、か。

「博士は何か、今の遊陽の話に出てきた神の試練みたいな、なんかそんな話ってこの『世界』で聞いたことないか？」

「なんかそんな話って……アバウトすぎるわよ。ちょっと待って」

　そう言うと博士は何やら端たん末まつのような物を取り出す。

「キーワードが曖あい昧まいすぎて検けん索さくかけづらいわね……えーと、ごめんなさい。ヒット数が多すぎて特定できないわ」

「そんなに多いのか？　ていうか、それ何？」

「まあ世界中のデータベースにアクセスできるデバイス。いちおう、残されている記録を漁あさってみたけど、神様関連のお話なんてどこにでもあるし、神様に会う英えい雄ゆうや神官の話もごまんとあるわ」

「そうか」

　俺は頷き、次に皐月の方を見やる。

「森羅の大魔法ならどうだ？　神様に会う方法って見つけられるか？」

「「ちょっと待ってね」」

　と、皐月と未来皐月が同時に返事をして、互いに顔を見合わせる。

「あっ、えっと、ごめんなさい。どうぞ」

「いえ、あの、あなたの方が大人だし（？）、お先に」

「……ふたりで調べてくれ。その方が効率いいだろ？」

　妙みような譲ゆずり合あいが始まったので、俺は両方に頼み直す。

　ただ先さき程ほどの博士の検索結果を考えると、森羅の大魔法でも調べ終わるのには結構な時間がかかりそうだ。

　その間にできることは……。

「あっ、そうだ。ラシュエル」

　俺は天使のラシュエルのことを思い出す。

　確か彼女は天使というだけあって、神様に仕えているはずだ。

　彼女に頼めば、もしかしたら神様に会えるかもしれない。

　そう思ってラシュエルを捜さがすが、どこにもいない。

　そういえば、まだ全ての『ヒロイン』が遊陽から解放されたわけではなかった。

「おい、遊陽。いい加減、他の『ヒロインみんな』も解放しろよ」

「……」

　遊陽はまた渋しぶい顔をする。

「何だよ？　まだ俺が信じられないのか？　大だい丈じよう夫ぶだって」
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　そう言ってもまだ少し遊陽は迷っていたが、しばらくしてまた例のスイッチを押おした。

　こちらの『世界』とあちらの『世界』の『どこにも属ぞくさない空間』の裂さけ目めが現れ、その中から攫さらわれていた『ヒロイン』たちが解放される。

「うーん、ドコここ？」

「私は何をしていたのでしょうか？」

　洗脳も解かれた霧きりやスズランが眩暈めまいを振り払はらうように頭を振りながら呟つぶやく。

「エル。さっきの説明をもう一度頼たのむ」

「分かったわよ」

　エルは新たに解放された面々のところへ向かい、再び事情の説明をする。

　と、俺はその中からひとり、背中から純白の翼つばさが生えた天使を引っ張ってきた。

「はえ？　何ですか、烈火さん？」

　天使のラシュエルはまだボーッとした表情で尋たずねてくる。

　なぜ自分だけ連れ出されたのか、という顔だ。

「ラシュエル。実はお前に頼みたいことがあるんだ」

「頼みたいこと？」

「俺をこの世界の神様に会わせてくれないか？」

「えぇえ!?」

　ボーッとしていた天使は急に目を白黒させる。

「むっ無理ですよぉそんなの！」

「頼む！　世界の命運がかかってるんだ」

「そ、そう言われましても……」

「そこを何とか！」

　俺はラシュエルにもコトの経けい緯いを説明する。

　ふたつの『世界』を救うために、どうしてもこの世界の神マインに会って、ゲームをやめさせる必要があると。

　だが。

「……ごめんなさい！　やっぱり無理です！」

「どうしてだよ？」

「今の烈火さんなら分かると思うんですけど、『世界』単位で考えると地球ってそれはもう芥け子し粒つぶよりも小さな存在なんですよ？」

「……確かに」

　地球なんて太陽系の中の一惑わく星せい、宇宙という単位で見ても相当な小ささだろう。

　それがさらに全宇宙全次元を含ふくんだ『世界』という単位で見れば、それはもう芥子粒どころか素そ粒りゆう子しレベルの極小の存在だ。

「そんな小さ～な小さ～な惑星の管理を、ほんの少～し任されている天使長たちの、そのさらに下したっ端ぱの中の下っ端が私なんです。とてもじゃないですけど神様と会えるようにするなんて無理です！　ごめんなさい！」

「……そうか。無理言って悪かったな」

　本気で頭を下げるラシュエルを見て、俺も意見を引っ込める。

　基本的におちゃらけている彼女がここまで真しん剣けんに言うからには、本当にどうしても無理なことなんだろう。

「烈火……」

　その時、森羅の大魔法で神に会う方法を調べていた皐月が声をかけてくる。

「皐月。どうだった？」

「ううん……未来の私とも一緒に調べたんだけど、どうやらこの世界に神様と会う方法はないらしいわ」

「……そうなのか？」

　俺がもう一度確かく認にんすると、皐月は項うな垂だれるように首を縦に振った。

　俺は遊陽に視線を移す。

「神様ってのは試練を乗のり越えれば会えるもんなんじゃないのか？」

「シスの場合はそうだったが……そもそも試練を用意するかしないかは、神によって違うのかもしれない」

「要するに、端はなから会う気がないってことか？」

「かもな。神々にとってこの世界は箱庭ゲーム――その中のキャラクターたちと会ってみたいと思うか、それとも箱庭は箱庭として見て楽しむだけなのか、それも神によるんだろう」

　この世界の神であるマインは、そもそも箱庭の住人が神様に会うこと自体をよしとしていないということか。

「……そうだ。冬とう子こはいるか？」

「何だい？」

　俺の呼び声に答え、冬子が手を挙げる。

　彼女は『日常ヒロイン』の中で唯ゆい一いつ行方ゆくえが知れなかったが、やはり遊陽に攫われていたようだ。

（そういや、何で『日常ヒロイン』の中で冬子だけ攫われたんだろう？）

　まぁ、その確かく認にんはひとまず置いておくとして。

「冬子の言こと霊だまの力で神様に会うことはできないか？」

「えー……うーん、どうだろ？」

「無理だ」

　横から遊陽が否定する。

「さっきも言ったが、神はこの『世界』より上位の存在だ。この世界の中の事象を自由に変えられる言霊の力でも、神に対して何らかの作用を及およぼすことは不可能だ」

「そう簡単にはいかないか」

　俺おれはガクリと肩かたを落とす。

「この世界で、神様と直接交こう渉しようするのは無理か……」

　俺は目を閉じて考える。

　世界と世界を賭かけたゲームを取りやめさせるには、どうしてもマインに会わなければならない。

　だが遊陽の世界のように、神様と出会うための試練のようなシステムがこの世界にはそもそも存在していなかった。

　目指すべき道の大前提が断たたれた。

　なら、どうするか……。

「……」

　俺は目を開ける。

　目の前には、また唇を結んで、厳しい表情に戻もどった遊陽。

　打つ手がなくなって、俺が考えを翻ひるがえすかもしれないと思っているのだろうか？

　そんな心配するなと言いたいが、まあ彼かの女じよの立場からすれば不安を感じて当然だろう。

　だから、もっと具体的なことを提案することにした。

「遊陽」

「何だ？」

「ちょっと俺のこと、お前の世界に連れて行ってくれ。できるか？」

「!?」

「烈火!?」

「レッカ様!?」

「烈火君!?」

　俺の発言に、遊陽だけでなくその場にいたみんなが驚く。

　なんか……予想以上に驚かれたんだけど。

「遊陽の世界にならその試練って奴やつがあるんだろ？　それさえクリアすれば、少なくともシスには会える」

　神様同士ならマインとも連れん絡らくが取れるだろう。

　少なくともその世界と世界を賭けたゲームを始める時に、「ゲームをしよう」と話をしたはずだし、連絡手段がないということはないはずだ。

「どうだ遊陽、できないのか？」

「……できることはできる……が」

　遊陽はチラリと皐月たちの方を見てから、

「『世界』と『世界』を行き来できるのは俺と、俺の同位体である波乱烈火だけだ。お前の『ヒロイン』たちは連れて行けない」

「……そうか」

　俺は一度頷うなずくが、ふと別のことを思い出す。

「あれ？　でもさっき『向こう側』につながる裂け目にみんな入ってなかったか？」

「入れるのは裂け目の中までだ。違ちがう『世界』に辿たどり着つくまでには一種の壁かべがある。俺とお前以外には、その壁が越えられない」

「なるほど」

　理り屈くつはよく分からないが、そういうルールがあるらしい。

「って、勝手に話を進めるのはやめなさい！」

「お主はもう少し人を疑え！」

「信じるにしてもまず確かめるべきことがあるでしょう！」

　シャーリー、ロザリンド、エリシアの三人から連続でツッコミをもらう。

「お、おう……ていうか、ロザリンドってさっき凍こおってなかったっけ？」

　確か遊陽に操られていた時、霧きり状じようになったところを博士に凍らされていた気がする。

「そんな物とっくに解かい凍とうされたわ！　というか、話を逸そらすな！」

　ロザリンドは犬歯を剥むき出しにして俺の鳩尾みぞおちにチョップを入れる。

「グフッ！」

「おわっ、そんなに深く入ったか……スマン」

「いや、大丈夫だって……」

　結構痛かったけど。少し涙なみだ目めになる程度だ。

「まぁ烈火が悶もん絶ぜつしている間に確認させてもらうけど――」

　そう言ってシャーリーは眼鏡をクイッと持ち上げ、遊陽をまっすぐ見る。

「まず、烈火だけしか壁を越えられないというのはなぜか、その理屈をもう少し詳くわしく説明して」

「そうだな……まず『世界』の壁を越えるための能力を俺は保有している」

「当然ね。そうでないとこちらの『世界』に来られないもの」

「ただその能力は本来であれば俺にしか使えない・作用しない能力だ。だが、波乱烈火は『世界』は違えど、こちらの『世界』における俺――つまり同じ存在、同位体だ。ゆえに、波乱烈火に関しては能力の効果範はん囲いを誤ご魔ま化かすことができる」

「その誤魔化せるという根こん拠きよは何？」

「すでに一度実証した」

「実証？　誰で？」

　シャーリーは訝いぶかしげに片かた眉まゆを上げる。

　俺はここにいる……なのに、すでに俺が『世界』の壁を越えられるか実証したなんて、いったいどうやって？

　俺たちが疑問に思っていると、遊陽は、

「未来の波乱烈火だ」

　と、答えた。

「何ですって!?」

「烈火を……！」

　その発言に怒いかりの声を上げたのは未来の『ヒロイン』たちだ。

「そう……道理で森羅の大魔法でも見つからないはずね、だってこの『世界』にいなかったんだもの」

　未来皐月が悔くやしそうに唇を噛かむ。

「まだ気になることがあるわ」

　一方、シャーリーはまだ納なつ得とくしていない。

「攫われたあとの私たちって、その『世界』と『世界』の間……裂け目に閉じ込められていたのよね？　だったら、未来の烈火も裂け目に閉じ込めるだけでよかったんじゃないの？　何でわざわざ『シスの世界』にまで飛ばしたのか、理由を教えて」

「理由はふたつある」

　遊陽は肩を竦すくめる。

「ひとつ目は、単純にこの裂け目が便利だからだ。今回のように森羅の大魔法から誰かを隠したり、俺自身の移動に使ったり、使い道が多い」

「移動に使うって？」

「この裂け目はある程度好きな場所に開けられる。裂け目の中を移動することで、ここから別の場所へ移動することも可能だ」

「確かに便利だな」

　特に〝強硬派〟の黒幕としていろいろ暗あん躍やくしていた遊陽には、かなり使い勝手のいい道具だったのだろう。

「ふたつ目は、これも単純な理由だが、裂け目に閉じ込めた程度では未来の波乱烈火なら自力で脱だつ出しゆつしてきてしまう恐おそれがあった」

「え？　でも、『世界』の壁を越えられるのはあなたの能力だけなんでしょう？」

　シャーリーが首を傾かしげる。

「正確に言うと、俺のような能力を持たない者に越えられないのは「自身の所属しない世界の壁」だ。たとえば……そこのハリッサのように転移魔ま術じゆつに長たけた者なら、極きわめれば『マインの世界の壁』を越えて裂け目にまでなら到とう達たつできるだろう」

　要するにこういうことらしい。

　たとえば遊陽は『シスの世界の住人』、俺は『マインの世界の住人』という所属になる。

　この場合、通常なら遊陽は『マインの世界の壁』を越えられない。

　逆に、俺は『シスの世界の壁』を越えられない。

　一方で、遊陽は自分の所属する『シスの世界の壁』は越えられ、俺は『マインの世界の壁』なら越えられるそうだ。

　もちろん、俺みたいな無能力者では『マインの世界の壁』を越えるのも難しいらしいが……未来の俺のような超ちよう絶ぜつ多重能力者なら、何らかの方法で裂け目側から『マインの世界の壁』を破って、自身の世界に帰き還かんできる可能性があったらしい。

　だから遊陽は未来の波乱烈火でも絶対に破れない『シスの世界の壁』の内側に閉じ込めたそうだ。

「その、未来の波乱烈火を『シスの世界』に閉じ込めた時、俺と同位体である奴ならば『別世界の壁』を越えられることを確かめた……というわけだ」

「……」

　遊陽の説明に、シャーリーは無言で頷く。

　それはあまり頷きたくなさそうな頷き方だった。

「どうしたんだシャーリーの奴？　今の遊陽の説明に、別におかしなところはなかったと思うけど？」

「バカですねぇ、烈火さんは」

　俺が小声でアールに耳打ちすると、いつもの罵ば倒とうが返ってきた。

「さっきロザリンドさんが言っていたでしょう？　もう少し人を疑えと、つまり……」

「波乱遊陽。結局、きみが烈火を騙だまし討うちしないという保証はない」

　そこで、響が口を開いた。

　彼女は腕うで組ぐみをして。

「きみは元々ボクらの……過去の波乱烈火を殺そうとしていたんだろう？　そんなきみと烈火をふたりきりに、しかもボクらの目の届かない『世界』に連れて行かせるなんて、承しよう諾だくできないな」

「……」

「おいおい、響……」

　響の指し摘てきに、遊陽は黙だまり、俺はどう言ったものかと迷う。

「いや……まぁ心配する気持ちは分かるけどよ、大丈夫だって」

「どうしてそう言い切れる？」

「う～ん……」

　俺は言葉を探す。

「何て言うかな……遊陽は響に似てるよ」

「ボクに？」

「ああ、まだ出会った頃ころの、張はり詰つめてた響にさ」

「……！」

　響には俺とよく似た『万ばん丈じようの血』というのが流れている。

　彼女も『物語』に巻き込まれ、その最中に自分の友人を傷つけてしまった。

　そのため彼女は他者を寄せ付けないようになり、孤こ独どくになることで自分の周囲に被ひ害がいが出ないようにしようとしていた。

　形は違えど、今の遊陽とよく似ている。

　誰も受け入れず、たったひとりで何とかしようとしていたところが。

「だからまあ……そうだな、それで助けたいって思ったのかもな。そうしなきゃふたつの『世界』を救えないってのもあるけどさ」

「……」

　響はプイッとそっぽを向く。

「ボクに似てるからとか……そんな変な理由で、バカなこと言うな」

「バカで悪いな。でもこれが」

「でもそれがキミらしい」

　響はそれだけ言って、一回俺の胸を叩たたき、少し離れていった。

　今のは納得してくれたのだろうか、どうなんだろう？

「……って！　響ひとり口説いたってダメなんだから！　結局、最大の問題点がまるで解決してないでしょ!?」

「そうよ！　バカで悪いな、じゃないわよ！　バカはバカで悪いに決まってるでしょ！」

　と、今度はつみきと精せい霊れいのリュンが抗こう議ぎしてくる。

　彼女たちの後ろにはテトラと澪みおもいて、ふたりとも無言で俺の顔を見つめてきていた。

　その表情は不安で染まっていて、やはり俺を行かせたくないと視線で訴うつたえてきている。

　四人を代表するように、つみきが遊陽をビシッと指差す。

「そもそもアンタは何で烈火を殺そうとしたのよ!?」

「……過去の波乱烈火を殺そうとしたのは、もちろん〝穏おん健けん派は〟の計画を阻そ止しするためだ」

　そこでふと、遊陽が俺に向かって話し始める。

「……でも、結局俺を殺したら未来で『全ての戦争オールオブウオー』は起こらないんじゃないか？」

「いいや、起こる」

「何でだよ？　遊陽が裏で糸を引いてたとしても、『全ての戦争オールオブウオー』の本質は未来の【波乱烈火】の争そう奪だつ戦せんなんだろ？　俺そのものが消えたら、そもそも奪うばい合いなんて起きないじゃないか？」

　それはずっと疑問に思っていたことだ。

　最初は〝穏健派〟も〝強きよう硬こう派は〟も、手段が違うだけで目的は戦争終結で一いつ致ちしていると思っていた。

　だが〝強硬派〟の黒幕であった遊陽の本当の目的は、『全ての戦争オールオブウオー』の継けい続ぞく。

　これでやっていることと目的が矛む盾じゆんしてしまう。

「本来、普ふ通つうの人間に大規模な過去改変は行えない」

「え？　いやでも、博士も未来の人間が過去の人間を殺すと未来に影えい響きようが出るって……だから未来の『ヒロイン』たちは過去の『ヒロイン』を本気で倒たおせなかったんだろ？」

「それはこの世界の科学者たちの誤解に過ぎん。何度も言うが、ただの人に過去を変えることはできない」

「……だけど、俺は過去のアトランティスやラピュータ島に行って、『物語』を解決して未来を変えたぞ？」

「それはお前が『波乱』だからだ」

「？」

「時間の持つ修正力は常人に太た刀ち打うちできるものではない。普通の人間が過去へ行き、何かを変えたとしても、時の修正力には抗あらがえず、因果の帰結によって結局は同じ結末が訪おとずれる」

　遊陽の説明によれば、普通の人間が過去へ行き、自分の親を殺したとしても、自分が生まれなかったことにはできないらしい。

　それはすでに流れた『時間』という固定概がい念ねんが、一度確定した事象の変へん更こうを許さないからだそうだ。

　たとえ自分の親を殺しても、様々な因果の変へん遷せんを辿り、結局自分が生まれる結果に帰結させられてしまう――それが時の修正力というものらしい。

「だが、過去改変が『波乱』の手によって行われるならば結果は違う。ラピュータ王たちの狙ねらいは正しい。自分たちで過去を変えるのではなく、波乱烈火自身に未来を認にん識しきさせ、波乱烈火自身の手で過去を変化させる。その方法でなら、『全ての戦争オールオブウオー』のような因果の大おお嵐あらしさえ鎮しずめてしまう可能性があった」

「お、おう」

　難しい話になってきて、俺は頭から煙けむりを噴ふきそうになる。

　要するに、俺たち『波乱』でなければ、一度確定した過去を変えることはできない。

　もっと言ってしまえば、運命を変えられるのは『波乱』だけ。

「……」

　運命、運命ねぇ……。

（つーか運命って何なんだ？）

　運命って言葉を辞書で引いたことはないが……。

　要は、神様が決めた筋道ってことか？

　神様……神様か。

　その神様に会うために、俺は今からパラレルワールドに行くんだったな。

（神様に会ったら、ついでにその運命って奴についても訊きいてみるか）

「あー……まぁ話をまとめると、誰だれかが俺を殺せば博士たちの目的は果たせなくなる一方、『全ての戦争オールオブウオー』自体は時間の持つ修正力の影響で何が何でも起こった、ってことか？」

「そういうことだ」

　俺のまとめに、遊陽は首しゆ肯こうする。

「なるほど。だからエルとかロボット任せで、遊陽自身が俺を殺しに来なかったわけだ。遊陽も『波乱』だから、自分で手を下したら運命が変わっちまったのか」

「まあ、そうだが……人が言いにくいことをさらっと言うな、お前は」

　遊陽は複雑な表情を浮かべる。

　それから、気持ちを改めるように表情を引ひき締しめて、

「だが、今言ったように、俺自身の手で烈火のことは殺せない。その点は安心していい」

「むぐぐ、でも」

　つみきはまだ何か言いたそうに口をもごもごさせている。

　納得していないのは彼女だけではない。

　そもそも俺が遊陽の言い分を信じているのも、直感的な部分の割合が大きい。

　それを理屈で説明して、『ヒロイン』全員を説得するには何日かかっても無理だろう。

　だが、俺はもう遊陽の世界に行くと決めている。

　なら……。

「つみき」

　俺は彼女の名前を呼ぶ。

「それにリュン、テトラ、澪」

　その後ろにいる三人の名前も。

「皐月、イリス、ハリッサ、リア、響、ロザリンド、スズラン、チェルシー」

　俺はその場にいるみんなの顔を順に見ながら。

「シャーリー、ファム、レイン、エリシア、コロナ、エル」

　彼女たちの名前を呼んでいく。

「ラシュエル、ヅィータ、霧、ちりか、シャーレン、ニャニャン、冬子」

　俺は全員の名を呼んでから、一度強く、ドンッ、と自分の胸を叩いてみせる。

「俺を信じてくれ」

　そして、頼む。

「俺が全部終わらせてくる」

　誓ちかう。

「俺たちの未来を救うために」

　俺は未来の『ヒロイン』たちの顔も見る。

　ここまで来るのを手伝ってくれた彼女たち。

　それにこの場にはいないが、今も大銀河連れん邦ぽうの大だい艦かん隊たいを押し止とどめてくれている未来のイリスの顔も思おもい浮かべ。

「俺は遊陽と『シスの世界』に行く。ふたつの『世界』をまとめて救って、本当の本物のハッピーエンドを創つくるために」

　俺がそう言うと、全員が納得したんだか諦あきらめたんだか、変な顔をして、笑った。

　彼女たちから漂ただよう、仕方ないなぁ、という空気。

　まぁ、俺が無む茶ちやする時は、大体こんな空気だ。

　俺も笑い、遊陽に向き直る。

「んじゃ、いい加減そろそろ行くか」

「待ちなさい」

　と、そこでまた俺は呼び止められる。

　今度は誰かと思ったら、アールだった。

「何だよアール。まだ止めるのか？」

「まさか。そんな無意味なことしませんよ」

　アールは首を横に振ふる。

「本官も烈火さんについていきます」

「はい!?　って言ってもよ、『シスの世界』に入れるのは遊陽と俺しか」

「遊陽さん」

　アールはそこで遊陽に視線を移す。

「先程、壁を越えられるのは貴女あなたと貴女の同位体だけと仰おつしやっていましたが――たとえば、実体のない存在であればどうですか？」

「実体のない？」

「はい」

「……！」

　実体のない存在と聞いて、俺はピンと来る。

　それから、同じ話を聞いていた博士とエルも。

「アール、まさか」

「アンタ、もう一度半実体存在に戻って烈火についていくつもり？」

「その通りです、博士、エル」

　アールはふたりの言葉を肯こう定ていする。

「半実体化した本官は、烈火さんと限りなく存在の『重なった』状態になります。そのため烈火さんから五メートル以上離はなれられず、また彼かれにしか見えず触ふれない存在と化します。そこまで行けば、遊陽さんの能力の誤魔化しの範囲に入れるのでは？」

「……可能性はあるが、保証はできない」

　遊陽は慎しん重ちように答えた。

　だが、それでアールは充じゆう分ぶんそうに頷うなずく。

「可能性があるならやりましょう。本官がついていけば、博士や『ヒロイン』の皆みなさんの不安も多少は軽減されるでしょう」

「アール……でも、もし失敗したら」

　博士が不安そうにアールに声をかける。

　しかし、アールの決意は固く。

「博士。こればかりは博士に止められても私は行きます」

　アールは淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「これは『本官の物語』でもあります。ならば、その結末を見届ける義務が、本官にはあります」

「でも……そう、止められないのね」

　博士は言葉を重ねようとして、途と中ちゆうでやめる。

　アールの意志を曲げることがどうしてもできないと悟さとったようだ。

「分かったわ。遊陽。あなたがアールの半実体存在を解除したということは、それ相応の施し設せつがあるわよね」

「ああ」

「なら案内して。それと、アールを半実体存在に戻すのも手伝って。あなたがどういう風にアールをイジくったのかも聞かなきゃいけないし」

「それは構わないが」

「そう。ならアール、行きましょう」

「はい」

　アールは頷いて博士たちについて行った。
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　それから約二時間後。

　アールは博士と遊陽の手で再び半実体存在へと戻った。

　だが今回は以前と違い、博士やエル、遊陽の目からも見えず、本当に俺にだけしか見えない存在となっていた。

　成功率を上げるために【波乱烈火】とできるだけ存在を重ねた結果らしいが……まぁ、失敗したらどうなるかも分からないんだ。成功率は高い方がいい。

「では、行くぞ」

　遊陽はスイッチを押し、『世界』と『世界』の狭はざ間まである裂け目を開く。

　そもそもこの裂け目は何なのかと訊いてみたが、

「さっきは『世界』を箱に喩たとえたが、その箱と箱は必ずしもピッタリと隣となり同どう士しに並べられているわけではない。この裂け目は箱と箱の間にある『ナニモノでもない空間』だ」

　と、分かるような分からないような答えが返ってきた。

「んじゃ、行ってくる」

「烈火！」

「レッカ様！」

　俺が手を振ると、幾いく人にんかが叫さけび、俺の何倍も力強く手を振り返してくれた。

　彼女たちの顔を見ていると、絶対に無事に戻って来ようという気になれる。

「……」

　一方、俺の隣にいるアールは、エルだけを見ていた。

　エルは無言で、こちらを見ていたが、彼女の目にアールは映っていない。

　たとえアールが何か言っても、エルの耳には何も届かないだろう。

「アール」

「いえ、仕方ありません。それにまた帰ってくるのです。無む闇やみに死亡フラグを立てる必要はないでしょう」

　アールは帽ぼう子しを深く被かぶり直しながら戯おどけた。

　そうして、俺たちが裂け目の中へ入ろうとした時。

「～～ってきなさいよ！　バカ妹！」

「！」
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　エルの大声が、俺たちの耳に届く。

　彼女の目にアールは映っていない。

　だが、言葉は届いた。

　その声は「行ってきなさい」と言ったのか。

　それとも「帰ってきなさい」だったのか。

　どちらにせよ。

「行ってきます、姉さん」

　アールはそう言って後ろを振り返かえり、小さくエルに向かって手を振った。

　そして、俺たちは『シスの世界』へと旅だった。







第八章　神の試練







　パラレルワールドへの移動は、いつもの異世界移動とは少し違っていた。

　近いところを挙げるなら、時間渡と航こうの時の感覚に近い。

　移動に時間がかかり、視界は真っ暗だが、意識はハッキリしている。

　時間渡航と違うのはわずかに肉体の感覚が残っていることだ。

　それはまるで泥でい中ちゆうにいるような感覚。

　手足の動きは鈍にぶく、満足に動かせず、息苦しい感じがする。

　遊ゆう陽ひの説明によればここは『世界』の外側――あらゆる『世界』に属ぞくさない『ナニモノでもない空間』だ。

（何もないのに抵てい抗こうを感じるというのは妙みような感じだな）

　宇宙空間なんかは真空だから、逆に何の抵抗もなさすぎて自由に動けないらしいが、それと逆な感じだ。

　まぁ、宇宙に生身で投げ出だされたことはさすがにないが……。

　そんな、自分で動くことも満足にいかない空間で、唯ゆい一いつ感じるのは俺の右手を握にぎる遊陽の手の感かん触しよくだ。

「……」

　多少硬かたいマメなどはあるが、俺よりも手は小さい。

　女の子の手だ。

「そろそろ着くぞ。壁を越こえる時に衝しよう撃げきがあるから気をつけろ」

「お、おう！」

　急に声をかけられ、俺は慌あわてて返事をする。

　と、言っても俺にはその壁とやらは見えない。

　どうやって遊陽は壁を越えるのだろう……なんて思っていたら。

「!?」

　突とつ然ぜん視界が暗転し（最初から真っ暗だったので「暗転」と言うのも変だが）、まるで激しい渦うず潮しおに呑のみ込まれたように、全身が四方八方へグイグイと引っ張り回された。

　方向感覚が一いつ瞬しゆんでなくなり、目が回る。

　体のあちこちに砂の入った革かわ袋ぶくろで殴なぐられているような、鈍い痛みが蓄ちく積せきしていき、段々とそれに耐たえられなくなっていく。

　……と。

　また急に、そのメチャクチャな感覚が消える。

　重力の方向が正常になり、視界は一気に明るくなる。

「！」

　気がついたら目の前に地面があった。

　文字通り、目と鼻の先に。

「ぶふっ!?」

　顔面から地面に激げき突とつする。

「痛いってぇ～」

　鼻打った。

　涙目になりながら顔を上げる。

　そこには土だらけの荒こう野やが広がっていた。

　ここがパラレルワールド……。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　隣で綺き麗れいに着地した遊陽が尋たずねてくる。

「あ、ああ。平気だ。鼻血は出てない」

「そうか。というか、本当に運動神経ないんだな」

「ほっとけ」

「未来のお前とは大おお違ちがいだ」

「それはみんなにも言われた」

　未来の俺はとにかく凄すごい奴らしい。

　吸きゆう血けつ鬼きだったり鬼おにだったりサイボーグだったり……とにかくかなり人間やめているらしい。

「ていうか、遊陽は未来の俺と戦ったりしたのか？」

「ほとんど不意打ちだったがな」

　遊陽は全ての異能を打ち消す能力を持っている。

　ついでに博士の造った時空渡航装置を完かん璧ぺきに操あやつれるほど科学知識にも長けている。

「それでも奴が俺の打ち消し能力を知らなかったから不意打ちが成功したようなものだ。わずかな隙すきを突ついて裂さけ目めの中に落としたが……次は上う手まくいかないだろう」

「ふーん……」

　まるで俺じゃないみたいだ。

　いや、実際ほとんど別人なんだろうな。

　話を聞いているとそんな感じがする。

「それで？　これからどうするんだ？」

「神々の試練を行う場所まで行く」

「それはどこにあるんだ？」

「少し待て」

　遊陽はジャケットの内側から方位磁石のような物を取り出す。

　だが単に東西南北を示す針だけでなく、何やらよく分からない数値や簡易な地図のような物も表示されていた。

「ここから東へ約十キロだ。そこに試練の場はある」

「へぇー。それでそこにはどうやって……？」

「無論、歩く」

「マジか」

「さっさと立って歩け。陽ひが沈しずむまでには近場の町に着くようにするぞ」

「了りよう解かい」

「いきなり大変ですねー烈れつ火かさん」

「常に浮ういてる奴は黙っててくんない？」

　俺おれはアールに半ば文句を言って、ため息をつきながら立ち上がる。

　と、そこで俺はあることに気がついた。

「何じゃありゃ……？」

　立ち上がって空を見上げた俺は、そこに大きな黒穴があいていることにようやく気づいた。

　雲よりも高いところにあいているので正確な数値はよく分からないが、目測で直径五十キロはあるんじゃないか？

「遊陽、何だよあの穴は」

「あれは『世界』にあいた穴だ」

「『世界』に？」

「『幸福量』が失われた『世界』は消しよう滅めつするという話はしただろう」

「ああ、神様たちのゲームの話だよな？」

「あれはこの『世界』が負けかけている証あかしだ。あの穴が空を覆おおい尽つくすほどになった時、この『世界』は終わる」

「……」

　俺はもう一度空を見上げる。

　黒穴は底なしの闇やみのようだ。

（世界の破は滅めつが目に映ってるって……昔助けたカルトたちの世界みたいだな）

　あれは『響ひびきの物語』を解決している最中に出会った魔ま科か学がく者しやの世界だった。

　あの世界も、闇やみ喰くらいの悪あく魔まゾルフィアクドのせいで世界全体のエネルギー不足に陥おちいり、宇宙の『熱的死』が避さけられないような状じよう況きようだった。

　この『世界』も『幸福量』という目に見えない物が失われることで、滅めつ亡ぼうの危機に瀕ひんしている。

「……ん？」

「どうした？　遊陽」

「いや……久しぶりに戻もどったせいか、以前より黒穴が小さくなっているような気がする」

「え？」

「……気のせいかもしれないが」

　遊陽は戸と惑まどった声こわ音ねでそう言った。

　俺はあえて明るく笑って。

「なんだよ、小さくなってるなら、それはいいことじゃねーか」

「……そうだな」

「幸さい先さきがいいな。じゃあまぁ、その試練の場近くの町目指して早さつ速そく行くか」

「ああ」

　そうして俺たちは軽く頷き合って歩き出した。





▽






「神々の試練の場」にほど近い小さな町。

　何とか日暮れ前にそこまで辿たどり着ついた俺たちはひとまず宿を取った。

「き、筋肉痛になりそうだ……」

　宿のベッドにうつ伏ぶせになりながら呻うめく。

　明日の朝には試練の場に向かうそうだが……こんな状態でその試練とやらを乗のり越えられるのだろうか？

「烈火さんはもうちょっと体力をつけるべきですね」

「俺も毎回そう思う」

　太ももを擦さすってマッサージしつつ、俺は軽くストレッチをした。

「同じ距きよ離りを歩いてきたのに遊陽はしれっとした顔をしていたし、やっぱり俺って運動もからっきしだよなぁ」

「まぁ遊陽さんは鍛きたえているでしょうが、それにしたって烈火さんは体力ないですね」

「この会話って何回目だっけ？」

「さあ？」

　アールはとぼけたように肩かたを竦すくめる。

「……場合によっちゃ、こうやって話すのもこれが最後かもな」

「……かもしれませんねぇ」

　明日の試練をどう乗り越えられるかによるが、もしそのまま神様と対面することになれば、結果はどうあれその日の内に決着がつくこともあるだろう。

　この『物語』が解決したら『全ての戦争オールオブウオー』も終わる可能性が高い。

　そうなれば、もうアールも俺についてくる必要がなくなる。

　長かった物語が終わる。

（そう思うと、ちょっとしんみりしちまうな）

　俺は沈ちん黙もくに耐えかねて口を開く。

「アールはもしこの任務から解放されたらどうするんだ？」

「そうですねぇ……そんなこと考えたこともありませんでした」

「とりあえず、エルと仲直りかな？」

「それは最優先事じ項こうですね」

「そのあとは？」

「だから考えてませんって」

「なんかやりたいこととか」

「この仕事人間掴つかまえて何言ってるんですか？」

「いや、お前何もない時は結構自由だっただろ。テレビずっと観みてたり」

「テレビですか。ああ、一日中テレビを観てゴロゴロ過ごすのは憧あこがれますね」

「仕事人間から一気にニートになったな」

「まぁ生まれてこのかた働はたらき詰づめでしたからね、そろそろ休きゆう暇かが欲ほしいんです」

「それ、誰がお前の面めん倒どう見るんだよ？　博士か？」

「いいですねぇ、それ。博士の家でエルと一いつ緒しよに暮らして、たっぷりと養っていただきましょう」

「……そりゃいいな」

　俺の部屋で、アールとエルが再会した時のことを思い出す。

　あの時エルは俺を暗殺しに来て、アールがそれを阻はばんだ。

　それからもいろいろあって……夏祭りの夜、アールがエルに向かって感情を剥むき出しにして叫んだ時のことはよく覚えている。

　彼かの女じよがどれだけエル姉のことを心配して、気にかけていたか。

　そのふたりが生みの親の博士とともに暮らすってのは、確かなハッピーエンドって感じがしてとてもいい。

「ああ、でもまだ烈火さんの部屋で観終わってない海外ドラマがあるんですよね」

「そんなもん、未来でも観られるんじゃないか？」

「未来にその記録媒ばい体たいが残っているかどうか分かりませんよ」

「それもそうか」

「烈火さん。全部終わったあとも、ちょくちょくお邪じや魔ましていいですか？」

「ああ、構わないって」

　俺は頷く。

「でも、できれば俺が家にいる時だけにしてくれよ？　授業中に突然出てこられたら驚おどろいて声上げちまうかもしれないし」

「今いま更さらそんなことで烈火さんのクラス内評価は変わらないと思いますが？」

「どれだけ俺は変人だと思われてるんだよ!?」

「え？　聞いちゃいます？」

「やっぱやめて」

　俺は耳をふさぐジェスチャーをする。

　そんな風にアールとのくだらない話は止とめ処どなく続いた。

　最後かもしれないと思うと、やはり名な残ごり惜おしい。

　思えば、入学式の最中にいきなり現れたコイツが全てのはじまりだったんだよなぁ。

　なんていう風に俺たちが話していると。

　ふと、部屋のドアが開く。

　そして。

「おっ、遊陽……って、うわ!?」

「なんだ騒そう々ぞうしい」

　驚いてベッドから転げ落ちた俺に対して遊陽は冷静に言う。

　いや、なんでそっちはそんなに落ち着いてるんだよ。

　だって部屋に入ってきた彼女ときたら。

「何で服着てないんだよ!?」

「下着は穿はいてる」

「そうじゃねぇよ！　つーか何そのタオルに湯気？　風ふ呂ろ上がりか!?」

「共用シャワーだ。すぐそこにある」

「ここまでその格好で廊ろう下か歩いてきたのか!?」

「ああ」

　遊陽はサラリと言う。

　彼女はロクに自分の体を隠かくそうともしていない。

　かろうじてタオルで肝かん心じんな部分は隠れているが、彼女の引き締まった裸ら身しんは惜おしげもなく晒さらされている。

「羞しゆう恥ち心しんはどこに置き忘れてきた……？」

「？　どうでもいいだろう、そんなことは」

　遊陽は顔を赤らめもせずに言ってドアを閉める。

　彼女は宿に入る前に買った荷物の中からシャツを取り出して袖そでを通した。

「……下もなんか穿いてくれ」

「ズボンとジャケットは今洗っている」

　結局、遊陽は下半身は下着のまま、シャツだけの格好で隣のベッドに腰こしを下ろした。

「烈火もシャワーを浴びてきたらどうだ？」

「……あとでな」

　できれば今すぐ部屋を出て行きたかったが、そうもいかない。

　今の内に訊いておきたいことがある。

「遊陽」

「何だ？」

「そもそもこの『世界』は何で『幸福量』が減り始めたんだ？」

　それはある意味で根本的な疑問。

「だって神様たちがゲームを始めてから、数千年間ずっと『幸福量』に差はできなかったんだろ？　そりゃ、多少の差の変動はあったんだろうけど、いきなり『世界』がピンチになるほどにはならなかった」

　そうでなければずっとゲームは続かない。

　ふたつの『世界』の『幸福量』が拮きつ抗こうしていたからこそ、勝負に決着はつかずにきたのだ。

　そのバランスが唐とう突とつに崩くずれた。

　そこには何か、原因があるのかもしれない。

「まぁ、単純に何千年もかけて徐じよ々じよに差が開いていった結果なのかもしれないけどよ……何か、遊陽に思い当たる理由とかってあるのか？」

「……そうだな」

　遊陽はやや間を置いて答えた。

　そして。

「烈火は『波なみ乱だれ』とは何だと思う？」

「何だよ急に？」

「『波乱』とはシステムだ」

　こちらの答えを待たずに遊陽は結論を言う。

　だがその結論は、俺に首を傾かしげさせた。

「シス…テム？　何だそりゃ？」

「お前は神々のゲームを箱庭ゲームに喩え、俺たちのことを『キャラクター』と呼んだだろう」

「え？　ああ、まぁゲーム的にはそう呼ぶのかって」

「その喩えは案外正せい鵠こくを射ている」

　遊陽は天てん井じようを見上げながら話し続ける。

「先さき程ほどシステムと言ったのは、所いわ謂ゆるゲームシステムのことだ……烈火、ゲームを進める上で、『キャラクター』には役割があると思わないか？」

「役割？」

「そうだ」

　確かに箱庭ゲームでも、たとえば村を作る系のゲームなら『村長』とか『村人』とかいう役割が、各キャラクターごとにある。

　その役割ごとに与あたえられた『コマンド』を使い、プレイヤーはゲームを進めていくのだ。

「『波乱』とは、いわばゲームの『ジョーカー』だ」

「『ジョーカー』？」

　急に用語がトランプっぽくなったが、意図は分かる。

　例外はあるにせよ、トランプにおける『ジョーカー』は他のカードとは一線を画す『切り札』の役割を担になう。

「『波乱』ってのは、このゲームにおける『切り札』ってことか？」

「ああ」

　遊陽は頷く。

「神々……シスとマインは、このゲームを始める上で、ひとつの決めごとをした」

「決めごと」

「ああ、それは『ゲームの公平性』についてだ」

「ゲームの公平性？」

「お前は『この世界』と『自分の世界』がなぜ「鏡合わせの世界」と呼べるほど似通っているか、疑問に思わなかったか？」

「……あー、言われてみれば確かに」

　この町の人々はみんな日本人に見えた。

　喋しやべっている言語も日本語のように聞こえたし、文字も大体読めた。

　そもそもこうして今会話している遊陽も日本人っぽいし、ともすればここが「異」世界であることを忘れそうだ。

「考えてみれば別々の『世界』にしては似すぎだよな……何か理由があるのか？」

「それが、今言ったゲームの公平性に関係している」

「っていうと？」

「どう説明するべきか……そうだな、たとえばお前は、人間とアメンボが感じる幸福は同じ物だと思うか？」

「何だそれ？」

「単なる喩え話だ。たとえば人間の男であるお前なら、人間の女の裸はだかを見ると喜ぶかもしれないが」

「思わねぇよ！」

「ウソですねー」

「アールは黙だまってろ！」

　遊陽に聞こえているわけではないのだが、思わずアールにツッコミを入れてしまう。

「……まぁ、世間一いつ般ぱんの男は喜ぶとしよう。では、アメンボは人間の女の裸を見て喜ぶと思うか？」

「そりゃ……思わないんじゃないか？」

「そうだろうな」

「？　何が言いたいんだ？」

「要するに、精神的・生物的に違ちがいすぎる者同士では、幸福の尺度が違いすぎるということだ」

　遊陽は空中に指でアメンボの絵を描かきながら説明する。

「これでは『幸福量』で競きそうに若じやつ干かん不都合が出る」

「不都合って……どんな？」

「知能が発達した生物ほど幸福の尺度は多種多様になる。人間に比べれば、アメンボにとって最高に幸福な世界を創つくるのは容た易やすい。それでは勝負に勝つために、強ごう引いんに生物の進化を停てい滞たいさせたり、文明の発展を滞とどこおらせたり、いろいろとズルができてしまう」

「うーん、なるほど」

　まぁアメンボの幸福が人間より簡単なのかどうかは知らないが、いろいろと比べ合うのに不都合があるというのは分かる。

　比べ合いの勝負なのにそこが曖あい昧まいでは面倒だろう。

　それにそのせいで箱庭ゲーム本来の楽しみである『世界の成長』が止まってしまっては、そもそもがおもしろくなくなってしまう。

「だから、シスとマインは話し合い、『幸福量』を比べる対象をヒューマノイドに限定した」

「ヒューマノイド？」

「人類型生命体という意味だ。お前の世界で言うならレインのような人魚、コロナのような魔族もヒューマノイドに分類される」

「ふむふむ」

「で、シスとマインはひとまずそれだけ決めて勝負を始めたわけだが……また問題にぶつかった」

「問題？」

「これはあの姉妹神の問題だと思うが……あいつらはお互たがいにお互いの『世界』のいいところを真ま似ねし合ったんだ」

「はあ？」

　俺は呆ほうけた声を漏もらして首を傾げる。

　だが、それは思ったより単純な話だった。

　たとえば、シスの世界の人類が火を使うようになって、文明が発展したとする。

　すると、マインがそれを真似て、人類に火を使うよう促うながして同じく文明を発展させる。

　次に、マインの世界で産業革命が起こる。

　すると、今度はシスがその真似をする。

　その繰くり返し。

「はあ……その結果、「鏡合わせの世界」ができあがった、と」

「まぁそういうことだ」

　遊陽は頷く。

（あれ？　でも、あの荒野は何だったんだ？）

　俺たちが『世界』と『世界』の間の裂け目から出てきた時、着地した場所は荒野だった。

　俺も別に日本全国を旅したわけじゃないけれど……。

（日本にあんな岩と砂だらけのだだっ広い荒野なんてあったか？）

　そういう疑問は浮かんだが、ひとまずそれはあとで質問することにした。

　今は話の続きを訊きくことにする。

「でもそれじゃいつまで経たっても勝負がつかないだろ」

　神々がやっているのは「お互いの『世界』のどちらが幸福か」という勝負。

　似通った世界にしてしまっては『幸福量』に差が出にくい。

（いやまぁ、『世界』の内側の住人の俺たちにとっちゃ、勝負がつかない方がいいんだけどよ）

「つまり勝負がつかないこと、それが神の行き当たった問題なのでしょうね」

　アールが呆あきれ顔がおでため息をつく。

　彼女も神様たちの計画性のなさには呆れているようだ。

「そこで創られたのが『波乱』というシステムだ」

　遊陽は改めて話を戻した。

『波乱』はこのゲームにおける『ジョーカー』。

　その理由を、いよいよ語ってくれるというわけか。

「先程言った神々の『世界』の真ま似ね合あいだが、それには一点デメリットがあった」

「デメリット？」

「そうだ。強引な『世界改変』には事象時流に歪ゆがみを生じさせ、その因果が不特定の領域にランダムに拡散してしまう」

「もう少し噛かみ砕くだいてくれ。さっきみたいな喩え話で」

「……綺麗に流れている川があるとする。そこに石を投げ込むと波は紋もんができるだろう。波紋はあちこちにぶつかり、大なり小なり周囲に影えい響きようを及およぼす」

「……えーと」

　川に石を投げると波紋ができるというのは分かるが、それが何だっていうんだ？

　こういう時はあれだ、分かる奴やつに通訳してもらおう。

「アール。分かるか？」

「要するに、火の使用や産業革命のような『世界』に与える影響の大きな改変、それを行うと、影響を与えた箇か所しよ以外のところにも影響が――それも遊陽さんの口くち振ぶりから察するに悪あく影えい響きようが発生してしまう、ということでしょう」

「えーと……神様が『世界』に手を加えすぎると、『世界』に悪影響が出る……ってことでいいのか、遊陽？」

　アールの説明を俺がそのまま口にして遊陽に確かく認にんを取ると、彼女は呆れて。

「お前についてきている監かん視し者の方が理解力があるようだな」

「しょうがないだろ。頭悪いんだ」

「より噛み砕いて言うと、神様が『世界』を直接『改変』すると、『世界』のどこかに災わざわいが降りかかるという意味ですよ」

「……！」

　そこでようやく、俺はことの重大さを理解した。

「しかもその災いは、時空間を飛とび越えて『世界』に飛散する。火の使用や産業革命は地球文明レベルでの話だが、その事象改変のツケが発生するのは地球とは限らない」

「地球の文明が発展する代だい償しように、異世界が滅ほろぶようなケースも存在するってことか？」

「そういうことだ。しかも歪みの飛散は同時代とは限らず、過去・未来に及ぶこともある」

　俺の質問に遊陽は頷うなずく。

「何だよ、それ……」

「烈火。言っておくが、これは『世界』のどこでも起こっていることだ。異世界での事象改変が地球の恐きよう竜りゆうを絶ぜつ滅めつさせたこともある」

「その通りです。今はそこで悩なやまないでください」

「……分かったよ」

　遊陽とアールから別々に諭さとされ、俺は渋しぶ々しぶ納なつ得とくする。

　ともかく、と遊陽は話を続ける。

「シスとマインはお互いに真似し合っていたわけだから、お互いの『世界』に様々な問題が起きた。その問題を事象改変で解決するとまた別の問題が、という具合に堂どう々どう巡めぐりを繰り返していったわけだ」

「それで結局、神様はどうしたんだよ？」

「そこで『波乱』システムの登場だ」

　遊陽はボスンッとベッドに仰あお向むけになり、天井を見上げる。

「ラピュータ博士たちが烈火に過去を変えさせようとしたのと同じだ。神が外側から『世界』に干かん渉しようするから歪みが生まれる――なら、内側から変えさせればいい」

「何？」

「神の持つ世界改変及び事象変革能力――それが『波乱』の持つ力の正体だ」

「はあ!?」

　あまりに衝しよう撃げき的てきな真実に、俺は目を白黒させる。

「じゃ、じゃあこの力って、神様の力なのか!?」

「……正確にはその一部だ」

　遊陽は再び上半身を起こす。

　そこでふと気づく。

　さっきから彼女が俺とまったく目を合わせない。

　それでいてその横顔には、目には、怒いかりの感情がこもっている。

　俺に何かぶつけたい感情があるけれど、それをぶつけられない、そんな表情。

　彼女は、その表情のまま、口を開く。

「分かりやすくするために『波乱の力』という言葉を使ったが、この力は俺たち『波乱』だけの物じゃない。同じように神から力を分わけ与えられた者は世界中にいる」

「そ、そうなのか？」

　言われてみれば俺たちの世界にも『万ばんじ丈よう響』がいた。

　彼女のように『波乱』と同じ力を持つ人が世界中にいたのか……。

「いわば『波乱』は神の事象改変によって起きた歪みの掃そう除じ人だ。俺たちはその歪みによって発生した災さい厄やく――『バッドエンドになる物語』に引き寄せられ、それを修正する役割を与えられた特別な『キャラクター』なんだ」

「……！」

　今度は遊陽の代わりに、俺がベッドに上半身を倒たおす番だった。

　思わぬ形で知った自分の『血筋』に与えられた真実。

　そのショックに、少し眩暈めまいがしている。

「烈火さん、呆けている場合ではないですよ」

「何だよ……」

「まだ最初の質問に答えてもらってないでしょう。なぜふたつの『世界』の『幸福量』のバランスが崩れ、このゲームの決着がつこうとしているのかを」

「あっ、そうだった」

　前段階の話がすでに衝撃的すぎて、最初の質問を忘れていた。

　俺は慌てて起き上がり、遊陽を見やる。

「それで、結局何でふたつの『世界』の『幸福量』のバランスは崩れたんだ？　『波乱』はそこにどう関係してくる？」

「今までの説明で分かったと思うが、『波乱』はこのゲームの勝敗を左右する存在だ」

「えーと」

「世界の事象改変で振ふりまかれる災厄を消し去り、プラスに転じさせることができるわけですからね。『幸福』の総量で勝負を決めるゲームにおいて、その重要度は推おして知しるべしでしょう」

「……まぁ分かった」

　今度は俺が「何で？」と訊く前にアールが注ちゆう釈しやくを入れた。

　遊陽もアールの説明が間に入ったのだと察したようで、特に何の補足も入れずに話を続ける。

「つまり『波乱』の存在がどう働くかでゲームの勝敗がつくわけだが、ここでまた問題が起きた」

「またか」

「今度は『波乱』が働きすぎたんだ」

「働きすぎた？」

　働かなかったら問題だろうが、働きすぎて問題とはこれいかに？

「つまり、シスの世界の『波乱』もマインの世界の『波乱』もよく働いて、世界の災いをよく取り除いた。結果として、『世界』はよくなるばかりで、結局ゲームは停滞した、というわけだ」

「ああ……問題ってそういう」

　神様にとって問題なのは結局そこか。

　まぁ、そこは今は置いておこう。

「で？　結局またゲームが停滞したって流れみたいだけど、肝心の『幸福量』のバランスが崩れ始めた理由は？」

「勝負に決着がつかないことに焦じれた姉妹神は、とある賭かけをした」

「賭け？」

「そうだ」

「また賭けゲームかよ……それで今度は何を……？」

「そんな物は決まっている」

　遊陽は少し吐はき捨すてるように。

「シスとマインはゲーム停滞の原因、『波乱の力』を賭けたんだ」

「!?」

　もう何度目だ、驚かされるのは。

　いや、『物語』に巻き込まれて驚くのには慣れてるけど……これはさすがに。

「信じられねぇ……けど、ゲームを終わらせたいと思ったらそうなるのか？」

「振り回まわされる俺たちにとってはたまったものじゃないがな」

　遊陽は深いため息をつく。

「で……もう話の流れで分かるけど、その賭けって奴の結果は？」

「シスが負けた」

「だよなぁ」

「さすがに全すべてをマインに取られたわけではなかったらしいが、それでも『シスの世界』から『波乱の力』の九割以上が失われた」

　そして、その結果として『シスの世界』は事象改変による災い――『物語』を解決する力をほとんど失った。

　事象改変は同時代にだけでなく、未来にも悪影響を及ぼす。

『世界』から『波乱』の力がなくなったからといって事象改変をやめても、過去に行った事象改変の影響が発生し、未解決の『物語』はドンドン膨ふくれ上あがっていったらしい。

　やがて『世界』にあの黒穴があいた。

　ふたりの姉妹神が行った勝負の結末を報しらせる穴。

　あれが膨れ上がった時、『シスの世界』は消滅する。

「……この町へ来るまでに荒こう野やを歩いただろう？」

　その時ふと遊陽が呟つぶやくように尋たずねてくる。

「？　ああ」

　なぜ「鏡合わせの日本」にあんな荒野があるのか、俺も疑問に思っていた。

「あれがこの『世界』の『幸福量』が減退している影響だ」

「え!?」

　俺は驚く。

「『幸福量』という分かりやすい表現をしていたが、要するにそれは『世界』を上向きやプラス、正の方向へと動かすための『エネルギー』だ。それが失われることは即すなわち、『世界のエネルギー』がマイナス方向へ振れていき、段々と荒あれ果はてていくことを意味する」

「だから、あんな荒野が？」

「そうだ。ああいった影響はこの『世界』のあちこちで起きている。日本はまだマシな方だ。国によっては、人が住めなくなったところもある」

「……」

　話には聞いていたが、事態は想像以上に深刻だった。

　国に人が住めなくなるって……いったい、地上のどれくらいの面積が岩と砂だらけの荒野になってるんだ？

　しかもそれは地球に限った話だ。

　この『宇宙』全体では、この『世界』全体では。

　いったいどれほど荒こう廃はいが進んでいるっていうんだ……。

　その時ふと、アールが俺おれの袖を引っ張る。

「いくつか質問をしたいのですが、烈火さん通訳をお願いできますか？」

「あ、ああ」

　アールに頼たのまれ、俺は頷く。

「遊陽、アールが質問があるって言うんだが、いいか？」

「何だ？」

　遊陽は質問に答える姿勢を見せる。

「先程この世界から『波乱の力』はほぼ失われたと仰おつしやいましたが、遊陽さんはまだ『波乱の力』を保有しているのですか？」

　アールの質問を、俺はそのまま遊陽に伝える。

「……俺が持っているのは、この『世界』に残された『波乱の力』をかき集めた絞しぼりカスみたいなものだ。それで何とかギリギリ、『波乱』としての力を保っている」

「なるほど。では、マインはシスから奪うばった『波乱の力』をどうしたのですか？」

　また同じくアールのセリフをそのまま口にする。

　すると遊陽は。

「大体予想はついてるんじゃないか？」

　俺は全然ついてないんだが……。

　なんて思っていると。

「やはり、そうなのでしょうか」

　と、アールはもう分かった風に頷いて。

　それから、遊陽とアールのふたりの視線が、俺へと向けられた。

「え？　いや、俺には全然見当もつかないんだけど」

「いえ、何も答えを期待して烈火さんを見たわけではありませんよ」

「じゃあ何だよ？」

「いえいえ、単純に――」

　アールは肩を竦めてみせる。

「――烈火さんがその、『シスの世界の波乱の力』を持っているというだけのお話ですよ」

「……はい？」

「ですから、本官たちの『世界』の神マインは、シスから奪い取とった彼女の『世界』の『波乱の力』を、自分の『世界』にいた『波乱』――【波乱烈火】に丸ごと移植したんでしょう、おそらく」

「……」

　また何度目かの言葉を失う衝しよう撃げきの事実だが、思い当たる節もある。

　親おや父じは、俺が『物語』に巻き込まれるペースが異常だと言っていた。

　博士も、俺が歴代の『波乱』の中でも特異な存在だと言っていた。

「俺が異様なハイペースで『物語』に巻き込まれていったのは、普ふ通つうの『波乱』の何倍もの力を持っていたからなのか……？」

「そういうことだ」

　俺の呟きに、遊陽は頷く。

　その表情は少し悶もん々もんとしている。

（道理で、この話をしている間の遊陽が妙みように不ふ機き嫌げんなわけだ）

　この『世界』の衰すい退たいの原因である『波乱の力』の消失――その失われた力が、俺の中にあるってんなら、そりゃ気分も複雑だろう。

「なるほど。理解できました。ただ本官はもうひとつ別の可能性も考えていたのですが」

「別の可能性？」

「不言いわず冬とう子こさんです」

　俺が尋ね返すと、アールはある『ヒロイン』の名前を口にする。

「彼女の持つ言こと霊だまも遊陽さんの言う事象改変能力に極きわめて近しい、むしろ『波乱』以上に直接的な力でした。『シスの世界の波乱の力』の行方ゆくえの候補として、彼女もあり得るかと思ったのですが」

「言われてみれば確かに」

　冬子の言霊はそれこそ尋じん常じような能力ではなかった。

　言葉ひとつで世界を変える。

　あれも事象変革能力だと言われれば、なるほどという気がする。

　俺はその疑問も遊陽にぶつけてみた。

　すると。

「不言冬子のアレは、いわば『世界』に生じた変異種のようなものだ」

「変異種？」

「神の箱庭内で発生した、神の想像を超こえる事象とでも言うべきか……あれだな、錬れん金きん術じゆつ師しが造るホムンクルスのようなものだ」

　完全なホムンクルスは人間を超えた智ち慧えを有する存在らしい。

　人の手で生み出だされた人を超えた存在ホムンクルス。

　言霊の能力を持った冬子は、いわばそういった存在らしい。

「まぁ、さすがに神を超えた存在とまでは言わないが、限りなく神に近しい能力には違いない……だから俺も少し期待したんだがな」

「期待？」

「奴の言霊を使って、【波乱烈火】の中から俺たちの『世界』の『波乱の力』を取り戻もどせないかと思ったんだ」

「……じゃあ、お前が『日常ヒロイン』の中で、唯ゆい一いつ冬子だけを攫さらったのは？」

「襲しゆう撃げき計画にかこつけて、彼女の力を『ゲンガー緋ひ石せき』でコピーするためだ」

　遊陽はそこで嘆たん息そくしてみせる。

「まぁ、その結果としてそこの監視者に俺の干渉がバレてしまったわけだが」

「……」

　今の話を聞いて、俺はふと気になったことがある。

「なあ遊陽」

「？」

「お前、『ヒロイン』を攫うために直接過去へ乗り込んできたのか？」

「当然だ。ほかの奴らには任せられないし、できるとも思えなかったからな」

「……じゃあもしかして、お前は過去へ来るついでに、エルのことも自分で回収していくつもりだったんじゃないのか？」

「！」

　アールがハッとして俺と遊陽の顔を交こう互ごに見る。

「あの時に襲おそってきたロボットたちとエルの会話は、妙に噛み合あってなかった。エルはエルで襲撃計画を知らなかったし、ロボットたちはエルが敵に回ったことに戸と惑まどっていた。それがずっと引っかかってたんだけど」

〝強きよう硬こう派は〟のアジトで対たい峙じした時、遊陽は「エルがすでに波乱烈火の『ヒロイン』になっていて、裏切る可能性があったから」と言っていたが。

　だが、そんな理由で最初から切り捨てていたのだとしたら、あのロボットたちの発言につながらない。

　しかし、本当は遊陽にエルを連つれ戻す意思があったんだとしたら辻つじ褄つまは合う。

「どうなんだよ？」

「……まあ、そうだな」

　遊陽は渋しぶ々しぶといった感じで認めた。

　彼かの女じよは若干気まずそうに目を逸そらし。

「エルが『ヒロイン』になっているのは俺だけが把は握あくしていたことだ。『ヒロイン』となってしまっている以上、波乱烈火の襲撃計画を伝えれば本当に裏切る可能性もあった。だから、何も伝えないまま、強引に未来に連れ帰るつもりだったのだが」

「だったのだが？」

「まず冬子を攫った時点でそこの監視者にバレ、『日常ヒロイン』に手出しができなくなった。エルはどうやらそちらの区分だったらしくてな、俺には干渉ができなくなってしまったんだ」

「……なるほど。そういうことでしたか」

　アールは納なつ得とくしたように頷く。

　うーん、アールの『ヒロイン』を守ろうとした行動が、結果的にエルを置き去りにさせてしまっていたのか。

　何とも言えないが、言いたいことはひとつ。

「遊陽。そのことはあとでキッチリとエルに伝えておけよ。誤解させたままじゃかわいそうだろ」

「……ああ」

　遊陽は小さく頷く。

　そこで話は終わった。

「さて、じゃあ俺もシャワー浴びてくるわ」

　聞くべきことは大体聞いた。

　あとは、明日やるべきことをやるだけだ。





▽






　翌日。

　俺たちは宿の部屋を出て、カウンターでチェックアウトした。

　いよいよ、このあと例の試練とやらを受けに行く。

　緊きん張ちようと不安で拳こぶしが少し震ふるえる。

「烈火」

「ああ、行くか」

　そうして俺たちは宿を出ようとして。

「おう、ちょっと待ってくれ」

　その時、宿の受付の人が俺たちを呼び止めた。

「？　何ですか？」

「いや、実はアンタに渡わたすもんがあってな」

「俺に？」

　何だろう、まったく心当たりがない。

「ほれ」

　受付の人は俺に封ふう筒とうに入った手紙を渡してくる。

「前にウチに泊とまった奴がな、「俺とよく似た奴が泊まりに来たら渡してくれ」って言ってこれを置いてったんだ」

　それだけ言って、受付の人はカウンターに戻っていった。

「俺とよく似た奴って……」

　ピーンと来て、俺はアールと顔を見合わせる。

　それから、遊陽とも視線を交かわして、俺は封筒を開ける。

『これを読むのは俺をこの『世界』に送り込んだ【俺】か、それとも【別の俺】か、ともあれ、おそらくここにやってくると信じて、俺の近きん況きようを伝えておく』

　その手紙はそう書き出されていた。

　肝かん心じんの「俺」が誰だれだか書いていないが、俺たちには察しがついた。

　この手紙の主は。

「【未来の俺】も試練の場にまで来てたのか」

「……」

「なら、もしかして」

「いや、未来のお前に試練は受けられない」

「そうなのか？」

「元々、神の試練はそれを乗のり越えた者に力を授さずけるためのものだ」

「力？」

「ああ。試練を越えた者には、その者が望んだ能力が与えられる……まぁ、明らかに悪用するための能力はシスが与えてくれないが」

「ふーん、それで何で未来の俺は試練を受けられないんだ？」

「それは未来のお前がすでに力を得すぎているからだ。試練の内容はここでは話せないが……まぁ、力がありすぎると試練自体が成立しないからだな」

「なるほど」

　俺はとりあえず納得しつつ手紙の続きを読む。

『どうやら試練を受ける資格が俺にはないらしい。なので、俺は俺にできることをしておく。この『世界』はどうにも陰いん気きな空気が漂ただよっているから、それを晴らしてくる』

「陰気な空気……って、事象改変による悪影響の災いのことか？」

「じゃないですかねぇ」

　アールも同意してくる。

　俺は空を見上げる。

　そこには相変わらず例の黒穴があるが……。

「そういや遊陽、こっちの世界に戻ってきた時、あの黒穴が少し小さくなってる気がするって言ってなかったか？」

「そういえばそうだな」

「もしかして、未来の俺があちこちで『物語』を解決しまくった影響？」

「かもしれないな」

　俺にできることをしておく、ってメチャクチャ役に立ってるじゃねーか未来の俺。

「いきなり別の『世界』に飛ばされておいてこの行動力って……本当にスゲェ奴になってんだな未来の俺は」

「今の烈火さんも大たい概がいとは思いますが、単独で同等かそれ以上のことができるというのはさすがですねぇ」

　未いまだに直接会ったことはないが、ホント、俺とは大おお違ちがいという気がする。

　まあ、未来の俺のおかげで『シスの世界』の状じよう況きようが多少は好転しているなら、それはもちろんありがたい話だ。

「……」

　未来の俺も試練を受けようとしていたんだとしたら、たぶんこの俺と同じ発想に行き着いていたのだろう。

　もし未来の俺が神様に会うことができていたら……いや、考えるだけ無む駄だか。

　未来の俺がやるべきことをやっているなら、俺も俺のやるべきことをやろう。

「……んじゃ、改めて俺たちも行くか」

「ああ」

　俺たちは改めて神々の試練を受けるために宿を出発した。
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　試練の場って奴は、とんでもなく長い階段の上にあった。

「ヒィ、ヒィ」

「どうした烈火、息があがっているぞ」

「息くらい上がるわ、こんなん……何百段あるんだよ」

「どうだったかな？」

　これ、階段の時点でリタイアする奴いるだろ、絶対。

　俺だって理由がなけりゃ途と中ちゆうで引き返してる。

「ヒィ、ヒィ」

　それでも俺は何とか一時間以上かけてその階段をのぼりきった。

「ぜぇーぜぇー」

「お疲つかれ様さまです、烈火さん」

「これ……ここで体力削けずられて試練失敗するとか、普通にあり得るんじゃないか？」

　ていうか俺がそうなりそうだ。

　と、そこで遊陽が。

「安心しろ。試練の場は精神世界が行われる。現実の体力は関係ない」

「そ、そうなのか？」

「とはいえ、身体能力は現実の物が反映されるから、いきなり力が増すようなことはないがな」

「あーそう」

　俺は頷きつつ、のぼりきった階段の先を見上げる。

　階段の頂上には、とてつもなくデカい門があった。

　そもそもこの階段が物理法則を無視した構造をしている――段が完全に宙に浮ういてる――のだが、この門も、明らかに非常識なデカさだ。

　門のてっぺんは雲の上で見えず、そもそもたいした幅はばもない階段の上にどうやって建っているのか見当もつかない。

　ある意味シュールレアリズム的な建造物なわけだが、逆にそれはここが常識の通じない場所だということを如によ実じつに示している。

「さて、この先は烈火ひとりで行け」

「遊陽は？」

「言っただろ。すでに能力を持った人間は試練を受けられない。俺は試練の場には同行せずに、先にシス神のところに行っている」

「んだよ、神様のところに行く方法があるなら、俺も連れてってくれればいいのに」

「無理だ。神の居る場所に辿たどり着つくには、魂たましいのステージを一段階上げなければならない。そのためにはこの試練を潜くぐり抜ぬける以外に道はない」

「へいへい、ズルはダメってことね」

　まぁ、聞いてみただけだ。あまり期待していない。

　そんなズルが通るなら、遊陽も最初からそう提案しているだろう。

　今のは単に階段をのぼってきた疲れの鬱うつ憤ぷんを、少し八つ当たり気味に愚ぐ痴ちったようなものだ。

「それじゃあ……試練とやらを受けてみますかね」

「気をつけろ」

「了りよう解かい……で、この門ってどうやって開くんだ？」

「適当に念じろ。資格ある者が近づけば勝手に開く」

「ああ、そう」

　神様式自動ドアか。

　俺は言われた通り、開け～と思いながら門に近づく。

　すると本当に、ゴゴゴと音を立てて、目の前の巨きよ大だいな門が開いていった。

「んじゃ、行ってくる」

　俺は一度振ふり返かえって、遊陽に言う。

「先に行って待っている……必ず来い」

「ん」

　俺は遊陽に手を振り、先へと進む。

「段々周りが白くなってきましたねぇ」

「つーかアールはどこまでついてくるんだ？」

「今の本官は限りなく烈火さんと「同じ存在軸じく」に重なってますからねぇ。そういう風に調整しましたし、試練の場にもついていけるんじゃないですか？」

「へぇー」

「まぁその代わり、本官のアールとしての部分はだいぶ取っ払ぱらってしまいましたし、ロクな兵装ひとつ積んでないわけですが。今烈火さんが暗殺されそうになったら防げませんねぇ」

「その心配はもう必要ないだろ」

　もう遊陽は敵じゃない。

　それに。

「これから全部終わらせるんだから」

「ですね」

　アールは頷く代わりに肩かたを竦すくめる。

　俺も肩をクイッとやって、そのまま歩き続ける。

　周囲はアールの言う通り白い光が強くなっていき、徐じよ々じよに何も見えなくなってくる。

「前が全然見えないな」

「手でもつなぎますか？　それくらいならできますよ」

「お前も見えてないのにつなぐ意味ないだろ」

「おやおや、女の子と手をつなぐチャンスを棒に振るとは、烈火さんももったいないことしますね」

「お前たまにそういうネタ振ってくるけど、さすがに俺も慣れてきたぞ」

「それはからかい甲が斐いのない」

「というか、アールの年ねん齢れい考えたらそもそも一いつ般ぱん常識的に守備範はん囲い外がいだろ」

「じゃあ烈火さんは何なん歳さいから恋れん愛あい対象に見られるんですか？」

「そりゃまぁ……同い年くらいとか」

「あんまり考えたことないんですね」

「うるさい」

「ですが、よく考えたらリアさんとか何万歳ですしね。ロザリンドさんやスズランさんも何百歳といってますし、烈火さんの場合は年齢で守備範はん囲いを決める意味なさそうです」

「なら聞くなよ」

「ではスタイルで決めましょう。いい加減、巨乳派か貧乳派かくらいは教えてください」

「嫌いやだ」

「そう言わずに」

「断る」

「なんでしたら本官も帰ったら博士にグレードアップしてもらって、烈火さん好みのバストにしてもらいましょうか？」

「あのなぁ」

「むぅ、頑かたくなですね。では性格の好みは？」

「性格？　……あー、とりあえず、人をからかって喜ぶ性格じゃない奴やつ」

「おや？　烈火さんの周りにそんな人いましたっけ？　ああ、シャーレンさんとかそのケがありましたね」

「お前だよ、アール」

「そんなまさか」

　何がまさかだ。

　なんてやり取りをしている内に、もうほとんど何も見えなくなる。

　まぶたを閉じても、なお視界は白い。

　ただの光じゃない？

　耐たえ難がたい眩まぶしさに、俺が腕うでで目を覆おおうと。

　不意に、まぶたの裏で感じる光が消えた。

　同時に肌はだで感じる空気も変わる。

「？」

　恐おそる恐る目を開ける。

　するとそこは。

「ここが精神世界……っていうか、城？」

「お城っぽいですねぇ」

　俺とアールは周りをキョロキョロと見回す。

　お互たがいの口から漏もれたように、そこはお城の中としか言い様のない造りをしていた。

　石の壁かべに石の床ゆか。柱。装そう飾しよく。絨じゆう毯たん。

　こういうファンタジーなお城の内装は何度か見たことあるが。

「何だ？　妙に薄うす暗ぐらいような……」

　いや待て。

　俺はこういう薄暗い感じのお城にも来たことがある。

　壁のロウソクしか光源がないような。

　あえて雰ふん囲い気きを出しているとしか思えない不気味な城。

　そうだ、あれは――




「誰だキサマ」




「!?」

　突とつ然ぜんの重低音で問いかけられ、俺はビクッと反応する。

　声は、大気が震えるような息い吹ぶきを伴ともなっていた。

　まるで巨大な生物の唸うなり声ごえのようなそれは。

　俺は前に聞いたことが。

「烈火さん！」

　アールが大声を出し、指で俺の前方を指差す。

　そこには。

「まさか、人間の勇者がまた我わが城に侵しん入にゆうしたのか？」

「ま……」

　俺はその相手――巨大なドラゴンを見て、一いつ瞬しゆん息を呑のみ、

「魔ま王おうぉぉぉ!?」

　混乱のあまり叫さけぶ。

　だってあれは。

　あれは……『ハリッサの物語』の時の、アブラアム王国を滅ほろぼそうとしていた魔王のドラゴンだ。

（あいつは倒たおしたはずなのに、何でここに!?）

　状況を確かく認にんしたいが、向こうは待ってくれない。

「おのれ……今度こそ我が力で葬ほうむってくれるわあああ！」

「ウギャアアアア！　人ひと違ちがいだあああ！」

　いや、本当は人違いでもないんだけど！

　でも今勇者の剣けんもレーザー銃じゆうも持ってないし!?　勇者的な条件って何も揃そろってないんじゃないかなぁ!?

　しかし、そんな言い訳ドラゴンは聞いてくれそうにない。

「っ！」

　俺たちは急いでその場から逃にげ出す。

　どうやら俺たちがいたのは城の広間らしい。

　広間に扉とびらはなく、直接長い廊ろう下かとつながっていた。

「どどどうして魔王がここにいるんだよ！」

「さあ？　これが試練ですかねぇ」

「ドラゴンを生身で倒せるわけないだろ！」

「あれだけ『物語』救っておいて未いまだにドラゴンも倒せないとか」

「何だったらゴブリンすら倒せるか怪あやしいよ！」

「本当に吃驚びつくりですよねぇ」

　アールはしみじみと呟く。

　って、しみじみしてる場合か！

「待てえええぇぇ！」

「ギャアアアア！」

　俺は必死に直線の廊下を走るが、背後から魔王の怒ど号ごうが響ひびき渡る。

　チラッと後ろを振ふり返れば、魔王はその巨大な四つ足をドシンドシンと踏ふみ鳴ならして、廊下を物もの凄すごい勢いで走ってきていた。

「ドラゴン速はえぇぇぇ！」

「そりゃ歩ほ幅はばが違ちがいますしねぇ」

「冷静に分ぶん析せきすんな！」

　俺は全力で走る。

　だが遅おそい。

　遊陽の言っていた通り、精神世界だからといって足が速くなったりはしないようだ。

「あっ、ドラゴンさんが火を噴ふきそうですよ」

「何ィ!?」

　アールの報告を聞いて俺は一層足の回転を速める。

「でぇぇい！」

　そして、廊下の切れ目が見えたところで、思いっきり横に跳とんだ。

　その直後、跳んだ俺の背後を炎ほのおの波が通とおり抜ける。

（あ、危あやうくバーベキューになるところだった……）

　ギリギリの生せい還かんに俺はホッと胸を撫なで下おろす。

　と。

「烈火さん危ない！」

「え？　おうわ！」

　いきなり飛来してきた電でん撃げきから身を庇かばい、石いし畳だたみの床をゴロゴロと転がる。

　ていうか、電撃？

　俺の記き憶おくが正しければ、魔王が電撃を使ったことはない。

　なら、今の攻こう撃げきは？

　俺は顔を上げ、電撃の飛んできた方角を見やる。

　不思議なことに、そちらには草原が広がっていた。

　城の石畳は途中でブツ切れになり、いきなり外になっているのである。

　確かに、あの時俺とハリッサは魔王のいる部屋に直接出たので、魔王城の内部には詳くわしくない。

　とはいえ、これはあまりにも造りとしてメチャクチャだ。

　しかも……気のせいでなければ。

「この草原……見覚えがあるんだけど」

「ええ、本官もです」

　できれば見み間ま違ちがいと思いたいが、先さき程ほどの電撃のこともある。

　あれが魔ま法ほうによる電撃だとしたら……ここは。




「ようやく現れたのか少年」




「……」

　聞き覚えのある声に、俺おれは嫌な予感をヒシヒシと感じながらそちらを振り向むく。

　そこには、奴がいた。

『皐さ月つきの物語』のラスボスにして、現代最強の魔ま法ほう使つかい。

　メサイア・キャンディストラップス。

「さあ、森羅の娘むすめを賭かけて決けつ闘とうといこうじゃないか」

　劇役者のようなマントと衣装に金きん髪ぱつを風になびかせ、メサイアは笑う。

　ああ、クソ、見覚えのある笑い方だ。

　俺の覚えているメサイアのツラにそっくりだ。

「グオオオオ！　勇者ァァァ！」

「い!?」

　そこで後方から魔王も追いついてきやがった。

　だがなぜかメサイアは現れたドラゴンには特に反応を示さず、

「行くぞ少年」

　と、当たり前のように俺との決闘を始めようとした。

　前門の魔法使い、後門のドラゴン。

　って、まさか俺、コイツらを同時に相手しなくちゃならないのか!?

　ていうか、この調子だとサタモニア大王の隕いん石せきとか、あるいはベヒーモスやらゾルフィアクドとかも……。

「いわゆるラスボス手前のボスラッシュという奴ですかねぇ」

「こいつらだって充じゆう分ぶんラスボスじゃねーか！」

　アールの分析はたぶん正しいが、それでも叫ばずにはいられなかった。

　ここには『ヒロイン』のひとりもいやしない。

「俺ひとりでどうしろってんだぁー！」





▽






『マインの世界』。〝強硬派〟アジト。

　烈火たちが『シスの世界』へ向かったあと、残された博士たちはひとまず現状の処理から始めた。

　現状の処理とは即すなわち、このアジトを包囲している大銀河連れん邦ぽう軍ぐんへの対処である。
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　と言っても、そう物ぶつ騒そうな話ではない。

　大銀河連邦軍を率いてきているのはイリスであり、彼女は烈火や博士たちの事情を全すべて知っている。

　なので、〝強硬派〟の幹部になりすましていた響が組織のリーダー――つまり遊陽――から指示されたと偽いつわり、大銀河連邦軍に降こう伏ふくすると部下たちに伝えれば事足りた。

　多少の不満は上がったが、大勢力である大銀河連邦に対たい抗こうできるほどの装備は〝強硬派〟にはない。

　響が全体の意見を降伏でまとめるのはさほど難しくなかった。

　その後は降伏の旨むねをイリスに伝え、彼女だけを秘ひ密みつ裏りに地下の遊陽の部屋まで連れてきて、改めてここで何があったのか、そして『全ての戦争オールオブウオー』の真実を伝えることとなった。

　だが、そこからが少々問題で……。

「何でその遊陽って奴を逃がしたのよ！」

「逃がしたわけじゃない、遊陽は烈火とともに神々のゲームを終わらせに……」

「そんなの知らないわよ！　そいつはパパの仇かたきなんでしょう!?」

「……」

　イリスの怒ど声せいに、博士は反論の言葉を失う。

　理由は、今彼女が叫んだ通り。

　彼女にとって遊陽は決して許せない仇なのだ。

　その気持ちが分かるから、博士はそれ以上何も言えなくなる。

　それは他の未来『ヒロイン』たちも同じだ。

「……っ」

　そしてイリスも感情の行き場をなくすように黙だまり込む。

　いかに怒おころうと、この場に遊陽はいないのだ。

　それでは怒いかりをぶつけようもない。

　だからといって、感情が消えるわけでもない。

　イリスは再び口を開く。

「……それに、本当に烈火を行かせてもよかったの？」

「？」

「だって、あの過去の烈火って、アタシたちが知ってる烈火みたいに強いわけじゃないんでしょう？　『神様の物語』なんてそんな、解決する力は本当にあるの？　もし過去の烈火が『向こうの世界』で死んじゃったり置き去りにされたりしたら、『この世界』はどうなるの？」

　イリスの指し摘てきに、博士たちは咄とつ嗟さに答えられなかった。

　彼女たちの【波乱烈火】に対する信しん頼らいは絶対だ。

　だが、イリスの言うように、過去と未来の烈火では、その能力はあまりにも違う。

　本当に、それこそ何でそこまで違うのかと疑問に思うほどだが……。

　それでもあの場で彼かれを行かせたのは、何だかんだで〝強硬派〟を止めてみせたからだ。

　その結果プラス、彼女たちの【波乱烈火】に対する信頼が働き、彼に任せれば大だい丈じよう夫ぶなのではと思ってしまったのだろう。

　しかし、こうして改めて強く問われると、彼にそれだけの能力があると、確実に断言できるだけの根こん拠きよはあまりに少ない。

　未来の烈火と、過去の烈火は違う。

　それを博士は分かっていたつもりだが、やはりどこかで彼らを重ねて見てしまっていた部分はあったのだろう。

　結果的に過去の烈火を『シスの世界』へ行かせることになったとしても、もう少し検討すべきことはあったのではないか……と、博士の脳のう裏りによぎった後こう悔かいがドンドン膨ふくらむ。

　と。

　その時、誰かがダンッと床を蹴けった。

　そして。

「うるっさいわよ！　このオバサン！」





▽






　神々の試練の場。

　精神世界というこの場所は目まぐるしくその様相を変えた。

　草原から異世界、異世界から現代の洋館、洋館から洞どう窟くつ、洞窟から海、海から宇宙。

　どれも過去に経験した『物語』で見た景色だった。

　そして、目に映る景色が変わる度たびに、それぞれの『物語』で戦ったラスボスたちが増えていく。

「クソッ！」

　ラスボスたちはみんな俺だけを狙ねらって攻撃してきた。

　確か魔王の二体は過去に因いん縁ねんがあったはずだが、奴らも一いつ致ち団結して、俺だけに襲おそいかかってくる。

「せめて同士討うちしてくれるならやりようもあるってのに！」

　何度か観察してみたが、どうやらラスボス同士の攻撃はお互いに当たらないみたいだった。

　それこそ共同プレイゲームで、味方同士は攻撃が当たらないように「設定されている」みたいに。

　設定……ゲーム……。

「要するに、この試練もゲームってことだよな」

　それは簡略的に言いすぎか？　ともかく。

　これが能力を得るための、あるいは神に会うための試練であるなら、「クリア条件」が設定されているはずだ。

　それが無理難題であるかは置いといて。

　まずはそれを推測しないことには、この試練を乗り越こえることはできない。

「しっかしクリア条件て……いったい何なんだ？」

　俺は今崩くずれかけたアトランティスの神しん殿でん内部に隠かくれている。

　外では魔法使いやら魔王やら悪あく魔まやら鬼おにやらがウロウロしている最中だ。

　今の内に何とかクリア条件だけでも見つけておきたいが……。

「フツーにラスボス全員倒せとかじゃないんですか？」

「……やっぱりそうか？」

　アールの意見に、俺はゲンナリしながら肩を落とす。

　正直、あり得る話だ。

「だとしたら無理難題すぎるけどな！」

「……」

　頭を抱かかえる俺からアールがそっと目を逸そらす。

　いや、言わんでも分かる。

　俺はいつだって『ヒロイン』の力を借りて『物語』を何とかしてきた。

　逆に言うと、たったひとりで何かできたことなどほとんどない。

　そんな状態で、どうやってこのラスボスラッシュを乗り切ればいいんだ。

「……」

　俺はジッと自分の手を見る。





▽






「うるっさいわよ！　このオバサン！」

　そのトンデモナイ発言に博士を含ふくめた全員が凍こおりついた。

　未来時間軸の『ヒロイン』たちの多くは様々な方法で延命している。

　なのでその……彼かの女じよたちの間では、年齢に関する話題は最上級のタブーなのだ。

「……誰？」

　さっきまで大声を上げていたイリスが、今度は物凄く低い声で言った。

　その声だけで背筋が凍いてつくような声こわ音ねだ。

　基本的に感情を爆ばく発はつさせるタイプの彼女がこの手の声を出だすのは珍めずらしい。

　それだけに恐ろしかった。

　で、そんなイリスの前に、件くだんの爆ばく弾だん発言をした少女は堂々と進み出た。

　その少女とは――なんと、過去の時間軸から遊陽に攫さらわれてきたイリスだった。

　未来のイリスと過去のイリスが向かい合い、睨にらみ合あう。

「さっきから聞いてればギャンギャンギャンギャンと、いい加減耳が痛いのよ！　しばらくその口閉じてなさい！」

　腕うで組ぐみをした過去イリスがフンッと鼻を鳴らす。

「あのねぇ！　何でよりにもよってアンタ、っていうかアタシにそんなこと言われなきゃならないのよ！」

　腰こしに手を当てた未来イリスが語気を荒あららげる。

「……分かってるの？　あいつは、アタシたちのパパを殺したのよ？」

「聞いたわ。アタシだってさっき聞いてたら、アイツのこと殴なぐってたかもね」

「だったら」

「けどアンタ、烈火が全部解決するって言ったのに、それを疑ったでしょ？　アタシはそれが気に食わないの！」

「だからっ、それは未来の烈火と過去の烈火じゃ違うから」

「別人だったらどうなのよ！　烈火は烈火よ！　昔アタシを助けてくれた最高にカッコいい男の子に違いはないわ！」

「……！」

　過去の自分イリスの叫びに、未来のイリスは言葉に詰つまる。

　ふたりがそうして対たい峙じしていると、過去の皐月とハリッサも前へ出てきた。

「そうですね。私の幼馴染おさななじみは結構頼たよりないところもあるけど……彼がやると言ったなら、全部何とかしてくれる、そういう人です」

「レッカ様には確かに特別な力はありません。でも、あの人には最初に出会った時からずっと素す晴ばらしい勇気がそなわっています。だから、ウチはいつでもレッカ様を信じています」

　ふたりの言葉に、過去のイリスが笑え顔がおで頷うなずく。

「そうそう、だからアタシたちは待ってればいいの。烈火がアタシたちの力が必要だーって言うまでは、ここで彼を信じながらね」





▽






　アトランティスの神殿内部に隠れながら、俺は自分の手を見ていた。

「アール」

　そのまま、傍そばにいるアールに声をかける。

「何ですか？」

「この場所には、やっぱり利用できそうな物は何もないよなぁ？」

「ええ、そうですね。宇宙にでも放ほうり出せればと思いましたが、そもそもこの精神世界に宇宙空間が存在するのか怪しいですし」

　この精神世界は俺の記憶から創つくり出されているのか、以前の『物語』で出てきた舞ぶ台たいがメチャクチャに混ざり合わさっている。
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　そのため異世界と地球と宇宙の異星が地続きになっていて、アールの言う通り空の向こうに宇宙があるのか分からない。

　まぁ仮に宇宙があったとして、ドラゴンとかどうやって宇宙に放り出すのかという話だが。そもそも呼吸が必要なのかも怪しい奴だっているし。

　やはり何度考えてみても、ここにはこの身ひとつしかない。

「…………しゃーない」

　俺は観念して立ち上がった。

　その俺を、アールが見上げてくる。

「烈火さん？」

「ここに俺以外誰だれもいないし何もないなら、もう採れる作戦はひとつしかないな」

「……！」

　こちらの表情を見て、アールも俺の考えていることを察したらしい。

「まさか、特とつ攻こうですか？」

「いや、さすがに死にに行くつもりはないけどよ、奴らに突っ込むっていうのはあってる」

「同じじゃないですか」

「似てるだけだ。それに、さすがに何の考えもなく行くわけじゃない」

　俺は遺い跡せきの陰かげから周囲を観察し、目的の相手を捜す。

「狙うのは黄おう金ごん夜や叉しやだ。あいつから鬼欲の面を奪うばって鬼化する。そうすりゃ、何とか戦える程度にはなるだろ」

　黄金夜叉を狙う理由はいくつかある。

　ラスボスたちの中では比ひ較かく的てき脅きよう威い度が低い。

　こちらが抵てい抗こう不能な特とく殊しゆ能力を持たない。

　また長身とはいえ人間型なので、目標の面に俺の背でも手が届く。

「ですが、鬼欲の面は対象の顔面にへばりついています。それはどうやって引ひき剥はがすつもりですか？」

「黄金夜叉は鉈なたも持ってるだろ。それも奪って面を剥がす」

「……」

「そんな顔するなって。俺だって、成功率が低いことくらい分かってる」

　特殊な能力は持たないが、黄金夜叉は怪かい力りきだ。

　それだってドラゴンや悪魔ほどではないだろうが、ただの人間には充じゆう分ぶん脅きよう威いとなる。

　おまけに俺が黄金夜叉を襲っている間、周囲の奴らが黙ってそれを見ていてくれるわけもないだろう。

　黄金夜叉の抵抗をいなしつつ面を剥ぐ。

　しかも周囲のラスボスたちに妨ぼう害がいされる前に。

　どう考えても無む謀ぼう。

　成功率は限りなくゼロに近い。

　だが。

「ほかに手はない。持てる手札を全部ひっくり返してこれしかないなら、成功率一パーセント未満でもそこに全力を尽つくすしかないだろ？」

「……仕方ないですねぇ」

　アールはため息をついて帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶる。

「こういう時に尻しり込ごみしないのが貴方あなたのいいところで、悪いところです」

「いつも心配かけて悪いな」

「……ポジティブに受け取ってもらえたようで何よりです」

「ははは」

　俺は笑って、それから表情を引き締しめる。

　それから再び遺跡の陰から外を観察し。

「！」

　見つけた。黄金夜叉だ。

　俺は拳こぶしを握にぎり締める。

　幸い、奴のすぐ傍に他のラスボスはいない。

　ただ空には精せい霊れい界を滅ぼそうとした魔王グラオザームがいる。

　奴の目は掻かい潜るのはどうやっても難しいだろう。

　かといって奴が遠くに行くのを待つ間に、黄金夜叉までどこかへ行ってしまったら意味がない。

　グラオザームに何秒で見つかるかは、もはや運だ。

　さほど運には自信はないが、まぁ祈いのろう。

「っ！」

　俺は一回息を吸って――駆かけ出した。

　脇わき目めも振らず、黄金夜叉だけを目指して走って行く。

　いつの間にか息を止めていた。

　全ての力を足に込める。

　走る。全力で走る。

　走り続ける内に、視界も狭せばまってきた。

　もはや狙いである黄金夜叉の一挙手一投足以外何も見えない。

　グラオザームはすでに俺が飛び出してきたことに気づいているだろうか？

　あるいはほかのラスボスには？

　だとしても、俺には分からない。

　仮に見つかっていたとしても、そちらに対処できるほど余力はない。

　ただでさえ力が足りないのだ。

　持てる力の全部を、たった一点に集中しなければ突とつ破ぱできない。

　だったら、黄金夜叉だけを見て、黄金夜叉の面を奪うことだけに集中した方がいい。

　それで一パーセントでも成功率が上がれば万ばん々ばん歳ざいだ。

「！」

　黄金夜叉が俺に気づいた。

　集中力が増しているのか、奴の動きが少しだけゆっくりに見える。

　奴が振り返かえる。

　俺は迫せまる。

　奴が鉈を振り上あげた。

　その鈍にぶい刃やいばが、俺の脳天へ振り下ろされようとしている。

　それを躱かわそうかと思うが、すでに走ってきた勢いがつきすぎていた。

　俺は諦あきらめて、拳を握る。

　こうなったら先に殴る。

　それで結果的に鉈の軌き道どうが逸れればラッキーだ。

　さっきから幸運にしか頼っていない気がするが、別に構わない。

　まぐれに賭ける以外、俺が勝てる要素はない。

　そんなことは最初から分かりきってる。

　あとはもう拳を振り抜ぬくだけだ。

　俺の拳が速いか、鉈が速いか。

　俺のパンチで黄金夜叉が仰のけ反ぞるか、仰け反らないか。

　鉈の軌道は逸れるか、逸れないか。

　どうなるかなんて知らん。

　結果なんてすぐ分かる。

　気にするだけ無む駄だだ。

　だから、ただ全力で。

　殴ることだけを考える。

　貫つらぬき通すことだけを考える。

　鬼欲の面を奪うことだけを考える。

　それだけ。

　それだけでいい。

　それ以外に、俺がこの試練を乗のり越えられる筋道はないのだから。

　結果の大部分は運に任せ、残りの部分で俺は全力を尽くす。

　全力を拳にのせて。










　俺は拳を振り抜いた。
















　で、俺の拳は空を切った。




「!?」

　目標を失った俺はパンチの勢いのまま前のめりに転がり、そのまま一回転、二回転する。

「なっ、何だ!?」

　黄金夜叉は避よけようとしていなかった。

　だったらパンチが当たるか脳天をかち割られるか、ふたつにひとつの結果しかなかったはずなのに……何で俺は転んだ？

　何が起きたのか分からず、俺はとりあえず上半身を起こして周囲を見回す。

　そこは雲の上だった。

「……天国？」

　思わずそんな単語が口から漏れる。

「まさか一足飛びに昇しよう天てんしちまったのか？」

「何をバカなことを言っている」

　不意に横から声をかけられ、俺はそちらを振り向く。

　すると、そこには遊陽が腕組みをして立っていて、呆あきれた表情で俺のことを見下ろしていた。

「遊陽……どこだここは？　俺はどうなった？」

「お前は試練に「合格」したんだ。そして、この神々のいる上位世界に引き上げられた」

「合格……？　上位世界？」

　俺は状じよう況きようが把は握あくしきれずに頭を手で押おさえる。

「いや、けど俺はまだボスラッシュをクリアしてなかったぞ？」

「ボスラッシュ？」

　今度は遊陽の方が首を傾かしげる。

「まぁ、人によって試練の内容は異なるが、基本的に試練はその者の資質を見るそうだ」

「資質？」

「異能の力を与あたえるわけだからな、人格的なものが重要視されるらしい。たとえば、絶対困難な状況下にあっても諦めない心、とかな」

「……」

　確かにあれは無理難題というか、絶対困難と呼ぶに相応ふさわしい試練だったが。

「要するに、あのラスボスラッシュに臆おくせず立ち向かうこと自体が、試練の「クリア条件」だったようですね」

　遊陽の話を聞いたアールは納なつ得とくしたように頷く。

（そういや未来の俺みたいに、力を持ちすぎた奴やつは試練自体が受けられないって言ってたっけ？）

　それはたぶん、力がありすぎると遊陽の言うような「資質」を計ること自体ができなくなるからなのだろう。

「……その表情からすると、お前のはよっぽどな試練だったようだな。ともかく、よく試練を突破してくれた。お前がここへ来てくれないと話にならなかったところだ」

「おう」

　まだ実感は湧わかなかったが、合格したのならそれで構わない。

　別に不都合があるわけではないのだから。

「ついてこい」

　遊陽は手短に言って、俺に立って歩くよう促うながした。

　俺は立ち上がり、先に行く彼女のあとをついていく。

　雲の上には道らしい道もなく、どこまでも延々と雲ばかりが続いている。

　いくら見み渡わたしても建物ひとつなく、本当にただ雲の上を歩いているだけだ。

「どこ行くんだ？」

「シスに会わせる」

「シス……この『世界』の神様だな」

　まだ少し浮うき足あし立だっていたが、神様に会えると聞いて俺は気を引き締めた。

　ようやく目的のための一歩を踏み出せる。

（それにしても神様か……天使に悪魔に魔ま王おうに、ホントいろんな奴に会う『血筋』だよ、俺は）

　改めて思うことでもない気がするが、来るところまで来たなという感じもする。

　しかし……。

「俺たちのいる『世界』とは一段上の世界とか何とかって聞いてたけど、こうして来てみるとなんか天国っていうか、神様のいる場所ってイメージ通りなんだな」

「それは向こうの配はい慮りよだ。俺たちのイメージに合わせてくれていると言った方が正しい」

「へぇー」

　俺が頷きつつ歩いていると、やがて扉とびらが見えてきた。

　その扉は雲の上にポツンと置かれていて、何と言うか、パッと見シュールな光景だ。

「ここか？」

「ああ」

「でも扉があるだけで建物も何も……」

「いいから開けてみろ」

「？」

　遊陽に促され、俺は訝いぶかしみながら扉を開ける。

　こんな扉を開けても雲が続くだけ――と思ったら。

「うわ！」

　俺は驚おどろきの声を上げる。

　なぜなら、扉を開けたらそこに突とつ然ぜん巨きよ大だいな部屋が現れたからだ。

　今まで部屋どころか建物すらなく扉だけしかなかったのに……何がどうなってるんだ？

「あまり細かいことは気にするな。さっきは俺たちのイメージに合わせてくれていると言ったが、神というのは大たい概がい大おお雑ざつ把ぱでいい加減だ」

「テレビや映画の書き割りみたいですね」

「そうだな……」

　俺は半ば呆れつつ、遊陽とアール、三人で部屋の中に入る。

　俺たちが入ると、扉は勝手に閉まった。

　と。

「来ましたか」

「わっ！」

　突とつ然ぜん、何もなかった部屋の中にひとりの女性が現れる。

　その女性は特とく徴ちよう的てきな赤あか髪がみをしていて、奇き妙みような装そう飾しよく品ひんを身につけていた。

　どことなく神秘的な雰ふん囲い気きのある女性だ。

「？　どうしました？」

　女性は俺が驚いた理由が分からないらしく、不思議そうに首を傾げる。

「……いや、何でも」

　説明するのも面めん倒どうだったので、俺は気持ちを落ち着けるために深呼吸した。

　……さて。

「あんたが神様か？」

「ええ、そうです。私がこの『世界』の神、シスです」

　女性――女め神がみシスは小さく頷く。

　それから、ワンテンポ遅おくれて少し不ふ機き嫌げんになって。

「……やっぱり姉さんの『世界』の人間は野や蛮ばんなのね。いきなり神様にタメ口なんて」

「は、はあ……」

　そこ、今気にするところなのか？

　というか、見た目に反して妙みように仕草が子供っぽい。

　俺が微び妙みように反応に困っていると。

「今はそんなこと言ってる場合じゃないだろうが」

　と、遊陽が半ばキレた声音でシスにツッコミを入れる。

「ゆ、遊陽まで……！　こ、これでも私、神様なのよ？」

「じゃあ疫やく病びよう神がみか」

「そ、創造主です～」

　遊陽の毒どく舌ぜつにシスは小さくなりながら反論する。

　あー……えーと……。

「想像以上に威い厳げんのない神様ですね」

「だな」

　アールの率そつ直ちよくな感想に俺は小声で同意する。

　いやまぁ、事前に遊陽から聞いていた話もあって、俺も尊敬の念とか最初から抱いだくことができなかったが、思った以上に情けないというか、人にん間げん臭くさい神様だった。

「大体『世界』が滅ほろびかけてるのはお前の無む思し慮りよのせいだろうが、もっと反省しろ」

「ひぃ～ん、ほっぺたはやめて～」

　遊陽に頬ほおを引っ張られて涙なみ目だめのシス。

　俺はそれを止めるでもなく、ふたりのやり取りが終わるのを待った。

　数分後。

「うぅ、ほっぺたが伸のびちゃう……」

「伸びろ」

　頬を押さえるシスにどこまでも辛しん辣らつな遊陽。

　まぁ、彼女の気も済んだようなので。

「とりあえず、話に参加していいか？」

「ああ」

「何で遊陽が返事するの～」

　シスはまた涙目になるが、いちおう俺の方を見ているし、話は聞いてくれるようだった。

「えーと、とりあえず俺おれたちのこの『世界』の現状と、何で遊陽が俺たちの『世界』で『全ての戦争オールオブウオー』を起こしたのかは知ってる」

　まず前提となる部分を俺は前置きしておく。

　それにシスは頷く。
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「うん。私も、遊陽から貴方のことは大体聞いてるよ」

「なんだ、じゃあ用件はもう伝わってるのか」

　それは話が早い。

「じゃあ、早さつ速そく俺たちの世界の神様、マインだっけ？　に会わせてくれよ」

「うん。それはいいんだけど……」

　そこでシスは口ごもる。

　なんだ、歯切れが悪いな？

「何か問題があるのか？」

「問題っていうか、その……」

　やはりシスは躊躇ためらったあと、

「お姉ちゃんって結構短気だから……きみを連れて行ったりして、怒ったりしないかなぁ？」

　と、心配事を口にしてきた。

　それに対して、俺はため息をつきそうになるのを堪こらえて、

「……知らん」

　と、かろうじてそう答えた。







第九章　波なみ乱だれ烈れつ火かの物語







　神マインに会うために、俺たちはまた移動を開始した。

　移動はまた雲の上をひたすら歩いていく感じで、道らしい道もなく、どうにも奇妙で落ち着かない。

「なぁ、もっと神様っぽくパパッと移動できないのか？」

「神様っぽくって何？」

「そりゃワープとか瞬しゆん間かん移動とか」

「それ全部人間の技術じゃない」

「できないのか？」

「できないわよ」

　当たり前じゃない、という感じでシスは言った。

「きみたち神様のこと持ち上げすぎ」

「いや、けど神様だろ？」

「そんなこと言ったって。私たちは単に『世界』が創れるだけよ？　そりゃ自分が創った『世界』に対してならほぼ万ばん能のうだけど」

　だが自分たち神様のいる世界――つまり遊ゆう陽ひの言う上位世界――においては、神様といえどただの一生物に過ぎないらしい。

「きみたちだって白紙の上になら食べ物でも生き物でも、好きな物を描えがけるでしょ？　その気になれば消したり描き直したりもできる。でもだからって同じように現実に食べ物や生き物を創れるわけじゃない。それと同じよ」

「あー……分かるような分からんような」

　要するに、神様といえど、自分自身の現実に対しては好き勝手できないということか。

「で、どれくらい歩くんだ？」

「そんな歩かないよ」

「でもこの世界って雲ばっかりで、距きよ離り感覚が分からないんだけど」

「うーん、そう言われてもなぁ」

　シスは眉まゆをハの字に曲げる。

「そもそもこうして歩いてるのだって、きみたち人間の距きよ離り概がい念ねんや移動概がい念ねんに合わせてるんだよ？」

「合わせてる？」

「上位世界と下位世界じゃ根本的な概念や法則が異なるの。きみたちには雲の上に見えるこの光景だってそうだけど、こうやって歩いてきみ自身に移動したっていう体感を与えてあげないと、そもそも……」

　そこから先は何を言っているのかすら聞き取れなかった。

　神様の世界の言葉でも使われたのかもしれない。

　よく分からないが、要するにシスは俺たち人間の感覚に合わせて、いろいろと気を使ってくれているらしい。

「まー、とりあえずまだ歩くんだな？」

「ん？　まぁそうかな。きみたちの時間概念で十分くらい？」

「ふーん……」

　十分か。

　黙だまって歩くには少し長い。

「なあ、聞いてみたいことがあるんだけど」

「何？」

「あんたら神様にとって、『世界』って何なんだ？」

　何だかんだ言いつつ、俺や遊陽の『世界』が存在しているのは、シスやマインが創ってくれたからだ。

　だが思っていたより神様というのは超ちよう常じようの存在でもないらしい。

　それこそ壮そう大だいな意志があるわけでもなさそうだし、かといって機械的に『世界』を管理しているわけでもないように見える。

（退たい屈くつしのぎの賭かけに使っちゃうようなもんだしな）

　じゃあ、何で『世界』を創って神様なんてしているのか？

　それが少し、気になっていた。

「何って聞かれても困るんだけど……う～ん」

　シスは本当に困ったように唸うなる。

「長い時間の暇ひま潰つぶし？」

「マジか」

「あー、言い方が悪かった？」

「まぁ、悪かったかよかったかで言えば、この上なく悪かったと思うけど」

「え～～」

　シスはさらに困ったように頭をひねる。

「じゃあ、アレ。きみたちで言うところの子育てみたいなものかしら」

「子育て？」

「そうそう。自分で創って、自分で育てる。ほら、子育てじゃない？」

「その子供を賭けに使ったのか……」

「あー、それを言われると弱いんだけどさ」

　俺のツッコミに、シスは歩きながら身を縮こまらせる。

「難しく考える必要はない、烈火」

　その時、遊陽が横から口を挟はさんでくる。

「要するに、『世界』を創るのは神の生態のようなものだ」

「生態？　でも子育てって、今」

「子供を産んで育てるのは全生物共通の生態だろうが」

「……」

「だから、難しく考えるな。これは愛情とかそういうものを切きり離はなした、生物学的な話だと思え」

　要は、神様にとって『世界』を創るのはただただ当たり前の行こう為いらしい。

　それは最初からそうであると定められているとしか言いようがなく、それをすることに疑問を抱くとかそんなこととは関係なく、ただ少なくとも生まれた時からそれができる能力が「神様」という生き物には備わっているそうだ。

「そうそう。遊陽の言う通り。単に私たちは『世界』が創れて、創るのが当たり前の生き物なのよ。失敗しても、また一から創り直せばいいだけ。創った『世界もの』に愛情があるとかないとか関係ないの。人間たちみたいにセックスする必要もないし」

「セッ……!?」

「ん？　どうかした？」

「……」

　神様にはそういう行為が存在しないからなのか、サラッとその単語が口から出てくるようだ。

　それでいて見た目は完全に人間の美女なので、言われる方としては心臓に悪い。

　まぁ、けど今は置いておこう。

「愛情がないからゲームで簡単に賭けるのか？」

　その質問にシスは俺から目を逸そらす。

「……まー、今の『世界』は五十番目くらいの『世界』だしねぇ。正直『世界』を創るのに私もお姉ちゃんも飽あきてたし、刺し激げきが欲ほしかったんだよ」

「……刺激ねぇ」

　腹の奥おくで怒いかりが湧かなかったわけではないが、きっと言っても仕方のないことなんだろう。

　遊陽の言うように、これが神様の生態なのだ。

　いかに人間のような見た目をしていても（これも単に彼かの女じよが俺たちに合わせてくれているだけかもしれない）、俺たちとは考え方も生き方も違ちがうのだ。

「しかし、遊陽さんの『世界』で五十番目……ですか。太陽ひとつですら寿じゆ命みようは百億年ほどあるそうですし、それが宇宙、ましてやそれよりも大きな『世界』の寿命となると、一個の『世界』が終わるのにどれほどの時がかかるのでしょうね」

　隣となりでプカプカ浮かぶアールが独り言っぽく呟つぶやく。

（今のは俺に言ったのか？）

　チラリと視線を送るが、アールはこちらを見もしない。

「……」

『世界』五十個分の年月か。

　確かに、言われてみれば途と方ほうもない時間だ。

　億とか兆とか京けいとか、そんな単位ですら生ぬるいだろう。

　それだけの時間、ずっと同じことをしていて、ほんの一いつ瞬しゆんでも飽きずにいられるかと問われたら……はたして俺はすぐに頷うなずけるだろうか？

　まぁ、だからってやっていいことと悪いことはあると思うが。

「まー私たち神様にとって『世界』ってそういうものだよ」

　シスは誤ご魔ま化かすように笑って、言う。

　俺はまだ完全には納得しきれていなかったが、ひとまずそれ以上の追つい及きゆうはやめた。

　そうしている内に、先頭を歩いていたシスが立ち止まる。

　すると、唐とう突とつに彼女の目の前に扉が現れた。

「……」

　ここへ来てから似たことが何度もあったので今いま更さら驚おどろかない。

　たぶん、この向こうにマインがいるのだろう。

「じゃ、じゃあ……開けるよ？」

　シスはむしろ自分に言い聞かせるように言って、ゆっくりと扉に手をかけた。

（俺たちの『世界』の神様か……どんな奴なんだろう？）

　妹のシスはやたら怯おびえていたが。

　……もし怖こわい神様だったらちょっと嫌いやだな。

　だとしてもやることは変わらないが。

「ん……しょっ！」

　シスが扉が開く。

　すると、そこには広大な空間が広がっていた。

「……」

　空間、と言っても何もないわけではない。

　ひとまず、大理石のような床ゆかはある。

　だが壁かべも天てん井じようもなく、ただただ床が続いている。

　それを見て俺は、

「……闘とう技ぎじ場よう？」

　と、半ば無意識の内に呟いていた。

　なぜそんな発想になったのか分からないが、そういう印象を受けた。

　確かに広くて障害物もないし、戦いやすいフィールドに見えるが……。

（何で闘技場？）

　自分でもよく分からない。

　と、思っていると。

「烈火も闘技場と思ったか？」

「遊陽も？」

「ああ……そういう印象を俺たちに与えたということは、ここはおそらくマインが用意した闘技場なんだろう」

「……なるほど」

　これまでの道みち程のりや出来事で、神様たちは俺たち人間の感覚に合わせて、この上位世界の見え方を変えているらしいことは分かっている。

　ということは逆に、ただ広い空間を用意して、「ここは闘技場だ」という感覚を俺たち人間に与えることもできるのだろう。

　だがしかし、そうするとまた最初の疑問に戻もどる。

「けど、何で闘技場なんだ？」

「それは……」

　遊陽がやや言いにくそうに言葉を濁にごしていると。




「本当に来たんだ、波乱烈火」




　と、誰だれかが俺の名前を呼んだ。

「―――」

　正面を見やる。

　そこには、さっきシスが突然現れたのと同じように、いつの間にかひとりの女性が豪ごう奢しやな椅い子すに腰こしかけて座すわっていた。

　その椅子もいつ現れたのか分からないが、まぁ同じ理り屈くつだろう。

「……」

　名前を呼ばれたので、俺は一歩前に進み出る。

「あんたがマインか？」

「そうだよー」

　俺たちの『世界』の神マインは軽く答えた。

　マインは、全身赤色のシスとは違って、全身蒼あおい女神だった。

　髪の色から服の色、何もかもが対照的。

　ただ一点、瞳ひとみの色だけが姉妹逆で、シスが蒼、マインが赤だ。

　別に双ふた子ごというわけではなさそうだが、さすが姉妹というか、ふたりの顔立ちはよく似ていた。

「俺のこと知ってるなら、俺がここへ来た用事も知ってるのか？」

　そこでひとまず観察を終えた俺は、改めて話を切り出だす。

　俺の問いに、マインは小さく頷き、

「まあね」

　と答えた。

「……」

　シスもだいぶ子供っぽい印象を受けたが、マインはマインで子供っぽい。

　さっきのアールの話ではトンデモナイ年月を生きているはずだが……その辺の成長速度も人間的感覚とは大きくズレているのだろうか？

　いや、今はそれはいい。

　俺はマインの目を正面から見る。

「例の『世界』と『世界』を賭けたゲームをやめてくれ」

「やだ」

　素っ気なくマインは俺の頼たのみを却きやつ下かした。

　情のつけいる余地のない、それはもうキッパリとした即そく答とうだった。

「……何でだよ？」

「何でも何も、私にゲームをやめるメリットってある？」

「いや、メリット云うん々ぬんの話じゃなくて」

「……」

　取りつく島もなくて、俺は少し黙り込む。

　確かに勝っている側のマインにはゲームをやめる理由がない。

　それは遊陽にも言われていたことだが……。

「ならせめて遊陽たちの『世界』に、奪うばった『波乱の力』を返してやってくれよ」

　昔、マインがシスの『世界』から賭けで奪ったという『波乱の力』。

　のちに俺――【波乱烈火】――の中に移植されたらしいその力は、このゲームの行方ゆくえを大きく左右、引いては『世界』そのものの命運を変える力だ。

　それを失ったからこそ『シスの世界』の『幸福量』は大きく減退したと言える。

　ならそれを返すことができれば、再びふたつの『世界』の『幸福量』は均きん衡こうを取とり戻せるかもしれない。

「んー、やだ」

　だがマインはにべもない。

「……っ」

　ある意味予想通りだが、凄すごくやりづらい。

　ここへ来るまでの道中、神様と『世界』のこともシスにヒアリングしてみたが、返ってきた答えは暇潰しとか生態とか、そんな答えばかり。

　何か必要があってやってるとか、あるいは何かしらの信念や意義があれば、そこを逆手に取って交こう渉しようしていくことも考えられたのだが……。

（『世界』は創つくって当たり前のこと……それもひとりの神様が創る『世界』の数の制限はなし……失敗したり『世界』が終わったりしたら、また一から創り直せばいいってんじゃ、交渉も何もあったもんじゃない……！）

　どうすれば……どこから切り崩くずしていけば、マインをその気にさせられる？

　何も無条件でなんて言わない……せめて、何かすれば『波乱の力』を返してくれるとか、そういう条件を引き出せれば……。

「……というかさ、何で烈火ばっかり喋しやべってるの？」

　その時、マインが視線を俺からシスに移す。

「これは私たちの〝ゲーム〟なんだからさ。そういう交渉をすべきなのはシスの方なんじゃないの？」

「わ、私……？」

　急に話を振ふられたシスは、オドオドとし始める。

「そうよ。なーんで『アンタの世界』の問題について、『私の世界』の人間が真しん剣けんになって交渉してきてるのよ？　普ふ通つうに考えておかしくない？」

「わた、私は……」

「私は、何？」

　マインは頬ほお杖づえをつきながら問い返す。

「……」

　なんかその構図は、気弱な妹に意地悪している姉にしか見えなかったが、それはともかくとして。

（仮にも姉妹ってんなら、シスの言葉ならマインも多少は心動かされるか……？）

　なんてやや打算的な考えもあり、俺はふたりのやり取りを静観した。

「私は、その～～～」

「……はぁ」

　なかなか答えないシスに、マインがため息をつく。

「別に、『世界』なんてまた創り直せばいいじゃない。どんな『世界』だっていつか終わる。何度も繰くり返かえしたことでしょう、そんなの」

「だ、だけど……」

「だけど？」

「その、確かに何度も繰り返したことだけど……」

「でしょ？　だったら、『世界』の一個や二個なくなったって、たいしたことじゃないでしょう？」

「そっそうかもしれないけど！」

　そこで、はじめてシスが大きな声を上げた。

　彼女は子犬のようにプルプルと震ふるえながら。

「た……たいしたことじゃないかもしれないけど、でも」

「でも？」

「……お姉ちゃんとゲームを始めて、今回の『世界』創りは久しぶりに熱中できたの。『世界』のお手入れとか、結構真剣にやれたし、『幸福量』の増減に一いつ喜き一いち憂ゆうしたりして……楽しかった」

「そうね。それは私も同じよ」

　シスの言葉にマインは頷く。

「だっだからね、お姉ちゃん？　今の『世界』には少し愛着があるっていうか……『終わり』が来る前になくなっちゃうのは……嫌いやっていうか」

「愛着が〝少し〟なら、別にいいんじゃない？」

「す、少しじゃないよ！　たくさんだよ！」

　シスはたどたどしくも、自分の気持ちを語った。

　それはさっき俺の質問に答えた時よりも真剣な声こわ音ねで……。

（初対面の俺には本気の気持ちを言えなかったってことか？）

　そういうところもなんだか思春期の子供っぽいが。

　まぁ、ともかく。

「だから……今いま更さら都合のいい話かもしれないけど、このゲームはお姉ちゃんの勝ちでもいいから、私の『世界』が壊こわれないようにしてくれないかなって……ダメ？」

「……」

　妹の懇こん願がんに、姉はしばし沈ちん黙もくする。

　それから彼女は頬杖をついたまま目を細め、

「――ダメ」

　と、先さき程ほどと同じ答えを返してきた。

「ど、どうして!?」

　無む慈じ悲ひな答えに、シスは涙目になって尋たずね返す。

「今自分で言ったじゃない。今更、そんなお願いは都合がよすぎるでしょ？」

　マインはあっさりと妹の頼みを突つっぱねる。

「それにさっきも同意したけど、このゲームのおかげで私も久しぶりに『世界』創りに張り合いが出てるの。そうね、凄く楽しい。それなのに、最後の最後でそんなグダグダした終わらせ方させたくないの」

「……っ」

　姉の言葉に、シスはガクリと肩かたを落とす。

「……」

　横で姉妹のやり取りは聞かせてもらっていたが。

　何と言うか、やはり理屈よりも感情というか、『世界』を創るも壊すも自分の気持ちが最優先という感じがする。

　こんなんが神様かと言われたら、やっぱりなんだかなぁ……という気がするし、これから先もみんなの『世界』を彼女たちに管理してもらうのは、この上なく不安になる気持ちもあるが。

　ただまぁ、少なくともシスの気持ちは見せてもらった。

　しでかしたことは軽けい率そつにもほどがあると思うが、それを悔くい、『世界』に対して愛情を持つようになったのは確かなようだ。

　全すべてが終わったあともしっかり遊陽に反省させるとして。

　ひとまずは、両方の『世界』が存続する道を作らないとな。

「マイン」

「ん？　何？」

「ひとつ提案なんだけど」

　俺は一歩前に進み出て、口を開く。

　さっきの姉妹の会話を聞いていて、ひとつ思いついたことがある。

「俺の聞いた話だと、前にふたりは互たがいの『世界』にある『波乱の力』を賭けて勝負したんだよな？」

「そうよ。いつまで経たっても『幸福量』に差が出ないから、ゲームを一気に進めるためにやったの」

「確か、その賭けはマインから提案したんだよな」

「ええ」

「なら、もう一度『波乱の力』を賭けて勝負しよう」

「……え？　普通に嫌だけど」

　俺の一方的な提案に、マインは小首を傾かしげる。

　これだけ言ってもまだ分からないの、という表情だ。

　だが俺は諦あきらめない。

「まぁ待てよ。ふたりはこのゲームを始める時も、公平にルールを決めたんだろ？」

「もちろん。でないとおもしろくないもの」

「最後まで公平にゲームをやりたいっていうなら、マインから吹ふっかけた賭けで『波乱の力』を奪って、それではいおしまいって終わるのは不公平だろ」

「―――」

「せめてもう一回、シスの側から吹っかけられた勝負を、マインは受けるべきなんじゃないか？　互いに一回ずつ――そうすれば互いに機会は平等だ」

「……」

　マインは、そこではじめて思案する顔になる。

「上う手まいところを突きましたねぇ」

　隣に浮うかぶアールが感心したように言う。

　そう、マインにとってこれはあくまでゲームなのだ。

　真剣なゲームにおいて重要なのは、今も言ったように公平なルールだ。

　公平なルールとは、互いに平等な機会が設けられているということ。

　野球が互いに九回ずつ攻こう守しゆを交代するように。

　サッカーのＰＫで、先せん攻こうが一点を取ったあとも、後こう攻こうにシュートを打つ権利があるように。

　マイン「から」勝負を吹っかけたなら、シスにも同等の権利を与あたえるべきなのだ。

　ふたりがゲームゲームと何度も言っていたおかげで、この交渉の糸口を思いついた。

（まぁ、マインがとにかく勝てばいいってタイプなら、ここでこのまま断られて終わりだけど……）

　でも、今までの会話を聞いた限りではそれはないと感じていた。

　やがてマインは、

「……分かった。いいよ。もう一回だけ、賭けをしよう」

　と、俺の提案を受け入れた。

　上手くいった……！

　と思ったのだが。

「ただし」

　マインは人差し指をピンと立てる。

「前回の賭けだって、あくまでシスとの同意の上で行って、私が勝ったんだ。だったら、その一勝分は私にメリットがあってもいいよね？」

「……どういう意味だ？」

「簡単な話だよ。私からは前回シスから勝ち取った分の『波乱の力』を賭ける。ただし、それに見合うだけの掛かけ金きんを、シスにも賭けベツトしてもらう」

　マインはニコニコ笑いながら、今度は俺たちにそう提案してきた。

　どうにか断りたいところだが……生あい憎にくと、彼女の言い分を却下できる材料がない。

「掛け金って、何が望みだ？」

「波乱遊陽が私の『世界』に行った干かん渉しよう行こう為いの全凍結」

「……！」

　マインが提示した掛け金に、今度は遊陽が表情を強こわ張ばらせる。

　彼女が『マインの世界』に行った干かん渉しようって……つまり。

「要するに、事象干渉で『全ての戦争オールオブウオー』に関する何もかもを全部なかったことにしてもらうってことだよ」

「『全ての戦争オールオブウオー』を全部なかったことに……？」

　具体的な言葉を聞かされ、俺も目を見開く。

「そんなこと可能なのか？」

「可能だよ。もちろん、その事象改変分の災わざわいは全部『シスの世界』に受けてもらう」

「そ、そんなことしたら……」

　今度はシスの顔が青ざめる。

「まぁ、『全ての戦争オールオブウオー』でギリギリ持ちこたえていた『幸福量』のバランスは崩れるし、そこにあんな大だい災さい厄やくを覆くつがえすほどの事象改変の反動が加わったら、あっという間に私たちのゲームにも決着がついちゃうかもね」

「ちょっ、ちょっと待てよ！　それじゃ意味ないだろうが！」

「何で？　そっちが勝てば問題ないでしょ？」

　俺は慌あわてて抗こう議ぎしたが、マインは首を傾げただけだ。

「それにこれは私の正当な評価よ？　正直、『波乱の力』のほとんどを取った時点で勝ったと思ってたのに、ここまで勝負がもつれるなんて思ってもみなかった。シスの打った『全ての戦争オールオブウオー』っていう一手には、奪った『波乱の力』と同等の価値があると思ってるの」

「でも……！」

　負けたらその時点で『シスの世界』が滅ほろぶ。

　いや、即そく滅めつ亡ぼうというわけではないのかもしれないが、おそらくゲームの勝敗は決するだろう。

　そうなったら遅おそかれ早かれ滅めつ亡ぼうだ。

「どうする？　やる？」

「……」

　やる以外に全てを何とかする手段はない。

（しかし……）

　さすがの俺おれも躊ちゆう躇ちよを覚える。

　するとマインが。

「何を迷ってるの？」

「そりゃ……」

「別に烈火には何の不都合もないでしょう？　負けても自分たちの住む『世界』から『全ての戦争オールオブウオー』がなくなるだけだよ？」

「……」

　背中に遊陽とシスの視線を感じる。

　つーかさっきからチョイチョイ思ってたけど。

「案外性格悪いなアンタ」

「性格悪いですねーこの女め神がみ様」

　俺とアールは同時に同じセリフを口にする。

　率そつ直ちよくな感想を言ったつもりだが、向こうは予想外だったのかズルッと頬杖を滑すべらせた。

「あのねぇ、私こう見えてもあなたの『世界』の神様よ？」

「知ってる」

　俺は言うだけ言って、後ろを振り返る。

　露ろ骨こつに不安げな表情のシスと、少し警けい戒かい気味の遊陽の表情が目に入った。

　まぁ、今のは実質「勝負を受けた上で烈火おれがわざと負ければ、労せずに『全ての戦争オールオブウオー』がなくなるよ」と言われたに等しいからな。

　この期ごに及およんで俺が裏切る可能性を、少しも彼女たちに疑うなと言う方が無理だろう。

（とはいえ、そんな可能性、この条件を提示された時点で、遊陽なら気づいてただろうし、あんまり後こう悔かいしても仕方ないか）

　それにもう、ここはこのまま話を進めるしかない。

「遊陽。この勝負、受けるか？」

　俺は尋ねる。

　ここまでの交渉は俺がやって、条件までは引き出した。

　だが勝負の俎そ上じように上がっているのは、俺と彼女の『世界』の運命そのもの。

　そして、これは俺にとって『アールの物語』の総決算であると同時に、『遊陽の物語』でもあると思っている。

　彼女の意見は無視できない。

　もし彼女が「否いや」と言ったなら……。

「……」

「遊陽ぃ……」

　無言でいる遊陽の袖そでをシスが引っ張る。

　その目は「やめようよ」と訴うつたえている。

　それもひとつの判断だろう。

　遊陽は……。

「シス」

　彼女は閉じていたまぶたを開き、隣の女神の名前を呼ぶ。

「俺は、この勝負を受けたい」

「で、でもぉ」

「すまない……危険なことは分かっているんだが」

　喋りながら、遊陽の目が俺に向けられる。

「もう、希望を見てしまった……今更、またあちらの『世界』にいって、悪役は続けられそうにない」

「遊陽……」

　シスはさらに何か言いかけて、やめた。

　遊陽の袖から手を離す。

　彼女にも、遊陽にヒドいことをさせていた罪悪感があるのだろう。それ以上はもう止めなかった。

「……」

　遊陽が俺の方へ歩いてくる。

　彼女は俺の目をジッと見て。

「お前を信じる」

　俺は頷く。

「全部解決したら、遊陽には『全ての戦争オールオブウオー』が起きた歴史を変える手伝いをしてもらう約束だからな。勝てばどうせ同じだ」

「そうだな」

　俺と遊陽は隣に並ぶ。

　そして、女神マインと対たい峙じした。





▽






「やれやれ、分かったよ」

　マインは仕方なさそうに首を横に振った。

　俺が八や百おち長ように荷か担たんする気はないと分かったのだろう。

「それじゃあ早さつ速そく勝負を始めようか」

　マインが立ち上がると、彼女が座っていた椅子が消えた。

（そういや、ここが闘技場に見えるのはマインがそう見せているからなのか？）

　だとしたら、マインは最初からこうなることを読んでいた？

「で……何で勝負するんだ？　ていうか、マインが俺たちと戦うのか？」

　俺は若じやつ干かん警けい戒かい心しんを強めながら尋ねる。

　するとマインは笑って。

「まさか。神様と人間じゃ対等な勝負にならないでしょ」

「なら、誰かそちらの『世界』の代表がいるのか？」

　今度は遊陽がマインを鋭するどく見み据すえながら訊きく。

「もちろん、そいつと君たちで戦ってもらうよ」

「誰なんだよ？　その代表って」

「ある意味きみたちがよく知ってる人間だよ」

「？」

　俺と遊陽がよく知ってる人間？

（『ヒロイン』の誰か？　博士とかか？　いや、けど博士が俺たちと戦うのを承しよう諾だくするか？）

　まぁ、無理やり戦わせようとしているのかもしれないが……。

　だが、それは何か違う気がする。

　いったい誰だ……？

「じゃあ、ここに呼ぶね」

　マインがそう言った瞬しゆん間かん。

　ひとりの男が彼女の隣に現れた。

　また唐突な出現だったが……現れたその顔を見て、俺と遊陽は目を丸くする。

　確かに俺たちはその男のことをよく知っていた。

　遊陽は直接会ったことがあるだろう。

　俺は……ある意味初対面だが、毎日のように鏡で見ている面だ。

　その男は。

「戦う相手って……俺かよ」

「そこまで嫌そうな顔するなよ……まぁ分かるけど」

【俺】は苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で言う。

　俺はひとまず湧わいた感情を胸の奥に押おし込めて、尋ねる。

「お前は……未来の【波乱烈火おれ】なのか？」

「そういうこった、過去の【波乱烈火おれ】」

　未来の俺は頷いてみせる。

　本当に顔も声も口調も、年格好までまったく同じだ。

「未来の俺なのに何で今の俺から一ミリも成長してないんだよ？」

「あー、お前くらいの頃ころに吸きゆう血けつ鬼き化したからなぁ。それ以降は歳とし取ってないんだ」

「ああそう」

　思わず口をついて出た疑問だったが、非常に分かりやすい答えが返ってきた。

「しかし、烈火さんがふたりいると分かりづらいですねぇ……未来側の人間としては、あちらの烈火さんが同一時間軸じく上の【波乱烈火】さんですが……」

　アールはチラリと隣にいる俺を見てくる。

「まぁ、本官は貴方あなたの『ヒロイン』ですし、ここはこちらの烈火さんの方を基準にして、あちらの方を未来烈火さんとでも呼んでおきましょうか」

　そう言って、アールは俺と向こうの俺――未来烈火を区別した。

　俺も分かりづらいからそう呼ぶとしよう。

「で……未来烈火って呼ばせてもらうけど、お前は何でそっちについたんだよ？」

　それから、俺は当然の疑問をぶつける。

　仮にも【俺】なら、未来烈火も俺と似た思考をするはず。

　だとしたら『自分のところマインの世界』だけでなく、『シスの世界』も救うことを目指すんじゃないのか？

「……お前も【俺】だからな、お前の言いたいことは分かる」

　未来烈火はさっきと同じ表情で、やはり苦々しく答える。

「でも、悪いな。俺は俺の『波乱の力』を手放すわけにはいかない」

「何でだよ？　別に、全部返すわけじゃないだろ？　俺たちが本来なら持っていなかったはずの、余計な分の力だけ返せば……」

「その余分な力が必要なんだ」

「？」

　未来烈火がなぜそこまで力にこだわるのか分からず、俺は首を傾げる。

「……俺たちは『シスの世界』からマインが取った『波乱の力』の分、歴代の『波乱』よりもはるかに多くの『物語』に巻き込まれた。それは知ってるよな？」

「ああ」

「じゃあ、考えてみろ。俺たちがただの『波乱』に戻ったら、巻き込まれる『物語』の数はどうなる？」

「？　そりゃ、力が減るんだから『物語』の数も減って……!?」

　言われて、気づいた。

　気づいてしまった。

　未来烈火が、なぜ俺と違ちがう結論に辿たどり着ついたのか。

　しかもそれは未来烈火だけじゃなく、俺自身にも関係のある話だった。

【波乱烈火】が余計な力を捨て、ノーマルな『波乱』に戻るということは。

　つまり……。

「そうだ。親おや父じや先祖たちみたいに、一いつ生しよう涯がいで巻き込まれる『物語』は激減する。それはつまり、救える『ヒロイン』の数も激減するってことだ」

「……！」

　マインはシスから賭かけで巻き上げた『波乱の力』を【波乱烈火】――つまり未来烈火から見て過去の俺に移植した。

　その俺から余計な分の『波乱の力』を返すということは、未来烈火からすれば過去改変と同じ意味を持つ。

　つまりそれはどういうことか？

「おそらく、お前が今まで救った分の『物語』はそのまま解決したことになるから、お前が把は握あくしている範はん囲いの『ヒロイン』は救われるだろう。だが、この俺がお前の時間軸以降に救った『物語』と『ヒロイン』については、その保証がない」

　俺が今まで救った『物語』は五十に満たない。

　だが未来烈火が救った『物語』は数百を超こえる。

　しかし、今の俺が『波乱の力』の返へん却きやくを行った場合、おそらく過去改変が発生し、未来烈火が救ったはずの『物語』の大半に「巻き込まれなかった」ことになる。

　なぜなら、彼かれが数百もの『物語』に巻き込まれたのは、【波乱烈火】が通常の何倍もの『波乱の力』を持っていたからだ。

『物語』に巻き込まれなかったことになるということは、即すなわち『ヒロイン』と出会うこともできなくなるということ。

『ヒロイン』と出会えなくなるということは、即ちその『ヒロイン』を救えなくなるということ。

　十六歳さいと約半年の俺にとってはまだ見ぬ未来の話だが。

　未来の俺にとっては、それは数百人の『ヒロイン』を見殺しにするに等しい。

　さらに言うなら、過去の俺と違って不死身になっているアイツからすれば、力を失うことはこれから先「救えるはずだった『ヒロイン』を見捨てること」にもつながるのだろう。

（そうか。未来の俺が本当に恐おそれてるのは「救えなくなること」なのか……）

　ああ、クソ。納なつ得とくした。

　確かにそれは【俺】らしい判断だ。

「なるほどな」

「納得したか？」

「……嫌いやになるくらいな」

　未来烈火の視線に、俺は思わず目を逸そらして返事をする。

　さっきまでこちらが問とい詰つめていたはずなのに、気がつけばこちらが問い詰められる格好となってしまった。

　この戦いに勝利すれば両方の『世界』が救えると思っていた。

　いや、確かに『世界』は救えるのだろう。

　だが、その代わりに。

　俺の見知らぬ、未来の俺が救った数百の『ヒロイン』たちが犠ぎ牲せいになる。

　それでいいのか……と俺の中の俺が問いかけてくる。

　どこまでも一ひと筋すじ縄なわではいかない『物語』だな、まったく……。

「それじゃ、そろそろ勝負を始めよっか」

　そこでタイミングを見計らったようにマインが切り出してくる。

「待っ」

「待たな～い」

　俺の制止など無視して、マインは話を続ける。

「勝負の内容はあんまりひねくれた物じゃなくていいよね？　拳こぶしと拳をぶつけて勝敗を決めようじゃない。『波乱』に殺し合われたら困るから、殺すのだけ反則で。ただし能力の使用は無制限ね」

「おいおい……」

　乱暴なルール設定に俺は口を挟はさむ。

「そっちの俺は物もの凄すごい能力を何十何百と持ってるんだろ？　そんなのこっちに勝ち目がないじゃないか」

「じゃあハンデでそっちはふたりでいいよ」

「でも」

「これ以上は譲じよう歩ほしないよ？　ルールは公平、対戦者は同一人物、それで充じゆう分ぶん平等なのに、ハンデまで認めてあげたんだから、これで納得してくれなきゃ」

「……」

　確かに条件を箇か条じよう書がきすると、むしろこっちが有利に見えるんだが、実際は違う。

　俺と未来烈火じゃスペックが違いすぎるのだ。

　だがその時、当の未来烈火が手を挙げ。

「俺は不死身だ。殺したら反則というのは、俺にだけ適用してくれればいい。ただでさえ力の差があるのに、加減しながら戦うのは大変だろう」

　と、向こうの方からさらなるハンデを申し出てきた。

　確かにそれは地味にありがたい……いや、積極的に殺しにいくというわけではないが、逆に言えば向こうは俺たちを殺さないように加減すると、自らに制約を課してくれたようなものだ。

「うーん、きみが言うならいいけど。でも、これ以上はホントに何も出ださないよ？」

「……」

　これ以上ゴネても、マインがルールを変えてくれることはないだろう。

　ここまでハンデをくれただけでもラッキーと考えるべきか。

　それとも、それでも問題ないほど力の差があると考えるべきか……。

「遊陽、いけると思うか？」

「……厳しいが、向こうの言う通り譲歩してもらってるのはむしろこっちだ。お前の交渉で、勝負の場を設けられただけでも奇き蹟せきに近い」

　遊陽は硬い表情のまま、拳のグローブを嵌はめ直す。

「俺は奴やつの異能を打ち消せる。俺の傍そばから離はなれるな」

「……おう」

「覚かく悟ごは決まった？」

　マインが尋ねてきて、俺と遊陽はそれぞれ頷うなずく。

　彼かの女じよは次に妹のシスを見やって。

「シスもいい？」

「遊陽……烈火……がんばって」

　シスは神様なのに祈いのるように両手を握にぎり締しめた。

「……」

　未来烈火は無言で拳を握る。

　特に構えはないが、妙みようなプレッシャーを感じた。

（ホントにアレって俺なのかよ……）

　対峙してるだけで手の平にジットリと汗あせが滲にじむ。

　先程体験したラスボスラッシュに匹ひつ敵てきする圧力だ。

　未来烈火の話を誰だれかから聞く度たびに思っていたが、どう考えても俺と別人すぎるだろう……！




「じゃあ……はじめ」




　いつの間にかマインは遠くに離れていたが、その「はじめ」の声はよく聞こえた。

「っと！」

　慌てて身構える俺だが、未来烈火はいきなり攻こう撃げきはしてこなかった。

　今なら不意をつけただろうが、そうはしなかったらしい。

　理由は、その表情を見れば分かる。

（ツラそうな顔しやがって……）

　いかに別人じみたスペックをしていても、中身はやはり同じか。

　どいつもこいつも進んで茨いばらの道を選びやがって……。

　その選せん択たくしかないと頭で分かっていても、やっぱり遊陽たちの『世界』の敵となる決断は未来烈火にとって苦しいもののようだ。

　その後ろめたさが、不意打ちの機会を見み逃のがしたのだろう。

　かといって、じゃあ俺はどうなのかといえば。

　正直、ここに来て迷いが出てる。

　根本的に勝てるかどうかという問題もあるが。

　はたして未来烈火を倒たおしていいのか。

　アイツに救われるはずの、アイツが救ったはずの『ヒロイン』たちを犠牲にしていいのか？

　悩なやむ。

　迷う。

　だから、戦いの口火を切ったのは、俺たちではない――波乱遊陽だった。

「行くぞ！」

　その声は、未来烈火に対してではなく、俺に向けられた物だった。

　彼女から離れれば未来烈火の何かしらの能力の餌え食じきになる。

　だからつかず離れずついてこい、と彼女の声は言っていた。

「！」

　俺は迷いながら、それでも彼女とともに駆かけ出す。

　遊陽は走りつつ、ジャケットの内側からスタンロッドを取り出した。

　バチィと電気が流れる音がして、ロッドから火花が散った。

　どんな出力してんだそれ!?

　隣となりを走りながら俺は慄おののくが。

「……恨うらみたきゃ恨めよ」

　未来烈火は特に動じた様子もなく呟つぶやいて。

　スタンロッドにまるで怯ひるむこともなく、こちらへと突とつ撃げきしてきた。

　一いつ瞬しゆんで距きよ離りが詰まる。

「くっ！」

　遊陽がスタンロッドを振ふるう。

　相手の突撃に合わせた完かん璧ぺきなタイミングだった。

　だが、未来烈火は躊躇ためらいなくロッドを左手で掴つかむ。

　再びバチィと空気が弾はじける音がして、強きよう烈れつな電気が未来烈火に流れ込んだはずだが。

「……」

　未来烈火は倒れる様子も、気絶する様子もない。

　それどころか、ピンピンしていた。

　ただし、スタンロッドの電でん撃げきの衝しよう撃げきで、その左ひだり腕うでの前袖が一瞬で燃えて、ボロボロになっていた。

　その焼え破けた袖の下から、見たこともない光こう沢たくをした金属の腕うでが覗のぞく。

「サイボーグ!?」

「絶ぜつ縁えん性せいのな」

　未来烈火は答えつつ、右手を広げる。

　その手の平から、火の玉が発生した。

「!?」

　遊陽は異能キャンセラーで火の玉を打ち消し、スタンロッドを手放して距離を取る。

　今のは魔ま法ほう？

　それとも超ちよう能のう力りよくか？

　もしくはもっと別の能力？

「本当に人間やめてるんだな」

「そういうお前はやめてないんだな」

　やや呆あつ気けに取られている俺に対して、逆に未来烈火の方が言ってくる。

「同じ人間のはずなのに随ずい分ぶん違ちがう」

「そうみたいだな……！」

　俺は冷ひや汗をかきつつ、前へ出た。

　遊陽ばかりにやらせるわけにはいかない。

「この！」

「……」

　俺の拳を、未来烈火は肩から生えた三本目の腕で払はらう。

　その腕は半ば透とう明めいで、魔ま力りよくの光のような物を帯びていた。

「チッ！」
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　勢いのまま、俺は右みぎ脚あしを振り上あげる。

　だが今度は背中から生えた腕がこちらの蹴けりを押さえた。

「何でもアリだな！」

「……」

　未来烈火は今度は答えず、先さき程ほど火の玉を出した右手を俺へと向ける。

　やばっ、燃やされる！

「烈火！」

　遊陽の介かい入にゆうで丸焼きになる前に火の玉はかき消えた。

　ついでに未来烈火の左ひだり肩かたと背中から生えていた腕が消える。

（今のは少し遊陽から離れてたけど、異能キャンセラーは距離があっても発動できるのか）

　掴まれていた蹴り足が解放された俺は、慌てて未来烈火から離れる。

「助かった、遊陽」

「あまり離れるなと言っただろう」

「……」

　俺たちのやり取りを未来烈火はジッと見ていた。

「ちょっとー、相手殺しちゃったら反則負けだからねー？」

　遠くからマインが大声で注意する。

「分かってるよ」

　未来烈火は素っ気なく答えた。

「……？」

　考えてみれば、殺したら反則負けなのに火の玉は危険すぎやしないか？

　未来烈火ならもっとこういう勝負に適した能力があるはずじゃ……。

　フッと湧いた違い和わ感かん。

　しかし、それについて考える余よ裕ゆうもなく。

「―――」

　未来烈火が左腕をこちらに向ける。

　手の甲こうをダランと垂らし、腕だけをまっすぐ伸のばしたそのポーズから――唐とう突とつに、左腕が変形する。

「オメガブラスター」

「いっ!?」

　なんだ、その聞くだに凶きよう悪あくな名前の武器は!?

　手首だった部分が砲ほう口こうになっていることから考えて、少なくとも射出系の兵器……名前の感じから推測すると、何かしらのエネルギー兵器か？

　どちらにせよ、科学で造られた武器が相手では、遊陽の異能打ち消し能力も無効だ。

（防げない!?）

　オメガブラスターの砲口に光が集まる。

「！」

　咄とつ嗟さに俺は前に出る。

　未来烈火との距離はわずかだ。

　撃うたれる前に砲ほう身しんを蹴り上げて射線を逸らすしかない。

　そう考えて、俺は前に出る。

　だが、それよりも早く。

「遊陽!?」

「……！」

　俺よりも一歩早く前に出た遊陽が、未来烈火のオメガブラスターに向かって手を伸ばす。

　と。

　オメガブラスターの砲口に集まっていた光が消え、パソコンが壊こわれたような甲かん高だかい悲鳴を上げる。

　動作不良？

「っ！」

　未来烈火は遊陽の追つい撃げきを避さけて後ろへ跳とぶ。

「ちっ……」

　遊陽も無理に追わずにブレーキをかける。

「……」

　未来烈火の左腕が元に戻もどる。

　だがどうも動作がおかしいらしく、指が変な方向に曲がっていた。

「ハッキング……それともウイルスか？　いや、もっと物理的に機械化した部分が破は壊かいされているな」

　未来烈火は左手を不器用に閉じたり開いたりしながら言う。

「こうならないために外側を絶ぜつ縁えん処理しているんだが……どうやった？」

「それは企き業ぎよう秘密だ」

　遊陽は相手の質問を突つき返かえす。

　その口調は不敵だ。

（そういや遊陽は科学技術そつちにも強いんだったか！）

〝強きよう硬こう派は〟のアジトでエルが室内をスキャンしようとした時、攻こう性防ぼう御ぎよがどうのこうのと言っていたっけ。

　遊陽は異能だけでなく、科学や機械・兵器に対する対たい抗こう策さくも持ち合わせているようだ。

（未来烈火の持ってる力を両方消せるなら、何とかやりようはある……！）

　小さな光明が見えた気がした。




　だが――




「装備変へん更こう」

「「!?」」

　未来烈火が呟いた瞬間、壊れていたはずの左腕が消失した。

　代わりに、別の腕が登場する。

「四次元収納か!?」

「悪いな。左腕はいつでも交こう換かんできる」

　驚きよう愕がくする遊陽の声に、未来烈火は淡たん々たんと答える。

　四次元収納って……別の空間に交換パーツをストックしてるってことか!?

　それを声ひとつで交換できるって……メチャクチャすぎるだろ！

「だったら何度でも壊すまでだ！」

　遊陽は叫さけび、再度攻こう撃げきを仕し掛かける。

「ッ！」

　俺もせめて手を貸そうと、彼女に続いて未来烈火に殴なぐりかかる。

　しかし、それも……。

「悪いな」

　ほんの一瞬で未来烈火の姿が俺たちの目の前からかき消える。

　異能？　それとも科学的な装備か？

　俺にはそのどちらなのかすら分からないが、とにかく未来烈火の姿が消えた。

「光学迷めい彩さいか？　そんな物……！」

　遊陽は叫び、何かしようとして。

「違う」

「ふぐッ!?」

　再び現れた未来烈火によって口に指を突っ込まれ、セリフを途と中ちゆうで途と切ぎれさせた。

「テメェ！」

　俺おれは遊陽を助けようと拳を振るうが、その前にまた未来烈火は姿を消し。

　気がつけば俺から何メートルも離れた場所に、遊陽を取とり押さえたまま立っていた。

「異能や兵器は無効化できても、俺自身の身体能力までは縛しばれないだろう？　数多あまたの人外の血を取り込んだ今の俺の動きは、当然常人離れしている」

「グッ!?」

　遊陽は未来烈火の指に噛みつくが、何の効果もない。

「……オメガブラスターをどうやって壊したのかは知らないが、その装置のスイッチは口の中だろう？　さっき奥おく歯ばを噛み締めていたのが見えた」

「……！」

　遊陽の表情が変わる。

　図星のようだ。

「しまった……！」

　俺は遊陽の許もとへ駆けつけながら後悔する。

　さっき未来烈火が火の玉を出したのも、オメガブラスターを使おうとしたのも、俺たちを倒そうとしたんじゃない。

　こちらの奥おくの手てを調べていたんだ……！

　不意打ちとはいえ、未来烈火は一度遊陽に不覚を取っている。

　だからあえて慎しん重ちように、こちらの情報を集めて……もう脅きよ威ういはないと判断して、本気を出してきたんだ。

「……もう眠ねむれ」

　未来烈火が遊陽の額に指を当てる。

「遊陽ぃ！」

「れっ……！」

　俺は手を伸ばしたが、まるで間に合わなかった。

　次の瞬間、いかなる力を使ったのかは知らないが、遊陽の体がビクンッと痙けい攣れんしたかと思うと、彼女はそのまま闘とう技ぎ場じようの床ゆかに倒れた。

「これで……あとは俺だけだな」

　未来烈火がゆっくりとこちらを振り返る。

「……！」

　俺は身構えるが、はたしてそれにどれほどの意味があるだろう。

「……」

　隣のアールも表情を歪ゆがめ、いつもの軽口もなりを潜ひそめている。

「……安心しろ」

「？」

　未来烈火がふと話しかけてきて、俺は反応に迷う。

　こちらの態度に構わず、相手は話を続けた。

「俺だって『シスの世界』を滅ほろぼすつもりはない」

「……どうする気だ？」

「こっちの『世界』で発生した『物語』も俺が解決する」

「！」

　置き手紙の中で、未来烈火はこの『世界』の『物語』をなるべく多く解決してくるような旨むねを書き残していた。

　そのおかげかどうかは知らないが、この『世界』にあいた黒穴は少し小さくなっていたと遊陽も言っていた。

（そりゃそうか……【俺】が進んで『世界』を滅ぼすわけないよな）

　自分のことだ。

　未来烈火がウソをついていないのは嫌でも分かる。

　なら、もう任せてしまうべきか？

　コイツなら俺よりたくさんの『物語』を解決できるだろう。

　コイツの言う通り俺たちが救うはずの『ヒロイン』たちも見殺しにできない。

　俺とは違う、コイツなら。

「……」

　俺とは……違う。

　いや。

「…………誤ご魔ま化かすなよ」

「！」

　俺の口から漏もれたセリフに、未来烈火の動きが硬こう直ちよくする。

「いくらとんでもない力を身につけたからって、お前ひとりで両方の『世界』の『物語』をあれもこれもと救い続けられるわけあるかよ」

『世界』は広い。

　人間ひとりの足じゃ、到とう底てい回りきれないほどに。

「数千年間、神様たちのゲームの決着がつかなかったのは、両方の『世界』に『波乱の力』が満ちていたからだ」

　遊陽の話じゃ、『波乱の力』というのは【波乱烈火】だけの力じゃない。

　同じ力を持った奴は『世界』のあちこちにいて、そいつらみんながそれぞれ『世界中の物語』を救ってきた。

　だからこそ、ふたつの『世界』の『幸福量』はバランスが取れていたんだ。

「『世界』全部を救うのに必要なのは質よりも数だ。お前ひとり凄すごい力を持ってたとしても、全すべての『物語』に手を差さし伸べられるわけじゃない」

「ああ……だけど、手を差し伸べられたからって、誰もが『物語』を救えるわけじゃない」

　未来烈火は苦くるし紛まぎれに言う。

「『救えずに終わる物語』はどうしたって『世界』のどこかで出てくる。俺や、俺以外の『波乱の力』を持つ者がどれだけの数いたって、本当に『世界中の物語』を救えるわけじゃ……」

「その「手を差し伸べられる」ことが重要なんだろうが！」

　俺は、未来の俺に怒ど鳴なりつける。

「たったひとりで何にも救われずに終わることと、結果救われなくても誰かが手を差し伸べてくれたことは、結末が同じでも終わり方が全然違う！　それが本当の意味での「救い」なんじゃねぇのか!?」

「……っ」

　未来烈火の拳が震ふるえる。

「それでもっ……俺には、今まで救ってきた『ヒロイン』たちを見捨てることはできないっ！」

「……っ」

　今度は俺が黙だまる番だった。

　俺とコイツとでは背せ負おってる物の重みが違う。

　向こうは負ければ数百の『ヒロイン』を見殺しにする羽目になるのだ。

　いくら口で大層なセリフを吐はいたって、俺にはまだ何の勝ち筋も――全てを救える道筋も見えていない。

（そんな状態で、コイツを倒せるわけがない……！）

　何かないのか？

　数多の能力を持つ未来烈火に勝つ方法。

『ヒロイン』を誰ひとり見殺しにしない方法。

「……」

　やっぱりないのか？

　そんな都合のいい力……あるわけが……。

（……力？）

　何だ……何か今頭の中で引っかかった。

　何か忘れてる。

　今の今まで気に留めていなかったせいで、忘れている何かが……今。

「さっきも言ったが……恨みたきゃ恨め。その覚悟はしてきた」

　未来烈火が戦いを終わらせようと身構える。

「待っ、まだ何か……ッ」

「―――」

　俺は止めようとするが、それ以上は聞く耳を持つ気がないのか、未来烈火の表情は揺ゆるがない。

（クソッ、何か思いつきそうなのに!?）

　しかしその何かがすぐに出てこない。

　これでは説得する前にやられる……！

　俺が歯を食くい縛った――その時。

「烈火！」

　倒れていたはずの遊陽が、背後から未来烈火を羽は交がい締じめにした。

「遊陽!?」

「シスっ、、に……！」

　彼女は振りほどこうとする未来烈火を押おさえながら、自分の『世界』の女め神がみの名を俺に伝える。

　なぜ今その名前を……。

「！」

　そこで俺は、今まで忘れかけていたことを思い出した。

　俺はすぐさま踵きびすを返し、闘技場の端はしで戦いを見守っているシスの許へ向かう。

「シス！　アレはまだ有効か!?」

「あ、あれって？」

「試練を乗のり越こえたら好きな能力がもらえるってアレだよ！」

　元々、神の試練とは人間が能力を得るためにやるものだと遊陽は言っていた。

　俺の場合は単に神様に会うための手段と捉とらえていたから、能力がもらえることをスッカリ忘れていたが……。

「の、能力？　それならできるけど……それで向こうのきみに勝てるの？」

「……！」

　魔法・宇宙科学に加え、オーパーツやら人外の血やら、数百の『物語』からあらゆる能力を取り込んだ未来烈火。

　それに対たい抗こうできる唯ゆい一いつ無む二にの能力って……何だ？

（もらえる能力はたった一個……無効化系？　いや、遊陽でも歯が立たなかった。なら一いち撃げき必殺系の、ってそれすら効かない気がする）

　全身を麻ま痺ひさせる能力？

　それとも洗脳？

　マンガで見たことのあるチート能力をいくつも思おもい浮うかべるが、どれを選んでもアイツに勝てるイメージが湧わかない。

　俺なんて所しよ詮せんは『物語に巻き込まれる』だけで、力に関しては『ヒロイン』に頼りっきりで……。

「―――」

　待てよ。

『物語に巻き込まれる』だけ？

（主人公……）

　いつだったか、親おや父じやアールは『波乱』の人間を『物語の主人公』に喩たとえていた。

　俺たちは主人公が失われ、バッドエンドになるしかない『物語』に巻き込まれる代理主人公なのだと。

　実際、その通りだった。

　俺は何度も何度も『物語に巻き込まれ』、そして『ヒロイン』たちの力を借りて戦ってきた。

　なら、今度は逆に。

（だけどいいのか……そんな能力？）

　たぶん、その能力を得れば、今直面している全ての問題を解決できる。

　だが、それは客観的に見て「非常に周りに迷めい惑わくな能力」だ。

　俺や、俺と同一人物である未来烈火は当然として、皐さ月つきやイリスたち、今まで救った『ヒロイン』やこれから救う未来の『ヒロイン』にも、きっと迷惑をかける。

（それでいいのか、本当に？）

　その時、ふと。

　――過去の声が耳の奥から聞こえた。




『さあ、私たちに聞いてみなさいよ――『俺は危険な存在だけど、それでも一いつ緒しよにいてくれるか？』って』




『響ひびきの物語』で俺が大ピンチだった時に、皐月に言われた言葉だ。

　自分の『血筋』のせいでみんなを危険に晒さらすかもしれないと思って、彼女たちから離れた時に叱しかられた言葉。

（迷惑とか……俺が勝手に尻しり込ごみしたら、またみんなに怒おこられるかもな）

　今まで俺が力を貸してくれと頼たのんだ時、みんなすぐに俺の家に駆けつけてくれた。

　彼女たちから俺へ向けられた好意の数々。

　当然、全部覚えてる。

　アールに何度も誰か選べと言われても、全然選べないヘタレな俺に。

　俺にはもったいないくらい素す晴ばらしい彼女たちが向けてくれる気持ちを。

　まずは信じてみよう。

　もし迷惑だと言われたら……その時は謝あやまろう。

　そのまま嫌きらわれたなら、たぶんその娘こは俺の『ヒロイン』じゃなくなる。

　そうなった時は、きっとこの能力の対象からもハズれるはずだ。

　その極きわめて迷惑な能力を手に入れた俺に、それでもまだ傍にいてくれるという『ヒロイン』がいるなら――その時はその好意に甘あまえよう。

　みんなが俺を助けてくれるなら。

　俺がみんなを守れるくらい強くなる。

　あの日の誓ちかいをもう一度思い出す。

「シス。俺が欲ほしい能力は――」

　そして、俺は神様に願いを伝えた。





▽






「がはっ！」

「……」

　自分を押さえ込もうとしていた遊陽を引ひき剥はがし、未来烈火は自由になる。

　再び闘技場の床に倒れ伏ふした彼女を見て、唇くちびるを噛かむ。

（出力を抑おさえたとはいえ、あの状態からもう一度起き上がるなんて……やっぱりコイツももうひとりの俺なんだな）

　パラレルワールドは「鏡合わせの世界」。

　未来烈火は直接遊陽からそれを確かめたわけではないが、なんとなく彼女が自分にとってどういう存在なのか察していた。

　彼かれは自分の体に異常がないか確かめる。

　何の問題もなし。

　左腕を一度壊こわされたが、それももう交換済みだ。

（こんな苦戦するのは久しぶりだな）

　あらゆる能力を身につけた未来烈火は、いつからか『物語解決』に苦労するということがなくなっていた。

『物語』の概がい要ようさえ分かれば、あとは大たい概がいひとりで何とかなる。

　まるで劇の終しゆう盤ばん、解決不可能な困難を絶対的力で強ごう引いんに解決してしまうデウス・エクス・マキナのような存在になっていた。

　だがそれは別にたいしたことではない。

『物語』を簡単に解決できるなら、それに越したことはないからだ。

　だから苦戦したなと思ったのも、特に深い意味はない。

　本当に、ただ久しぶりだなと思っただけだ。

「……」

　違ちがう、と未来烈火は心の中で訂てい正せいする。

　遊陽に苦戦させられたのではない。

（俺が苦戦したかったんだ）

『自分マインの世界』と『他人シスの世界』。

　ふたつを天てん秤びんにかけて、彼は前者を選んだ。

　もちろん、ただ単に他人より自分が優先だからと選んだわけではないが……苦くじ渋ゆうの選択であることに変わりはない。

　だから、この『物語』の解決にはなるべく苦しみたかったのだ。

　簡単に成なし遂とげたくなかった。

　厳しい戦いの果てに、血と汗と涙なみだを流して、何とか『物語みんな』を救ったんだと思いたかった。

　そうでなければ、あまりにも恐おそろしい。

　そんな簡単に『世界』の命運まで決めてしまえる力なんて、恐ろしいに決まってる。

「っ」

　未来烈火は頭を振る。

　誤魔化しは無意味だ。

（あとは、過去の俺を倒して……終わりだ）

　思えば、ここには『世界』や時間軸じくを異にするとはいえ、【波乱烈火】が三人もいる。

【波乱烈火】が三人も集まって、こんな結末しか迎むかえられないなんて滑こつ稽けいだ。

　そう思うが、むしろそんな物なのかもしれない。

　過去の自分烈火も言っていたように。

　たとえ『世界』の命運を左右するほどの力を持とうと、たったひとりでできることなどたかが知れている。

「クソッ……俺はどこかで間ま違ちがえたのか？」

　未来烈火は行き場のない憤いきどおりを、つい口から吐き出だした。

　その時。




「だったら俺がブン殴ってやるよ」




「―――」

　未来烈火は顔を上げる。

　するとそこには、過去の自分が立っていた。





▽






　俺は情けないツラをしている未来の自分に声をかける。

「そんなに倒たおして欲しいなら、そのままこっちまで歩いてこい。俺が殴ってやる」

「……【俺】にしては勇ましい挑ちよう発はつだな」

　未来烈火は呆あきれるように言う。

「悪いが、殴られてやるわけにはいかない。たとえ間違っていたとしても、俺には守りたい大切な物があるんだ」

「そう思うなら、そんなツラしてんじゃねぇよ」

「―――」

「……なんて言ってもまぁ、俺もお前の立場だったら同じ選せん択たくをしたかもしれねぇ」

「なら……」

「けどお前の言うように、俺とお前は違う」

　だけど、違ったからこそ、できることも違う。

「本当は説得しようと思ってたけど……やめだ。今のお前に、この『物語』も『ヒロイン』も任せられねぇ」

「……だったら、どうするつもりだ？」

　未来烈火が問うてくる。

　俺は。

「こうするんだよ！」

　ついさっき、シスからもらった能力を使う。

　それは本当に傍はた迷めい惑わくな能力。




「みんな……俺に力を貸してくれ！」




　俺は、きっと『世界中のヒーロー』の中で、一番情けない決め科白ゼリフを叫んだ。

　ひとりでばっかりやろうとした未来の俺や、遊陽には叫べない言葉。

　それをありったけの大声で叫ぶ。

　そうすると。

　文字通り「みんな」がココに現れた。

「えっ？」

「わっ、どこここ!?」

「いきなり転移が!?」

　闘技場に召しよう喚かんされた皐月・イリス・ハリッサが口々に驚おどろきの声を上げる。

「って、烈火!?」

「ウソッ、何でいるの!?」

「えっ、向こうにもレッカ様がいますよ!?」

　三人は俺と未来烈火を見比べ、混乱する。

「……？」

「これが俺の新しい能力だ」

　呆気に取られている未来烈火に、俺は告げる。

「いったい……何をした？」

「簡単だ――『俺の物語』にみんなを巻き込んだ」

『波乱の血筋』は『ヒロインの物語』に巻き込まれる体質だ。

　俺はその逆の能力をシスに願った。

「俺が『主人公』として立つ『物語』――目に映る『ヒロイン』たちをみんな救うと決めた『波乱烈火の物語』……それに俺の『ヒロイン』を無理やり巻き込む。それが俺の、字じ面づらだけ見たらこの上なく傍迷惑な能力さ」

　こうして俺が話している間にも、次々と『ヒロイン』は現れる。

　リア、つみき、テトラ、響、まだまだたくさん。

『日常』側の『ヒロイン』であるはずの桃もも音ね会長や常盤ときわ先せん輩ぱいまでいる。

　……さすがに戦せん闘とうの場面に病弱な先せん輩ぱいまで呼んだのはマズかったか？

　いや、とりあえず、ここはいてもらおう。

　まだ呆ぼう然ぜんとしている未来烈火に見せつけて、分からせてやるために。

「みんな！　いきなり呼んで悪かった！」

「おい、まるで状じよう況きようが分からんぞ問題児」

　桃音会長が木刀で肩かたを叩たたきながら俺を睨ねめつける。

「スミマセン！　事情はあとで全部説明します。けど今は――」

　俺はビシッと、未来烈火の顔を指差す。

「今まで起こったことの全てを解決するために、あそこにいる俺バカをブッ飛ばさないといけないんです！　だから……」

　俺は一度息いき継つぎをして。

「俺に力をッッ貸してくださいッッッ!!」

　思いっきり腹の底から声を出して、頭を下げる。

　いきなり呼びだして、こんなことを頼まれて。

　それで、『ヒロイン彼女』たちは。

「……よく分からんが、分かった」

「烈火をブッ飛ばすって気が引けるけど……それが必要なんだよね？　だったら、アタシも手伝うわ！」

「ワシがレッカの頼みを断るわけなかろう」

「仕方ないわねぇ。リアさん、ちょっと来て！　暗黒物質ダークマター作るから！」

「ハリッサ！　私が精せい霊れい装そう甲こうでナミーをサポートするわ！　詠えい唱しようお願い！」

「大変！　ギンガビューティーの衣装に着き替がえないと！」

「天使の私に神様絡がらみの案件持ってくるとか無む茶ちや言いますねぇ!?　いえ、お手伝いはしますけど、あとでたくさんラブエナジー吸わせてくださいよ！」

　各おの々おのが、各々に、俺に力を貸すと言ってくれた。

（どうだ未来の俺？　こんな光景、お前はもう忘れちまってたんじゃないか？）

　未来烈火は数多くの能力を手に入れて、ほとんど最強に近い存在になっていた。

　本物の最強の主人公に。

　そんな存在になってしまったら、もう『ヒロイン』の力なんて借りなくても『物語』を解決できるようになったんじゃないか？

　この闘技場で、たったひとりで平気なツラして立ってるのがその証しよ拠うこだ。

　誰だれかを頼たよらないとヤバいなんて、微み塵じんも思っていない孤こ独どくなツラだった。

　そんなんだから行いき詰づまるんだよ。

　思い出させてやる。

【波乱烈火】がいかに弱くて、『世界』に比べたらずっと小さな存在だってことを。

「ムドアーラ・バッフェ！」

『ナミー！　精霊装甲の準備できたわよ！』

　ハリッサの詠唱で、精霊のリュンが俺の全身を護まもる風の鎧よろいに変わる。

　彼女の声が、戦闘の合図だ。

「行くぞ！　歯ぁ食いしばっとけ【波乱烈火】！」

「!!」

　俺は叫び、リュンの力を借りて飛ぶ。

　同時に、みんなも走り出した。

「――天つ風　古き風　あるべきものを塵ちりへと帰せ」

「自動電磁蜘蛛オートスパイダー！」

　皐月の古代魔ま法ほうで轟ごう風ふうが吹ふき荒れ、シャーリーが機械でできた蜘蛛くもを床に放つ。

　轟風は正面から、バチバチと小さな雷を発生させる機械蜘蛛は下から、それぞれ未来烈火に襲いかかる。

「錬金術、石壁生成ウオールストーン」

　未来烈火は闘技場の床から壁かべを作って風と蜘蛛を防いだ。

　だが壁に当たった蜘蛛は爆裂し、石壁を粉々にする。

「シャーリー！　あんまり危ない発明品は使わないでくれって！」

「だーかーらー、安心安全の非殺傷設計だから大だい丈じよう夫ぶよー」

　前も似たようなこと言ってたけど、全然信用ならねぇ！

　まぁ、ツッコミはあとだ。

「くっ！」

　今の爆ばく発はつで砂すな埃ぼこりが発生し、未来烈火は視界を奪われている。

　そこへ、煙けむりに紛れて接近したスズランが銀のナイフを投とう擲てきする。

　だがそのナイフは、サイボーグ化した未来烈火の左ひだり腕うでに弾かれた。

　その、上げた左腕の下に、ロザリンドが潜り込む。

「喰くらえぃ！」

　吸きゆう血けつ鬼きのパンチが未来烈火の無防備な脇腹を狙ねらう。

「っ！」

　未来烈火は右手の平でロザリンドの拳こぶしを受け止めた。

　普ふ通つうなら吸血鬼のパワーに吹っ飛ばされるところだが、アイツも吸血鬼の血を取り込んでいる。綺き麗れいに受け止め、そのままロザリンドを片手で投げ飛ばした。

「ぬわっ!?」

　飛ばされたロザリンドは空中で体勢を立て直す。

　彼女が空中に投げ出されたその隙すきに。

　前後左右から、桃音会長とちりか、ユリアとヨルンが襲いかかる。

「『霊幻一刀』！」

「『蚕断ち』！」

「ハァ！」

「ドッセイ！」

　ふたりの剣けん士しはそれぞれの技を、ユリアとヨルンは斧おのとハンマーを全力で振ふり下ろす！

　その四方向からの攻こう撃げきを、未来烈火は右手と左手、それに胸と背中から生やした半はん透とう明めいの第三・第四の腕うでで受け止めた。

「うおっ！」

「烈火くんってばいつからそんな芸達者にってきゃああああ！」

　桃音会長はすぐに木刀を捨てて離はなれたが、呆あつ気けに取られていたヨルンはハンマーごと、さっきのロザリンドみたいに投げ飛ばされる。

「ヨルン！」

　俺はリュンの力を借りて、ヨルンの落下地点に風のクッションを生んだ。

　彼女はクッションに受け止められ、無事に着地する。

（今の四人同時攻撃でもダメか!?）

　ブン殴ってやると言ったが、やはり簡単にはいかない。

　と――四人の攻撃を捌さばいた未来烈火のすぐ傍そばに近づくひとりの影。

「！」

　未来烈火も気配に気づいて裏うら拳けんを振るうが、その拳は空を切る。

　なぜなら、後ろから近づいていた相手の背がとても低かったから。

（チェルシーの身長を下げる魔法か！）

　あれで小さくなって、未来烈火に気づかれないようにギリギリまで近づいたのだ。

　そして、彼女の魔法で小さくなっていたのは。

「ちょっと床に埋うまりましょうか」

　超ちよう能のう力りよく者のエリシアが、『壁抜け』を床に使って、未来烈火と一緒に石いし畳だたみに沈しずむ。

「！」

　未来烈火は首まで床に埋まり、生首だけ上に出ている状態になった。

「烈火！　チャンスだよ！」

「！　霧きり!?」

　空中で声をかけてきたのは、地上から大ジャンプしてきた霧だった。

　彼女は特撮ヒーローギンガビューティーの格好をしている。

「ほら、一緒に！」

「えっ、うわ！」

　霧に腕を引っ張られ、俺おれは地上の未来烈火めがけて落下していく。

　いや、違う。落下じゃなくてこれは……！

「ギンガビューティーキィィーーック！」

「……！　キィーーック！」

　彼女の必殺技の叫さけびに合わせて、俺もかろうじて跳び蹴げりを繰り出す。

　ふたり分の体重と加速が加わった大ジャンプ蹴り。

　顔面に喰らえば昏倒必至だ。

　だが、未来烈火は冷静に。

「脚部ブラスター、点火オン！」

　奴やつがそう言うと、いきなりゴゴゴゴという轟音とともに、闘技場の床がヒビ割れる。

　そして、俺たちの跳び蹴りが決まる前に、未来烈火は足の裏から火と煙を噴いて、まるでロケットのように生き埋め状態から脱だつ出しゆつした。

　俺と霧は目標を見失い、仕方なくそのまま床に着地する。

「うわー惜しかったね、烈火！」

「ていうか必殺技叫ばなければ不意打ちできたんじゃないか？」

「え？　でもヅィータがちゃんと叫べって」

「おいヅィータ！　余計なこと霧に吹き込むな！」

　俺は闘とう技ぎ場じようの端っこで、いつの間にか用意した監督椅い子すに座るヅィータに文句をつける。

「うるせー！　こんなおもしろい映像が撮れてんだから、文句言わずに盛り上げろ！」

　メガホンで叫び返してくるヅィータは、しっかりと小型カメラを逆の手に持っていた。

「…………」

　と、同じ場所に避難していた常盤先輩が、隣となりのヅィータに何事かを耳打ちしている。

「この嬢ちゃんも小説のネタにするから、何かラッキースケベ起こせってさー」

「そんな余よ裕ゆうあるかぁー！」

　思わず先輩に素でツッコんでしまった。

　だが常盤先輩はこちらの怒鳴り声が聞こえていないかのように、グッと親指を突つき立て、胸に抱かかえたメモ帳にペンで何かを走り書きしている。

　あの創作脳たちめ……この状況すらネタにする気か！

「ああもう！　ホントマイペースな人たちだなぁ！」

　まぁ自分で呼んだんだ、今は安全なところにいてくれればそれでいい。

　そんなことは置いといて。

「待てこの！」

　空へ逃げた未来烈火を俺も風に乗って追いかける。

　その空中では、ほかにも空を飛べる『ヒロイン』たちがすでに未来烈火と戦っていた。

「ギャオオオオオオウ!!」

　リヴァイアサン化したリアが、その大きな額につみきとハリッサを乗せ、未来烈火に襲いかかる。
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「相変わらずデカいな、リアは」

　未来烈火はそう呟つぶやいて、右腕を巨きよ大だい化させた。

　今のリアは全長五十メートル以上の大だい蛇じやレベルの大きさだが、その口は一軒家だって丸まる呑のみにできるほど大きい――その上うわ顎あごと下顎を、未来烈火は片手で掴つかんで開けられないようにする。

「ムグゥ!?」

「あっ！　ちょっと手ぇ離しなさいよ！」

　頭の上でつみきが、暗黒物質ダークマターの入ったタッパーを持って抗こう議ぎする。

　何かあったらあれでエネルギー補給するつもりだったらしいが、口が開けられなくては暗黒物質ダークマターを食べさせられない。

　だが、その時。

「!?」

　突とつ然ぜん、バチバチバチと未来烈火の左腕が悲鳴を上げる。

「ファムか!?」

　未来烈火はグレムリンのファムがやったと思ったようだが、彼の近くにファムの姿はない。

　しかし、俺も未来烈火もそのトリックにはすぐに気づいた。

（ハリッサの透明化の魔ま術じゆつでファムを消して、一緒にリアの上に乗ってたのか！）

　さっき遊陽は謎の技術で未来烈火の左腕を壊こわしたが、ファムは道具や知識がなくても機械を壊す能力を持っている。

　未来烈火の体のあちこちが機械化されていることに気づいて、ハリッサとファムが一手打ったのだろう。

「チッ！」

　そこでさらに、未来烈火の脚部からも火花が散る。

　未来烈火はリアから手を離して距きよ離りを取る。

　当然だ。あのままでは空を飛ぶための脚部ブラスターだって壊されかねない。

　と……思っていたら、背中から翼つばさが生えやがった。

　あれは……鳥というか、コウモリみたいな骨と皮の翼だ。

『うわっ、あれ怖くない？』

「悪あく魔まの血でも取り込んだのか？」

　リュンの呟きに同意しつつ、俺は拳を固める。

　相手が何だろうが、これはあくまで俺とアイツの勝負。

　宣言通りこのままブン殴なぐる！

「ウオオオオ！」

「！」

　未来烈火はギリギリのところで俺の拳を躱す。

「その風……精霊か？」

「ああ」

「バカ正直に答えるな……いや、俺っぽいけど」

　未来烈火は呆れたように呟き、渋面を作る。

　そして。

「こんな風に利用されるぞ？」

「！」

　未来烈火が翼でひと扇あおぎすると、黒い靄もやのような物が俺を包んだ。

　すると、みるみる内に風の力が失われ、ドンドン高度が下がっていく。

「何だ!?」

『ち、力が抜けちゃう！　まるで幽ゆう鬼き病びようみたい』

「……！」

『リュンの物語』で精霊界を襲おそった、精霊から魔ま力りよくを奪うばう病。

　あれは確か本当は病ではなく魔ま王おうの仕組んだ罠だったはずだが……まさか、今の黒い靄はそれに似た呪いか何かか？

『ごめ……もう、飛べないっ』

「！」

　ついにリュンが支えられなくなり、俺たちは自由落下し始める。

　そのまま地面に激げき突とつか――と思ったが。

　途と中ちゆうで誰かに服の背中を掴まれた。

「ラシュエル！」

「ど、どうもー。はは早く逃げましょう！」

　ラシュエルは俺を抱えたまま、慌てた顔で後ろを振り返かえる。

　そちらからは猛烈な勢いで未来烈火が迫ってきていた。

「ヒィィィ！　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

　ラシュエルの飛行速度はあまり速くなく、そのまま追いつかれるかに思われたが。

「えぇーい！」

「何!?」

「ポピー!?」

　ひとりの妖精が、その体を目め隠かくしにして、未来烈火の目元を覆おおう。

「烈火サン！　ラシュエルさん！　今の内に！」

「はわわ分かりました！」

「待てっポピーが！」

　逃げようとするラシュエルに俺が反転を促そうとしていると。

「刻印マーク！」

　その時、地上の闘技場からシャーレンの声が響く。

　彼女の放った刻印マークの魔法が、いつの間にか未来烈火の肩に当たっていた。

「奪取ステイール！」

「！」

　シャーレンの刻印マークと奪取ステイールの魔法によって、未来烈火が地上へと引っ張られていく。

　だがそれだと今度は彼女が未来烈火と対たい峙じすることになるが。

「さっきはよくもやってくれたのう！」

「格闘戦ならアタシだって！」

　そこへ、シャーレンを護るようにロザリンドとイリスが加わり、未来烈火と激突する。

「猫ねこだって結構すばしっこさなら負けないのにゃ！」

　さらにアイも乱戦に自ら飛び込んでいった。

「……っ」

　一段力量で劣るアイが加わったことで、逆に未来烈火の動きが鈍る。

　向こうにはこちらを殺してはいけないというハンデがある。

　ロザリンドやイリスは頑丈だからある程度力を出しても構わないが、アイは撫でるように扱わなければならない……それが未来烈火の枷かせとなっているのだ。

　だが、たぶんきっとそんなことアイは考えていないだろう。

　俺と皐月が子供の頃ころに助けた子猫は、本当に勇敢に育ってくれた。

「い、今の内に降りましょう！」

　ラシュエルは慌あわてて俺たちを地上の安全なところに下ろす。

「リュン。力はどうだ？」

『うぅぅ、まだダメ』

　リュンからは芳しくない答えが返ってくる。

　どうする？　ここは精霊装甲を捨てて、別の手段を取るか？

　だけどシャーリーの薬や鬼欲の面は使うのにリスクがある。精霊装甲が最も安全に俺の身体能力を底上げしてくれるのだ。

「烈火！　リュン！」

　俺が選せん択たく肢しで迷っていると、そこへ澪みおが慌てて駆け寄ってくる。

「さっき烈火が落ちてきたのが見えて……もしかして、リュンに何か？」

「ああ、たぶん呪いか何か喰らっちまって」

「呪い……なら！」

　澪は頷うなずき、その場で大きく深呼吸すると。

「……遠くにない　後ろにない　目の前にあるそれは――」

　澪が唄うたい始めた歌の曲名を俺は知っている。

『未来の前日』。

　幽鬼病にかかった精霊たちを癒いやしたアイドル『ＭＩＯみお』のデビュー曲。

　未来への希望を唄った歌詞が、リュンにかけられた呪いを癒やす。

『ありがとう澪！』

「ありがとな、澪」

「うん。頑張って、ふたりとも！」

　澪の声援に背中を押され、俺たちは再び飛び上がる。

「にしても、さっきから何やっても避よけられちまうな……」

『あっちのナミーはスペック高すぎ！　よっぽど不意を打たないと勝てないよ』

「よっぽど不意を、か」

　確かにそれは俺も感じている。

　だが未来烈火の不意を打つのは極めて困難だ。

　単純にスペックが高いのは当然として。

　アイツは数百を超こえる『物語』の中で、様々な技術や異能を目にして、体験してきたはずだ。

　だからこそ、皐月やイリスのような既知の『ヒロイン』は元より、それ以外の初見の『ヒロイン』の能力ですら、見た瞬しゆん間かんに「経験則」で、それがどんな能力か瞬時に見破られてしまうのだ。

（何か、アイツが絶対に知らないような方法で不意を突かなければ……！）

　その時、戦場で変化が起こる。

「喰らえ！」

　ロザリンドが赤い霧と化し、一いつ瞬しゆんで未来烈火の視界を塞ぐ。

「――風よ唄え　吹き荒すさぶ嵐よ」

　だが、次の瞬間に未来烈火が唱えた呪文で竜巻が発生し、霧とロザリンドを吹き散らした。

　しかし、それは囮おとり――

「全力で撃つわよ！」

「ああ！」

「躊躇ためらってる場合ではないな！」

　――イリス、リア、コロナの三人が横一列に並んでいる。

　それぞれ構えているのはレーザー銃じゆうに極大の水魔法と闇やみ魔ま法ほう。

　おそらくは俺の『ヒロイン』たちの中で、最も強力な攻撃の三連打が未来烈火めがけて発射された。

　その破は壊かい力は圧倒的で、またたく間に未来烈火を呑み込み、三つの波動はそのまま闘技場の彼方まで飛んでいく。

「いつまで撃つんだ!?」

「エネルギー切れになるまでよ！」

　コロナの大声での問いに、イリスが怒鳴り返すように答える。

　彼女の判断は正しい。

　もし力で強引に未来烈火を倒そうと思うなら、それこそ出し惜しみする方が危険だ。

　だけど……！

「え？」

　レーザー銃を撃っていたイリスが驚きよう愕がくの声を上げる。

　なぜなら彼女の目の前に――レーザー銃が放射するエネルギーの中を突っ切って、未来烈火が現れたからだ。

　彼女のレーザー銃だけは科学の力。

　おそらく、エネルギーシールドのような物で身を守って突とつ破ぱしたんだ……！

「イリスー！」

　俺は全力で彼女たちの許もとへ向かうが。

　時すでに遅し。

　未来烈火はまたたく間にイリス、リア、コロナの三人を無傷で昏倒させた。

「イリスさん！」

「リアさん！」

「コロナさん！」

「……皐月、つみき、スズラン、三人を安全なところへ」

　俺は気絶した三人のことを皐月たちに頼たのむ。

　皐月なら治ち癒ゆ魔法が使えるから、彼女に任せておけば大丈夫だろう。

　だが、彼女たちの離脱はかなり痛い。

「これで戦力はだいぶ落ちたな」

　未来烈火はこちらの内心を見透かしたように言ってくる。

　それから奴は、いつの間にか新しいパーツに換装した左腕を持ち上げる。

「衝しよう撃げき波だ。死なないが、かなり痛いぞ」

「！」

　言うや否いなや、未来烈火の左手の指にあいた穴が周囲の空気を吸い込み、手の平の中央の大きな穴から圧縮された空気の塊が発射される。

（風を操あやつって……ダメだ、重いッ!?）

　衝撃波の軌き道どうを逸そらしきれない！

　直撃にそなえ、俺は歯を食い縛るが。

　その時、ふと俺の前にふらりとひとりの人影が現れて。

「ああ、危ないなぁ」

　と、彼女がそう呟いた瞬間、風の衝撃波はあらぬ方向に飛んでいった。

「冬とう子こ！」

「やあ」

　冬子は暢のん気きにヒラヒラと手を振る。

「キミの言ってた『物語』って奴に巻き込まれたのはこれが初体験だけど、本当に凄すごいものだね。言こと霊だまがキミの許へワタシを導いたわけだよ」

　冬子は、言霊という強力すぎる力の扱いに悩んでいた。

　そしていざという時に自分を止めてくれる人を探して、俺の許へやってきたのだ。

　彼女のセリフは、きっとその時のことを思い出しながら言っているのだろう。

「ワタシは自分自身に対する制約として、自分のため以外に言霊を使わないことにしているから。今後もあまりキミのことは手伝えないと思うけど」

「ああ、それはいいよ。冬子は『ヒロイン』だとしても、別に俺の言うことを聞かなきゃならないわけじゃないんだから」

「アハハ、この状況でワタシの能力を頼らないんだから、キミはやっぱり凄いなぁ」

　冬子はひとしきり笑ったあと、未来烈火へ視線を向ける。

「でもまぁ、今みたいにワタシに向かって攻撃が飛んできたなら、ワタシはワタシを守るために力を使うからね」

「え？　いや、危ないから離れてろって」

「おろっ」

　冬子はズルッと肩を落とす。

「あのさぁ……人がせっかく屁へ理り屈くつ言って……ああもう！　ワタシはキミの近くに居たい気分なんだよ！　それくらい分かって欲ほしいなぁ！」

「？？？」

　なぜ冬子が怒おこったのか分からず、俺は首を傾かしげる。

「こんな時まで烈火さんは鈍感ですねぇ」

　いつも通りアールにも呆れられた。

　冬子は怒ったまま。

「というわけで、そっちの烈火は跪ひざまずけ」

「！」

　彼女の言霊により、未来烈火が膝をつく。

　あらゆる異能も科学も身体能力も凌駕する突然変異の事象改変能力。

　その万ばん能のうの力の前には、さすがの未来烈火でも手も足も出ないようだ。

「……言霊使いか。俺の『ヒロイン』の中にはいなかったな。事象のズレによる運命岐路の誤差か」

　未来烈火は跪いたまま、グググッと顔だけを上げる。

「だが、事象改変能力は影えい響きよう範は囲んいが「自身の知覚できる世界内に限定される」ということを知っていたか？」

「ん？　何の話……」

「『閉じられた四面世界ホワイトキユーブ』」

　未来烈火がその単語を口にした瞬間。

　突如として俺の目の前で、冬子が白い箱に閉じ込められた。

　中に冬子が入っているはずなのに、箱はまったく微動だにしない。

「ふぅ……」

　未来烈火は息を吐はいて立ち上がる。

（言霊の影えい響きようが、消えた!?）

「お前、何をした？」

「見ての通り『世界』から隔かく絶ぜつされた箱の中に閉じ込めた。その中にいる限り、その少女は箱の中の世界でしか言霊が使えない」

「なっ……！」

「言っただろう。事象改変に必要なのは自己と世界への認にん識しきだ。世界から隔離されてしまうと、外に向かって力を発揮できなくなる」

　未来烈火は極々当たり前のように淡たん々たんと言う。

　そういえば『冬子の物語』を解決した時、俺は彼女の言霊を封じるため、『ゲームの世界』に誘い込んだ。

『ゲーム』の中はあらゆる異能が使えず、スペックが全すべてゲームのレベルや職業に準拠する『世界』だったからだ。

　そうやって俺は彼女の言霊を封じたわけだが……。

（あの時、冬子は言霊で『ゲームの世界』そのものを破壊しなかった）

　それを鑑みれば、未来烈火の言う通り言霊は『世界の外』に対して影響を与あたえられない能力ということになる。

「クッ……！」

　イリスやリアの持つ攻撃力とは違ちがうが、冬子の言霊も間違いなく最強の能力だった。

　それすらも未来烈火の前では簡単にあしらわれる……！

「さすがに、一ひと筋すじ縄なわじゃいかないな」

「響」

　気がつけば、戦闘続行が可能なみんなは、俺のところへ集まってきていた。

「まだ誰も諦めちゃいないし、逃げ出そうともしていない。しっかりしろ、烈火」

「ああ……分かってる！」

　響に勇気づけられ、俺は精霊装甲の手て甲こうの下で拳を握にぎり締しめた。

　今度は全員で一斉にかかる。

「いよいよ大詰めだな……！」

　未来烈火の顔にも緊きん張ちようが走り。




　俺たちは最終局面に入った。




　だがそれは戦いと呼ぶにはあまりにもお粗末だった。

「……！」

　イリス・リア・コロナ・冬子、それに看病している皐月につみきにスズランの七人を引いても、こっちはまだ二十人以上いるのに。

　誰の攻撃も未来烈火には当たらない。

　今のこちらの主戦力はロザリンドだが、彼女の攻撃も簡単にあしらわれている。

　未来烈火は主力の攻撃を躱しながら、ひとりずつ順番に丁寧に、傷ひとつつけずに気絶させていく。

　それはもう丁重に、やさしく。

　決して誰にもケガを負わせないように。

　途中、皐月とスズランが戻もどってきたが、それでも未来烈火のやることは変わらない。

　どれだけ力に差があればあんな芸当ができるんだ？

（だけど……ダメだ。今のアイツに、俺の考えを話しても分かってくれる気がしない。大事なことを忘れちまった【波乱烈火】じゃ……！）

　だから一発ブン殴ってやる必要があるのだ。

「ウアアアア！」

　俺は風の力を借りて突とつ撃げきする。

「強制解除パージ」

「!?」

　だが突然、俺とリュンがバラバラになった。

　精せい霊れい装そう甲こうが解除された!?

　慌てて起き上がるが、その時にはすでにリュンは声もなく気絶させられていた。

「異能消しとは違うがな。こういう芸当も俺にはできる」

「だったらさっきも同じことやればよかったじゃねーか」

「そうしたら本当に落下していたかもしれないぞ」

「……ラシュエルたちが俺の助けに入れるように、リュンを呪う程度で留とどめていたのか」

　本当になんて野や郎ろうだ。

「もう終わりにするぞ」

　未来烈火が拳を振りかぶる。

　その拳が俺めがけて振り下おろされる直前。

「烈火さん！」

「烈火！」

「逃げてください！」

　テトラにニャニャン、それにレインの三人が、未来烈火の手足にしがみついた。

「―――！」

　未来烈火の動きに躊ちゆう躇ちよが生まれる。

　彼かの女じよたち三人はヅィータや常盤先せん輩ぱい並に脆もろい。

　誰だれも傷つけないように戦っている奴にとっては、ひと際きわ気をつけなければならない三人だ。

（チャンス！）

　逃げろと言われた俺は、逆に拳を握りながら立ち上がる。

　動きが鈍った今が、千載一遇の好機！

「うおお！」

「……」

　未来烈火はテトラたちを振りほどかなかった。

　彼女たちを傷つけないことをあくまで優先し。

　動かせない両手両足の代わりに――胸から突き出てきた半透明の拳が、俺の顔面へと迫せまる。

（忘れてた……っ）

　防ぼう御ぎよに使えるなら、攻撃にも使えて当然。

　まるで死ぬ寸前みたいに、俺の目にはその拳がスローモーションに見える。

　完かん璧ぺきなタイミングのカウンター。

　避けられるはずがない。

　この半透明の拳にどれだけの攻撃力があるのか分からないが、綺麗にアゴに入ればまず間違いなく気絶させられるだろう。

　そうしたらきっと終わりだ。

「ッ！」

　俺は絶対に気絶してやるものかと歯を食い縛る。

　気合いを入れれば、一発くらいならどんなパンチでも耐たえられる……と、どこかのマンガで読んだ気がする。

　それを今すぐ実戦してやる！

　そう思って、俺は迫る拳を注視した。

　そして、半透明の白い拳は。

　同じく半透明の赤い壁かべによって阻まれた。

　直後に、誰かが俺の胸むな倉ぐらを掴む。

　瞬間、俺の視界が暗転した。

　真っ暗になった視界は、数秒もせずに元通りになる。

「無む謀ぼうよ、このバカ！　大バカ！」

「エル……」

　俺を助けてくれたのはエルだった。

　おそらく彼女のバリアと粒子化転移装置を使ったのだろう。

「っ」

　俺は自分がどこにいるのか確かめる。

　未来烈火との距離はさほど離れていなかった。

　ほんの五十メートルほど。

　移動は数秒にも満たなかっただろう。

　その間に、テトラたちは全員眠らされていた。

　これで残ってるのは俺たちだけだ。

「あーもう……私も資料では読んでたけど、未来のアンタって死ぬほど強いのね」

「まったくだ。最強の主人公なんじゃねーのか、アイツ」

　あえて軽口を叩くエルに、俺も返す。

　すると彼女は不意に、俺の首にしがみつく。

「でも……アンタはアイツに全部任せる気にはなれないのよね？」

「ああ」

「分かった……私たちも、アンタが主人公の方がいい」

「……？」

　エルはやけに「私たち」を強調して言った。

　彼女はそのまま立ち上がって、離はなれる。

「いい!?　私たちでアイツをブッ飛ばすわよ！」

　そう言いながら、エルは先走って突撃していく。

「待っ……！」

（私たちでって言っておいて、何で先に行く？）

　いくらドジなところがあるからって……。

　ドジ？　本当に今回のもいつものドジか？

　この場面で？　この局面で？

　何か「別のこと」を俺に伝えようとした？

　なぜ直接言わなかった？

（向こうの俺に聞かれるのを警けい戒かいした……？）

　あれだけ多彩な能力を持ち、身体能力も超人の域にある――聴覚が高感度マイク並だったとしても不思議ではない。

　あるいはエルのキクルムとしての機能が、未来烈火の肉体にそんな改造が施されていることを見み抜ぬいていたのかもしれない。

　なら、肝かん心じんの彼女が「伝えたかったこと」とは何だ？

　俺たちはエルを先頭に、未来烈火との距離を詰つめる。

「……」

　向こうは静かに佇たたずんで、俺たちの到着を待っていた。

　それでも、あと数秒もあれば辿たどり着つく。

　その長い長い数秒間、俺は何度もエルのセリフを脳内でリピートし続ける。

（私たちでアイツをブッ飛ばす……「私たち」……!?）

　気づく。

　気づいて、思わずそちらを見そうになるが、やめる。

　エルが隠し通してくれたヒントを、俺がバラすわけにはいかない。

　確かに上う手まく行けば、未来烈火の不意をつける。

　チャンスは一度。

　しくじれば終わる。

　しかもこの作戦は、さっきのエルが出してくれたヒントに、俺おれが気づいただけじゃ成立しない。

　でも、大だい丈じよう夫ぶ。

　俺は信じてる。

　必ず上手くいく！

「えいっ！」

　先に未来烈火の間合いに入ったエルは、鋭するどい蹴けりを相手の脛すねめがけて放つ。

「……」

　未来烈火はその蹴りを見もせずに躱し、低い姿勢になっていたエルの額に指を当てた。

「あぅ……！」

　エルはそのまま気絶させられる。

　遊陽やみんなを無傷で昏倒させたのと同じワザだろう。

「―――」

「―――」

　俺と未来烈火の目が合う。

　お互たがいの距離はほんの七十センチ。

　両者の拳こぶしが届く距離。

　この一いち撃げきで、決着がつく。

「あああっ！」

　俺は走ってきた勢いを全て乗せて、拳を放った。

「……」

　未来烈火はその全てを見切る。

　俺の拳の軌道。

　俺のアゴの位置。

　どうすれば一撃必倒のカウンターを当てられるか。

　たぶん、奴やつは一瞬でその全てを見切り、カウンターを合わせてきたのだろう。

　全ての筋肉、全ての勢い、何もかも拳につぎ込んだ俺には、もはや絶対に躱せない。

　さっきみたいに俺をバリアで護れるエルもいない。

　周りにいる『ヒロイン』は全員倒たおれている。

　ここに俺を助けられる奴は見当たらない。




　その時、誰かが俺の背中を押す。




　姿勢が前のめりになる。

　俺の拳が、未来烈火の想定を超えて加速する。
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「!?」

　未来烈火の表情が変わる。

　その表情の変化を見ながら、俺は別のことを思っていた。

（やっぱりお前はエルのヒントを理解できてたんだな）

　きっと俺よりも先に気づいてただろう。

　なぜなら彼女は。

（姉妹だもんなぁ、アール）

　いつも毒どく舌ぜつな俺の相棒。

『シスの世界』に来るために、俺と限りなく存在を重ね、俺以外の誰にも見えなくなっていた少女。

　未来烈火にアールが見えていないのは、遊陽が一度倒された時のセリフで分かっていた。

『これで……あとは俺だけだな』

　アールが見えていたなら、「俺だけ」なんて言うはずがない。

　だから未来烈火にとって、アールの存在だけは想定の埒らち外がいにいた。

　キクルムとしての機能や兵装を全てはずし、俺のあとをついてきて、握手する程度のことしかできなくなった彼女でも――俺の肩かたを押おして、パンチの軌道を変えることくらいはできる。

　もちろん、あまりに圧倒的雑魚である俺に対し、未来烈火も油断はあっただろう。

　だが強すぎるアイツには、見える範はん囲いの物は全て見えてしまっていただろう。

　きっと、ただの人間である俺の腕うでの可動範囲すら知っていただろう。

　だからあのカウンターを打った時点で、絶対にカウンターは成功すると確信してしまったのだろう。

　アールの存在に気づかずに。

「ぐあっ！」

　俺の全身全霊のパンチが鼻面にめり込み、未来烈火がブッ飛ぶ。

　いくら頑丈な体をしていても、油断して、気持ちを弛緩させた状態では、たかが人間のパンチも耐えられない。

「痛いてて……だから歯ぁ食くい縛しばっておけって言っただろ」

　顔を殴なぐって痛めた拳を労りながら、俺は仰あお向むけに倒れる未来烈火に告げる。

「……」

　未来烈火は嫌いやになるくらいアッサリと立ち上がった。

　なんと鼻血すら出ていない……どんな鼻骨してるんだ？

「終わりか？」

「ああ、お前の負けだ」

「どこが？」

「全部」

　未来烈火はわけが分からないという顔で首を傾げる。

　パンチがたった一発当たっただけ。

　しかもノーダメージ。

　もうタネはバレているだろうから、二度目はないだろう。

「……？」

　それなのに堂々と勝ち誇る俺に対し、未来烈火はさらに首を傾ける。

　俺はそんな態度を気にもせず、周囲を見回す。

　ほとんど気絶させられて眠っている、俺の自じ慢まんの『ヒロイン』たち。

「どうだ？　凄いだろ、俺の『ヒロイン』たちは。彼女たちの助けがあれば、俺みたいなただの人間でも、最強のお前にパンチを喰らわせられる」

「だからそれが何の……」

「お前が恐おそれているモノがもうひとつ分かったよ」

　俺の言葉に、未来烈火はピタリと止まる。

　未来烈火の恐れるモノ……それは過剰な分の『波乱の力』を失い、救ったはずの『ヒロイン』たちが救われてなかったことになること。

　そして。

「過去が変わって、お前が救った『物語』と『ヒロイン』の数が減れば、当然お前の持つその最強の力の数々も激減する――そして、弱くなった自分がこれ以降も『物語』を救えるのか……不安だったんだろ？」

「……」

「答えなくても分かるぜ。なんてったって、お前は俺なんだからな」

　俺の弱さは俺が一番よく分かってる。

　未来烈火の立場に立った時、いったいどんなことを恐れるのかだって、ちょっと想像すれば答えはすぐ出てくる。

「自分が弱くなるのは構わなくても、そのせいで救えなくなる『物語』が出てくるかもしれないことに耐えられなかったんだろう？」

「……カッコ悪いから黙だまってたんだけどな」

　わざとふざけた口調で、未来烈火は自嘲する。

　それから彼かれは顔を上げ、真しん剣けんな表情で、

「……で？　そこまで分かってて、俺がお前を倒すのを躊躇ためらうと思うのか？」

　と、訊きいてきた。

　俺はまた、躊躇いなく頷うなずく。

「だから見せてやったんだろうが、『みんなの力』を」

「……！」

　未来の俺は力を手に入れて、ひとりで何でもやりすぎた。

　だから、忘れてしまったんだ。

　人の力を借りることを。

「ひとりで最強でなくなっても、みんなの力を借りれば無敵だった。それを思い出だせ。お前だって最初は、自分ひとりじゃ『物語』のひとつも解決できなかったはずだ」

「……ああ、そうだった。確かに、そうだった」

　未来烈火は小さく頷くが、まだ納なつ得とくしていない表情だった。

「だが、それは力を返したあとの話だ。力を返すことで救えなくなる『ヒロイン』たちはどうする？」

「俺の新しい能力は説明したよな？」

　相手の問いに、俺は問いで返す。

「『波乱烈火の物語』に『ヒロイン』たちを巻き込む能力」

「過去の俺が手に入れた能力は、当然未来のお前の物にもなる。この能力があれば、俺たちは俺たちが救いたいと思った相手を『ヒロイン』として、自分の『物語』に巻き込めるようになるんだ」

「……っ!?」

　未来烈火はハッとして気づく。

　今までの『波乱の力』はあくまで受動的な能力だった。

　まず『ヒロイン』がいて、その『物語に巻き込まれる』ことで、俺はその『物語の主人公』の座に据えられていた。

　だが、これからは違う。

　俺が定めた俺の生き方――「みんなに助けてもらう代わりに、俺がみんなを救う」。

　その信念の全てが、俺の新しい能力には反映されている。

「未来には、博士の造った時空渡と航こう装置がある。それを使えば、お前はお前の『ヒロイン』たちを、今度は自分から救いに行けるんだ」

『波乱の力』を『シスの世界』に返すことで過去改変が置き、未来烈火が救ったはずの『ヒロイン』が出会ってすらいなかったことになるとする。

　だけど、その「出会ってすらいなかったことになった『ヒロイン』」の許へ、時空渡航装置を使って赴くことで、未来烈火はその救いたい相手を自分の『物語』に巻き込んで、救ってやることができるようになる。

「この方法ならふたつの『世界』も、全ての『ヒロイン』も、俺も、お前も、遊陽も、みんな救える。どうだ？　お前の負けを認めるか？」

　俺が尋たずねた瞬間、未来烈火は仰向けにバタリと倒れた。

「お、おい？」

「……俺の完敗だ。もうひとりの俺」

　まるで気の抜けた風船のように地べたから空を見上げながら、未来烈火はボソボソと呟つぶやいた。

「何だって……こんなに俺とお前は違っちまったのかね……？」

「別に、本質は変わらないと思うぜ？　ただお前は少し忘れちまってただけだよ」

「忘れちまってただけ、か……」

　未来烈火はため息をつく。

　深い深い、ため息だった。

　それから苦笑いして、

「ところでその解決策、何百っていう『物語』を救い直す俺の方が、やたらと負担大きくないか？」

　と、冗談っぽく言ってきた。

　俺もからかうように笑って。

「なんなら手伝ってやろうか？　それともまさか、何百って『ヒロイン』を救ってきたせいで、いつどこで救ったか忘れちまった『物語』とかないだろうな？」

「んなわけ、あるか」

　未来烈火は即そく答とうする。

「誰がお前なんかに手伝わせるかよ。彼女たちはみんな、俺の『ヒロイン』だ」

「そーかい」

　俺は頷うなずき、それ以上は何も言わなかった。

　そうして戦いは決着した。





▽






　決着後、観戦していた女め神がみたちがやってきた。

「遊陽～。大丈夫～？」

「ああ……」

　シスの方は気絶していた遊陽の看病をしている。

　なので、必然的に俺の方はもうひとりの女神マインの相手をさせられていた。

「いやあ、ビックリしたよ。まさかキミの方が勝つとはね、まぁどっちも烈火だけど」

「は、はあ……」

　この女神はちょっと苦手だ。

　言動がというか……まあ、ある意味この神様が全ての元げん凶きようでもあるので、恨うらみがましい気持ちが入っているかもしれない。

「しっかしあれだね～。『波乱の力』をシスに返すとなると、またふたつの『世界』の『幸福量』に差がつかなくなって、ゲームが終わらなくなりそうだね～」

「……だったらもうやめてくれよ。あんなゲーム」

　俺はつい、言ってしまった。

「大体、何でそんなゲーム始めたんだ……暇ひま潰つぶしの刺し激げきが欲しけりゃ、もっと別のゲームをしてくれよ」

「ん～？」

　マインはチラッとシスの方を見る。

　そのまま、俺の顔は見ずに口を開いた。

「神様って『世界』を創つくらずにはいられない生き物だって、シスから聞いたでしょ～？」

「え？　あ、はあ。生態だとか何とか」

　確かに聞いたが……どこかで盗み聞きしてたのか？　神様だし。

「ところでね、『世界』を創るのをやめた神様はどうなると思う？」

「？」

「『世界』創りをやめちゃったら、神様って消えちゃうんだ」

「いぃ!?」

　驚きよう愕がくの事実に俺は目を白黒させる。

「えっ、えっ？　でも、シスは特に理由もなくやってるって」

「人間も動物も本能で子供を作って子孫を増やすでしょ？　じゃあもし本能に逆らって子作りをやめたら、その種は滅んじゃうじゃない」

「……」

　生態や本能って、そういう意味だったのか……？

　マインは相変わらず俺とは視線を合わせずに話し続ける。

「私たちも長い時間『世界』を創っては終わらせてきたからねぇ……。今の『世界』を創る前のシスはホントヤバかったんだよ～？　もう消える寸前」

「……だから、あのゲームを？」

「うん、そう。あの子に『世界』創りの情熱を取り戻して欲しくって」

「でも、だったら尚更今の『シスの世界』を壊こわすような真ま似ねなんて……」

　勝負の前の様子からして、シスはもう充じゆう分ぶん『世界』を創る情熱を取り戻していた。

　それがマインの目的なら、あの時点でゲームなんて終わりにしてもよかったはずだ。

　だけれど、マインは首を横に振ふる。

「私は別に壊していいと思ってたよ？　そうしたら、きっとあの子は私を憎んで、また同じゲームを挑んでくるでしょう……今度は私の『世界』を壊すために」

「……！」

　マインの真意を聞かされ、俺は戦せん慄りつする。

　こいつ……なんつー神様だ。

「妹のためなら、『世界』で生きてる俺たちのことはどうでもいいっていうのか？」

「当然。たったふたりきりの姉妹だもの」

　マインは迷わず即答する。

　そこではじめて彼女は俺を横目で見る。

　その横顔は、微笑だった。

「神様も烈火キミも正義の味方なんかじゃない。私たちはいつでも、大事な誰かの味方でしかないんだよ」

「……言いたいことは理解できるけど、頼たのむから次はもうちょっと穏便にしてくれ」

「考えておく～。考えるだけ～」

　マインはそれで話したいことは全部話し終えたのか、俺から離れて妹のシスに抱きつきにいった。

　その様子だけ見れば仲睦まじい姉妹なんだが、今の話を聞いたばかりだと空恐ろしいシスコンに見える。

「いやあ、ゾッとする神様ですねぇ。ヤンデレっていう区分でいいんでしたっけ、あれ？」

　そこでふと隣となりに浮うかぶアールが話しかけてきた。

　俺はゲッソリと頬ほおがコケた気分になりながら、

「『世界』を巻き込むヤンデレとか勘弁してくれ」

　と、どうか二度とこんな『物語』が起きないことを祈った。

（ああ、でも祈りを聞き届ける神様ってあれか……）

　余計に絶望的な気分になり、俺は肩を落とした。

「……烈火さん」

「ん？」

「実は、少し考えてみたんですが」

「何をだよ？」

「なぜ、烈火さんと未来の烈火さんがこんなにも違っていたのか？」

「……！」

　アールの話に興味がムクリと湧く。

　確かにそれはこれまでも何度かあった疑問だ。

　今となってはさほど重要な問題でもないが、気にはなっている。

「聞かせてくれよ、アール」

「まあ、ほとんど推測に過ぎませんが」

「いいから、早く」

「はいはい……烈火さんは過剰なまでの『波乱の力』、即すなわち運命を変える力をお持ちでしたね？」

「ああ。まぁ、今は徐じよ々じよに抜けてってるみたいだけど」

　勝負の前の約束通り、【波乱烈火】に移植されていた『シスの世界の波乱の力』は、現在進行形で『シスの世界』へと返へん却きやくされている。

　今まで俺の中に一極集中していた力を『世界中』に分散させなければならない。

　そのため、俺はあと何日かこの上位世界に留まっていなければならないらしかった。

　まぁそれは置いといて、俺はアールの話の続きを聞く。

「烈火さんにだけ過去改変が可能なことから分かるように、運命を変える『波乱の力』は時空への干かん渉しようも可能であると推測できます」

「うむ、うむ」

「そして、ご覧になったように力を得すぎた未来の烈火さんは行き詰まっていました」

「え？　でもそれは」

「確かに、それはつい今さっきの話です」

　アールは俺の声を手で制し、続ける。

「ですが、先さき程ほども言ったように『波乱の力』は時空にすら干渉できる。今、私たちが立っている時間軸じくでなくとも、別の時空か、あるいは本官たちには知覚すらできない「近くて遠い世界」にいる【波乱烈火】さんが思ったのかもしれません――このままではいけない、と」

　アールは俺と未来烈火、遊陽の三者を見比べる。

「そういった思念が『波乱の力』を通して時空に作用し、一番最初のはじまり――十六歳さいになったばかりの【波乱烈火】の運命を変えた結果が、今本官の隣にいる烈火さんなのでは……と、思ったわけです」

「え～と……つまり」

　俺はない頭を必死に絞って、アールの話を必死に噛み砕く。

「つまり……未来か別の世界か、あるいはもっと別のどこかの【俺】が【俺自身】の運命を変えた、ってことなのか？」

「何度も言いますが本官の推測に過ぎません」

　アールはハッキリとは言わず、帽ぼう子しをかぶり直す。

「まあ、そんなのどうでもいいと思いませんか？」

　アールはそう言って、少しだけ口の両りよう端はしを持ち上げて。

「だってこの通り、烈火さんのおかげで全すべてが丸く収まったんですから」

「……ああ、そうだな」

　彼女の意見に全面的に同意して、俺も隣の少女と同じように笑った。







エピローグ







　それからしばらくして――




　俺は元の時代に戻もどってきた。

　元々『シスの世界』の物だった分の『波なみ乱だれの力』は俺の中から消え、それに伴ともなっていろいろな物が消えた。

　たとえば俺の時代では、〝強きよう硬こう派は〟によって破は壊かいされていた町並みが綺麗さっぱり元通りになっていた。

　さらに数日後、博士から状じよう況きよう報告という名の通信が届いた。

『ヒロイン』としては出会わなかったものの、博士の正体であるラピュータ王とは俺もこの時代で邂かい逅こうしている。

　そのため過去改変後も博士は未来烈れつ火かの『ヒロイン』のひとりとして、きっちりと残っているらしい。

　そして、未来のことが分からない俺のために、わざわざ報告を送ってくれたというわけだ。

　まず一番肝心な改変として、『全ての戦争オールオブウオー』が世界からなくなったそうだ。

　イリスの父親が死んだ事件もなくなり、未来烈火も当然遊ゆう陽ひに攫さらわれることなく残っている。

　ただその未来烈火は改変で未来から消えた『ヒロイン』たちを取り戻すため、毎日のように時空渡航装置で過去へ遡さかのぼっては、いくつもの『物語』を救っているそうだ。

　吸きゆう血けつ鬼きの血はまだ残っているので不死身なのだが、一刻も早く全員取り戻すといってかなり無む茶ちやをしているらしい。

　その手伝いをするために、未来の皐さ月つきたちも結構頻繁に時間を行き来しているとか。

　次に遊陽のことだが。

　あのあと彼女は一度こちらの『世界』へ渡ってきたそうだ。

　俺たちの『世界』もそうだが、あちらの『世界』にもかなりの改変が起きたらしく、博士によれば「遊陽が凄すごい女の子らしかった」そうだ。

　まぁ、『波乱の力』を失ったことが原因でいろいろあったわけだし……それ自体がなくなったのなら、かなり変わるのは予想の範囲内だ。

　それでも俺たちと出会ったことは朧おぼ気ろげに記き憶おくに残っているらしく、それでお礼を言うためにこちらの『世界』を訪ねてきたんだとか。

　その内、俺のいる時代にも顔を出したいと言っていたそうだ。

　そんなの未来の俺に言うだけで済ませりゃいいのにと思うが、まぁ彼かの女じよの訪問は楽しみにしておこう。

　その他諸もろ々もろ、改変の影えい響きようは『世界』のあちこちに出たそうだが、全部記すとキリがないからこの辺で――という感じで、博士からの報告は結ばれていた。

「まっ、めでたしめでたしって奴だよな」

「そうですねぇ」

「……」

　報告書を読み終えた俺の独り言に、無粋にも相あい槌づちを打ってくる奴が約一名。

　いやまぁ、その報告書を届けてくれたのは彼女なんだけど。

「なぁ、アール」

「何でしょう？」

「何でお前まだここにいんの？」

「ガーン！」

　俺の至極真っ当なツッコミに、アールは大おお袈げ裟さにショックを受けてみせる。

「まさか烈火さんがこんなに冷たい人だったとは……あれほどの絆きずなを結んだ本官を、もういらない子扱いするなんて！」

「いや、そこまで言ってねぇけどよ」

　俺は頭を掻きつつ訂てい正せいし。

「けど、『全ての戦争オールオブウオー』はなくなったんだろ？　だったらもうアールはお役御免じゃねーか？」

　アールの元々の役割は、俺に『ヒロイン』を選ばせ、『全ての戦争オールオブウオー』を止めることだ。

『全ての戦争オールオブウオー』そのものがなくなった今、彼女は自由のはずである。

　それが何でまた俺だけに見える姿で、しかも例の軍服を着て宙に浮いているのか？　ちなみにここは俺の部屋である。

「ちょくちょく遊びに来ていいと仰おつしやっていたのに……」

「いや、それは言ったけども。お前どう見てもオフって感じじゃないだろ？」

　ただ遊びに来たなら歓迎なのだが。

　その軍服姿は、どう考えても仕事モードだ。

「ああ、それは本官が直接お伝えしようと思いまして、博士の報告書には書かないでいただいたのです」

「？　何だよ？」

　わざわざアールが口頭で伝えたいこと？

　何だろうと思い、俺は椅い子すの背もたれに体重を預けて話を聞くモードに入る。

「こほんっ」

　アールは咳せき払ばらいをしてから、口を開いた。

「実は先日、『機関』の本部で会議が開かれまして」

「『機関』で？」

「はい。その会議で『波乱烈火の監かん視しを継けい続ぞくする』ことが決定しました。おめでとうございます」

「は、はあ？」

　意味が分からず、ついていけない。

「どひゅっ、どういうことだよ？」

　変な声まで出た。

「ほら、烈火さん『物語』の最後に、トンデモナイ新能力を手に入れてたじゃないですか」

「あ、ああ。『俺の物語』に『ヒロイン』を巻き込む能力な」

「あれがちょっと問題になりまして」

「問題？」

「というか、懸案事じ項こうですね」

　アールは説明する。

「まぁ、要するにですね、【波乱烈火】というパーソナリティーがその新能力を持っている場合、『シスの世界の波乱の力』を持っていた頃ころと同じか、はたまたそれ以上の『物語』を解決してしまう可能性があると」

「……それが？」

「つまり結局同じだけの『ヒロイン』が増える可能性があるわけですね」

「…………で？」

「鈍にぶいですねぇ、本当に分かりません？」

「……」

　本当は、なんとなく予想はついてる。

　でも、正直聞きたくない。

　だけどアールは構わず言ってくる。

「要するに、以前と同等以上の数の『ヒロイン』が増えてしまって、なおかつ烈火さんがヘタレなチキン野や郎ろうであった場合、また『全ての戦争オールオブウオー』が起こる可能性がある、とお偉方は考えたわけですよ」

「ばっっっかじゃねぇの!?」

　あまりにもあんまりな無む慈じ悲ひな結論に、俺おれは思わず口汚い言葉を吐はいた。

「何でそうなるんだよ!?　俺たちがどれだけ苦労して『全ての戦争オールオブウオー』を止めたと思ってるんだ!?」

「いえいえ、もちろん烈火さんの功績についてはみなさん理解していますよ」

　アールは興奮した牛でも宥なだめるみたいに「どうどう」と言う。

「大体、遊陽にはもうこっちの『世界』を不幸にする必要がないだろ？　だったら俺のところにいくら『ヒロイン』が集まろうが、『全ての戦争オールオブウオー』なんて起こらないじゃないか」

「確かに〝前回〟の『全ての戦争オールオブウオー』の原因は、遊陽さんが裏で『ヒロイン』同士の確執を広め、決定的な事件を起こしたからですが……」

　アールは神しん妙みような顔で後ろ手を組む。

「ですが、同じ人間を好き同士なら互いに嫉しつ妬とや確執が生まれるのは当然ですよね？」

「うっ……！」

「つまり、遊陽さんがいようがいまいが、烈火さんの周りに『ヒロイン』が多く集まれば集まるほど、第二の『全ての戦争オールオブウオー』が起こる可能性は強まるわけです。〝プチ〟リトル黙示録なんてのも実際ありましたし」

　駄天使ラシュエルがみんなの嫉妬心を昂たかぶらせ、リトル黙示録の一歩手前までいった事件のことだ。

　確かにあの一件に遊陽はまったく関かん与よしていない。

　そうなるとつまり、その『機関』のお偉方の懸念はむしろ当然ということだ……。

「……って、待てよ！　そういう対策を取るならまず、実際に数百って『ヒロイン』を侍らせる（予定）の未来の俺に監視をつけるのが妥当じゃねぇのか!?」

「それはもちろんやってます、エルが」

「お、おう……」

　こちらの反論に対してすでに先手を打たれていた。

「ちなみにエルもこっちの烈火さん担当になりたいとゴネられましたので、たまーに監視役を交こう換かんするかもしれません。ずっとではないですが」

「あー……そう」

　もう何か言う気力もなく、俺は力なく両手を上げて降参のポーズを取る。

　そんな俺を見て、アールはクスリと笑って。

「これからもよろしくお願いしますね、烈火さん」

「……よろしく、アール」

　と、俺が返事をしたところで、階下のチャイムがピンポーンと鳴った。

「おや、早さつ速そく誰だれか来たようですよ？」

　アールは俺に立ち上がるよう促す。

「皐月さんですかね？　ほかの『ヒロイン』さんでしょうか？　それとももしかして、早さつ速そく新しい『ヒロイン』さんですか？」

　これまでと同じように。

　いや、今までよりもちょっと楽しそうに、アールはワクワクとした様子で俺の周囲をくるくると回った。

　結局ほんの数日しか離はなれ離れになってなかったなぁ。

　まぁ、もう今年の春からこの光景に慣れてしまって、むしろこっちの方が落ち着くまであるか。

　さてと。

「はーい」

　今はハリッサが買い物に出てるから、俺が玄関に出なければならない。

　いったいドアの向こうには誰がいるのか？

　それは開けてみなければ分からない。

　俺の人生の先行きが、本当にまるで分からないのと同じで。

　俺は本のページをめくるみたいに、ドアを開ける。




　波乱烈火の物語じんせいはつづく





―了―
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あとがき







　神の域まで突入したラブコメオブラブコメ第十六巻です。十五巻から続なめこの方はお久しぶりです。十六冊同時にお買い上げいただいた方は初なめこでございます。







　未来編・後編、ついに書き上がりました！

　一巻を出した頃から「この作品どうやって完結させるの？」と思っていましたが、何とか無事に本編を完結させることができました。

　正直、最初にボンヤリと考えていたエンディングでは、『全ての戦争』については解決せずに、「俺たちのリトル黙示録はこれからだ！」みたいな終わり方になるかと思っていました。

　それがこうして何とかかんとか、しっかりと烈火が『全て』を解決に導くことができたのは、これだけ巻数が続いたことと、応援してくださった読者の皆様のおかげです。

　あと目標だった前中後編で『現代（地球）』『未来（宇宙）』『異世界』の三舞台、全ヒロイン登場、両方とも無事に達成できたのにも自分でビックリしました（笑）

　なにしろタイトル通りヒロインが多すぎるので、誰か不遇な子が出てくるんじゃないかとハラハラしていたのですが……烈火の力業で何とかなりましたね！

　これからも烈火（それに未来烈火）は星の数ほどの『ヒロイン』に出会いながら、全宇宙全次元全『世界』にわたって『物語』を解決していくことでしょう。

　ただ、この巻のラストでもアールが指摘していますが、それはまた新たな『全ての戦争』の引き金になるかもしれないので、これだけの大冒険をしておいて、まだまだ烈火を待ち受ける未来は波瀾万丈に充ち満ちていることでしょう。







　ちなみに小ネタというか余談なのですが、最初期のプロットでは烈火の名前は『波乱万丈（なみだればんじょう）』でした。

　別作品に同じ名前の主人公がいたので（苗字の読みは違いましたが）、「烈火」に変更になりましたが、どちらにせよ名は体を表す名前でしたね。




　さて、ここまで続いてきた『過去に現代に未来に異世界に異次元に（～中略～）バトファンにファンタジーにＳＦに（～中略～）幼馴染にお嬢様に田舎娘に魔法使いに宇宙人に未来人に超能力者に異世界人に（～中略～）にまたがる超時空修羅場を何とかしようぜっ、と主人公と未来人が奮闘する話』も、これにてひとまず閉じさせていただきます。







　では、最後の謝辞を。

　まずは和狸ナオ様。

　和狸様には毎巻毎巻、ちょっと頭おかしいくらいの数のキャラクターや背景・小道具をデザインしていただき、本当に苦労をおかけしました。描いていただいたキャラクターもみんなカワイく、またいろんな『世界』を行き来する物語だっただけに、その世界観を背景・小道具で的確に表現していただき、とても助かりました。

『俺がヒロインを助けすぎて世界がリトル黙示録!?』というシリーズは、和狸様がいなければ成立しなかったと思います。

　本当に本当にお世話になりました。そして、ありがとうございます。

　次に担当の南部様と木下様。

　途中、担当の交代などもありましたが、十六巻にもなる長期シリーズを長々と支えてくださり、ありがとうございました。

　十巻を越えた辺りからわりとネタに困って「もう無理もう無理」と言っていた気がしますが、何とかかんとか最終巻までこぎ着けられたのは担当の方々のおかげです。

　ここまで大変お世話になりました。ありがとうございます。

　そして、ＨＪ文庫の編集部・営業部など出版に尽力してくださったホビージャパンのみなさま。

　いつもギリギリのスペースの中でタイトルのデザインをしてくださるデザイナーのみなさま。

　この本を棚に並べてくださる書店のみなさま。

　みなさまにもこのシリーズを通して、ずっとお世話になり続けてきました。おかげで無事に完結させることができました。ありがとうございます。

　最後に読者のみなさま。

　丸五年、計十六冊にも及ぶシリーズにここまでついてきていただき、誠にありがとうございます。はたしてこのエンディングは、読者のみなさまにとって満足いくものだったでしょうか？　それは人それぞれかと思いますが、これまで続いた――そして未来に続いていく――烈火の『物語』……それを時折でも思い馳せていただけたら嬉しいです。







　それでは皆々様のこれからの『物語』に幸あること祈って。







[image: ]







[image: ]




item/image/p081.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p149.jpg





item/image/p269.jpg





item/image/p301.jpg
?(. P ‘ p
W =7 Y oS
2N o
r/‘\ \‘,'\ W\ M y )
—\ 2»;»;\16?;33&);1.1’:.3‘@1!1%5723 <P,
TSz malxo mE s AlaTe, |/
A Bhia ks Fors i TNES
4x-s'o.§!7§u:+m;reas,

TRHTEE SRR SR SELELR. |
REHER B cEITS A cetTuEin 8
— B LT E <FHy
FIHLELE! NEEHPLIMTER LT
TBHBE\HE 2 - BRERSE AT RE
o cRu3d.
Pl SRt Bz ST R ARR LS






item/image/HJ_logo.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		第七章　パラレルワールドへ



		第八章　神の試練



		第九章　波乱烈火の物語



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p055.jpg





item/image/p139.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/k004.jpg
RSNV SEWIRN

EVEBRBMY RV e’
;‘\\ B 0N CERS NI
LV RO

|





item/image/k003.jpg
,“‘_,\.\.;% " ’ ‘A‘
\ P Aq\ J /
10 N @ \&V‘Nr






item/image/ok.jpg
ZF7 2L 3=DdTIE e ery e
TI51-0053 HHTHBIEAR AL 4 A2—15-8

(BR) R ¥ — T v 8 > HISTEMRE

¥ ZEN ek R A S

@ 2.71 XE http://www.hobbyjapan.cojp/hjbunko/

e oS v 2Brg ET
523 RV RURER? 16

20164E6H1H  #IRSZEAT

HE—Tp O T

ROTEART RS
TR AR — ¥ v 8
T 1510053
HOTHRSA X AU 4 R2-15-8
WAk 03(5304)7604 (Hit)
03(5304)9112 (33%)
IR ——K HAREDRIBR A 24
WT— RGN (L L7HFAY) ARG b -

SR - R

©Namekojirushi
Printed in Japan

ISBN978-4-7986-1234-8  C0193






item/image/p295.jpg
S

& v\

=
o
\

%

\; N .. \\\\ \,

///( - =N b . \\\\\\






item/image/p002.jpg
O - KB NK - BERA





item/image/p001.jpg
~

ﬁbtﬂ(/%%ﬁ?*t
HEHAY NLEARER!? 16

& ZH

HIX E

~N

.






item/image/p045.jpg





item/image/p243.jpg





item/image/p165.jpg





item/image/p007.jpg
SEHIREX VIR L0024 S8
X° B RE< L RIRSKM
FHONERVHIEE

%&1@¢:@&%74F»m c
i LDz eaes | N‘
LE SKEDS

J\fL S ~
IRHRHT K 4D 48 1@ B B S 4R H°

ERngle D WiinOh
DAL QMM E

S -H TR ST ViR
BRESYEM NS’
VHLUKHOM S0

N—C | HLES<HHER"
K< SEPRI X WHIRD
HIONEAV SO

BRI BIHKSHHRION
WRON [ 1 BRERES
KBTS

BV G KX BEIRRD Y
O INN HRIN—E DY T
DS

IhE< IR BN
U0 RS INL P
RPNV DS






item/image/p006.jpg
IRFINDIXC AT
ixéx/.héh:.mﬁ i

@ ‘

i.m.&i

TR ARSI N
BRUSL OLIVERSMNSe






item/image/p005.jpg
[RECHI DDA NRA B RO K
»V%»ﬁa@miﬁurua
y
P = L/

PN e T
RN ¢

BHLCKIKSEH HIRHLRHONK
LS| VLR

PERSOVLHH® REX S BRI IR
n.%wwurua@w\

_—
1]






item/image/p004.jpg
@ h A EH A c

PER— B RS UHORERC KO

| — 1 4
N zxwasruynnsion
OHSRE L ES
[ Iy Y,






item/image/p209.jpg





item/image/p008.jpg
mm¥3ﬁi:u§®%.ﬁaﬁn/
AR Vv-JU—O—-HRSH
ESVR1LS Gt 3: 3

RUEES AKKR—HKHIDNN
KL RXCHIESRUIES
RRELRM SR

HEANRE VOIS QDD
0O SRR <SHOR
KoeIkRRK R

XK HII 10 S oL
WIS RIS KRS KE
R M

i

(ié&@%ﬁ*f

HHE SRMKE° INHRN—VE
DOPANTALF OV KS
MEELREXWEONM S0

IRN-LINNIRYKSHK®
LXO—NROMHR RPN
RHS-KEI IR LI H-

IRO—JHECSHH® MR
AU S 11 KRR DR
QU

MEHE S MRRIREIV LSS
U RO MR R OB L
SRODOOINVER






